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北海道に於けるスジコガネ類の生態与さ的研究

2匁博;E中島敏二た

ECOLOGICAL STUDIES ON ANOMALA-SPECIES 
(SCARABAEIDAE) IN HOKKAIDO. 

By 

TOSIlIO NAKA8l1DIA， A剥slam，Nogakuhα似shi
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緒 雷

北海道に於ては，かなり古くからコガネムシ矧が火設生をした引が知られているが，近うい

1¥日-1iiの進捗にf'ドい，特に農耕地及び林業NihRII乞封する幼品の1111守主主びに逃u地に封する成識の

喰容が激増したため，とれが~}j除は!延々農林業上iRkHIJl題として恥l二げられるに五つ九。

北海道に於けるコガネムシ類の生態は，環境保件等の;jfl)主により本州-1i'C於ける経過習性と

はやや異たる様であり，一本だ本j誌に於ける大部分のコガネムシ知，特にスジコガネ実)1の生態は

lりjかにされていない.従ってとれが適切な防除法もまた踏む;されるに来っていない.

:Jl:米コガネムシ類の力Uit;:は，地中に於ける幼品の艇部喰~l~~と，地J'.に於ける成品の怠業部

喰得とに別れ，成;訟の力l吋手も火設生時には大害を及~す2鮮があるが， 勾幼j品』に亡よるf並2作物抗ひぴ脚に

殺4林4ネ4市II1州州|自川}可lに於ける甜稚:前に霊釘Jする

私桜blJ釧釧|リl川防版{野のスジコカガ烏ネ 1934，'35 ~I三の脈{lふ 日r:己h 波山地万に於けるヒメコガネによる農作

物の被将にはlllikなものがあり， nl乙桜釧原型fに於ては，農作物のみならや原野の維革実質さえ

も， 424郊の喰持のために生長を問i存せられ，午J.!Jの級;牧にもl付燥な*態になったという. また

1938 "1'にもん設生L，桜銅版!U]-I<::於て幼品 22，000貫の捕殺を見た. その後も全;道各地1<::大1*

4~千 111手に多かれ，助かれ設生 1111~，汗があるため，貨にコガネムシ知は~tl船主のI\M殻J-.からみる

も，股任するjJfの/1¥米ないーヅ己作品であるといっても過誌ではない. また会ill各地にi立化する

市IlfiIi'C於ては， カラマツ， トドマツ， エゾマツ可;の幼Jiに相常の被E持があり， その7たζめ-，イfIfhN品前':Y引百川EJ白古'1V1i.

に於て-寸十f卜.数f絹海+本;の幼l品tY百百.1Y』i.の十あ村杭J占IVi死するもののある1事1¥-1はは土吋稀iで.はZた記く， 治llJ• ifi水のため， または戦後

の蹴伐により荒廃した様林の復興J:，ilif+の，訟を要する折，林業J-.からもまた似めて.fl:!裂なfz
識といわねばならない. ととに於て持，:;.).は W4乃年以米内川数段指導.の1-"1乙， ~tiÍ;が立に於ける

コガネムシ}Jiの研究に従事し たにt'r'illlilの一大将おであるナカ‘チャコガネの生態感的研究を

内川教段と共f，i](tf¥究にて公ぷし，今またスジコガネ矧9純一一スジコガネ，オホスジコガネ，

'1-ンスジコガネ，サクラコガネ， ツヤコカ・ネ， ハンノヒメコヵーネ， ヒメサクラコカ。ネ， ヒメコ

.ガネ， ドウガネプイプ fーーの形態抗びにとれサーのIj1，特に'f(要な童文柿の生態をlり1かにする事

をず'Jたれば， ととにその給処を公災し， もって北海道に於ける~t+:\'U-_ .f( .'~~，守過である J-_;;己コ

カnネムシ知の防除にltせんとする次第である.

終り i乙，本州'31をなすにあたり ， ~l(;に懇おな桁i主役添う Itd人j川{~_.教授対ぴに波澄 F内

陸}J数民に封t-;i-Yiんで、感謝の必;をJえすると[，.]椋，現地調合的.びiこ f~1究i乙多 kv.:l jll! 'ú: を賜った西fit特

腕符林J，~k林íj hIC-+:W司代lC絶えな般的を興えられた札幌・帯断・旭川|・北見件符林}"jili林
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採，各符林署，北海迫感lli有札i来此びに林業課，各林務腎，:C;染物J;11l研究所ー芳・宝分宝，北海道

大撃演符林の各flI:1乙i従謝の立を』えする.

1M本研究lt:iiしては日併1124"1三度以米， f̂J fJj:数民と )1.;.に支部省、科感#1究慌の愉助を得て研

究を行ったものである. よってとのlJ~を明日己し，謝立を」えする次第である.

I. 北海温に於けるコガネムシ類碗究の概要

北海道に於ては岐に 1884年(1りj治 1i年)頃にコガネムシ知(純名不詳)がえ技生し， ヤマゾ

ドウ，ヤチハンノ Fド5;に大f，!干のあった挙が知られている.斯〈の如く，以前は山町'に設生して

いたものが， l~rHliの進妙に i1'い，次第にi1ì林地・林業rhïilìlJえぴ農耕地に移行し米り， 主干しい被

18与を&~すに五った.

とれせ;コガネムシ似の栂矧に附しては松本J(l90l?1ヘ 191 ;，5~)) ， 新品(l!J1i7・九 192:f6))，新

品・柿・ 7;f本 (191í77))，新品・木下 (192:f~ ， 192i7uJ)，木下(192;'37))，桑山(l93i札)，草川 (1941'側、

19441(1)， 1950削))， 中島 (1948耐)) &̂;の彬|究があり， 就'1'，新品・木下(1923，192i)は北j悩茸か

ら6lJl:科， 1ï~，お械を公ぶした。桑山 (19:lí) は 7 純が~t11~道に於ける特に長裂な害滋である

:j.f.を指摘した.本 F(1925)は幼品7柿， rl'品(1948)はJJI34紐について記述した.

北海道に於ける生態主主びIt:~}j除に闘しては新品 (191í74))，新品・楠・ 'i;;~'* (191 i77;)は北
海道に蛍生が与干しいナカ'チャコヵーネの生態の一端をl引かに L， 木下(192，')'7;)は北海道に於ける

主袋危害描として必められる 7 般について，その投生時期，卵JPlIaJ，幼識の識~Ij"&;を公ぶした.

よ付・!威川(192i"町)は森林持品防除訟の中でコガネムシ委員4柿に慣れ，みやわき (19:込町)は幼

描防除法として氷溶性クロールヒクリンの{似Il訟を辿べた.桑山は lU34"1三より 19:均年にH.り

主主度コヵーネムシ矧K就いて十託行し， 19品川年には，相銀11即町i乞k設生したスジコガネに就いて

形態，生i，号史，食1"1:の概袋をii己j!sし， 19:~(例年には防除、訟を耕純(輪作・耕転)，機械的(捕殺・

必殺)，築制，犬敵の作引に日IJけて辿ぺ， さらに 193i判J年には本道の農業J'.訟もイf，t-;!T.J..コガネ

ムシ知として4肱}7純を朱げ， その形態，経過を?性，カ11将司た況等の蹴裂を lりjかにすると J~に，

コガネムシ刺殺生の外が~;諮問に慣れる Ji!i'があった. 翌 19:1R年は桜銀11原野に於ける幼品主主加l持

年にあたるためにtdi役者と村助l.，保安・釧路岡耐え;嵐管内で幼品約 22，0001:'t (約 13t立胤)の捕

殺を見た・I~を報じている(桑If f ・金[-， 1931J+>;). また売さ山・山f11・必 (193H・7))はコカ、ネムシ矧

の投生と:1:棋との附係に就いて剥殺し， 火山反地の事:託業にしてはつ闘が{合対;の多い地，市に多数

械忠、する*を鍬i与した. )1上(1$142町，松下(H143川l恥)はそれぞれ蒜林持品防除法の11'で敢附

持 倉本交献表の書字放.
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bコガネムシ類に就いて述べ， 機j干・ 11I島(194384江)はt!I;機共依njによるコガネム U類幼践の殺

傷試験を行い， プラオ耕転後デクスハローを 3-4 同依Jllする事により約 3~Jの殺溢率を場げ

作る ~Ji を報じた. 内川 (1943117))は北海道に於ける 194:2年度のコガネムシ知誕生の蹴況を宇徒庁

し，該品に封する一般の詑意を喚起した.内川・中島(1948119))は品川lの大劣戯ナガチャコガネ

の生態喜界的研究を護炎し，詳お!Iな生活史と 2，3の符'1'1:をlりl;i己し，次いで111品はスジコガネ乗員の

卯の榊えilJ¥況をilllJ定し(1948';6))， ヒメコガネ幼s滋主の土t壊長中にb於さける4桜左，息息自也、j深栄皮の健化と幼滋のi温且

l皮主選搾能7力jとの闘係にウいてJ巧5

朕況を， j逃芭内f各干地に設世し7た己請殺俺により.長長長長.卵削則!11間i甘制』羽1搾集して調夕従tしアたζ(l叩95却0咽町)，7'刊町刊0的吋〉つ). 深川 (1949問))

は幼識の越冬欣況をjA;ぺ，内111(195111め)は一品川!の持品としてコガネムシ矧3積に就いて記述し

た.

以上諸氏の研究により，北海道に於けるコガネムシ類l乞ほぼその概要をゆ1かにはしてい

るが，さらに詳細に検討する時は，本道のコガネムシ類の内，放も一重要なスジコガネ類化酬し

でも，各柿相反に形態が酷似するために，JJt滋Ic/jちでさえ積の決eιにl吋般を感す=る11/111*がしば
しば見11¥され，幼滋及び卵では不可能な場合が多く， さらに詳細i泊確な検議長の必要を痛感す

る欣態である. 生態に闘しでは，単にその 1生活墳の定了に満2年或はi繭3~ドã:要する ~11:が i象

想せられ， また幼識の地中に於ける械息深度が季節により異ーなる~}i及び敷町の食主主治~Iりjかにせ

られているのみであり， その生ilEの終J8 '1llJをIliめrlつ故加f弁明であるがj描耳11の生長及び初fI:に

附しては，全くI!Jlかにされていたい.分布抗ぴに愛生紙況に附しでも，太-'1'-1$;r:の火山災地帯

に於ける被2tpの拾:しい事が知られているのみで，輔の分，(ti，殻生主1;，食'1:泊瓦司・;に附する正確

な調従は4とだ行なわれていない.

コガネムシ類のミ与を発れんとする場合，耕種による時は勿論，府米如何に農業築制が護法.

しても，その施JU法の根本には液晶の生態に附する詳細な知識を保有して民らねばならぬ:.}iは

論を待たない.本研究は主としてとれ等の不IVIの貯h 特に各馴に於ける極の識別，幼描際!の生

態説ぴに分布航態をlりjかにする1¥(内を以て行ったものである.

11. 北海遁産スジコガネ類の分類皐的考察

スジコカ、ネ属 AnomalaSAMりu日.J.Eはコガネムシ科Scarabaeidne， スジコカ。ネ版科 Ruteliruzc

1<:脱するAZんな一昨で， 191九年の Jl~ j\; K のカタログによると， .;:何年までに彩J.'¥0川宿泊;):11られて

おり，そのうトイtil土 í(f~tl占IÎ. ，11 fif(， JI討Y:IhlI. el94 ti札オーストラリアl唾il1f恥エチ北ピアl雇114t仇

新熱帯凶 li3拘，新北l盛lGHtとなっている.
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新s・*ド(1H2:~. 1 !l2i)はn-1.:本土からは約 22柿， 北irjj草からは 10何がj771するとと左総

じて必り， その'1'にはヒメコカーネ， ツヤコガネ ]}-クラコカザネ，スジコカ"ネ4tJの虫JIき農林業上

:ili:要害品が合まれている."p:x-の研究によれば，北海道に時息するスジコガネ婦を次の 9柿に

熱加することが11\ぅ~る.

Family Scarabaeidae コガネムシ手:十

Suhfamily RIIMinaf スジヨカ.ネ)巡字十

Tribe Anomalil/i スジコガネ族

Genus Anomala スジコガネ嵐

Anomala teslaceites MOTSCHULSKY， 18fiO. スジコカ'ネ

Anomala costala (HOPE，) 1839. オホスジコガネ

AlIomala lwlosericea (FARRICIUS)， 1i内i. キンスジコヵーネ

Al10mala daimiana HAROI.D， 18ii. サクラコガネ

Anol11ala ltlCfl/s ßAL!.IO~， 1おi1. ツヤコガネ

Al/ol1lala 11I111lislriala (MOTSCHULSKY)， 1861. 

AI/omala genicu!ala (MOTSCIlULSKY)， 18fifi. 

AI/omala rllfoclltrea IHOTSCHULSI'三Y，1烏r.o. 

.11/0仰111ωIa!μacωIITかr，何 (HOl刊》リJi五仏:

ノ、ンノヒメコカーネ

ヒメーサク予ゴガネ

ヒメコガネ

ドウカ、.ネプイプイ

以上9碕のrl'には鰍めて類似する報知がるり，時に舶の同定困難な例休が見U¥される L

かし弐l乞述べる成品をはじめ，卵，!t.jJi益，制等・の弁明の形態的標徴の綜合的比較によって容易

に識別するととが向ぅ~，叉干宇和は生態的にも有!温がある.

1.種の識別

北海道1雫の9柿のスジコガネ知は，下記の如く成品，卵，幼最主的:ぴに町lの各期の形態的標

微によって識別するととが出来る.

a. 成盆による検索

従う~の分知は専ら成識の一般的外部形態によって行われていた. 勿論との}j法l土分主~U..の

主軸をなすものではあるが， frll--相内にあっても{肉体IUIに相常礎化があって'"には近縁な和

知との識別凶難な1¥lol休が見出される. との械な土MTには，:&:1f.にるっては交f己採の形欣によって

ず?Jj，に識別するととができ，叉休艇の各部{吹を測定して比較検討すれば，長1に腕の識別は献貰

になるととを設はした.本支に於ては，一般外部形態，i世:交Jf;;?tif故ぴに休艇の比較i!llJ.fEの各羽

に分けて稲の識別を記述した.



( 6 ) 

i. 成品の外的形態による給与十;火

1. 遡附.1'.にゆjかな縦隊械をfiする・H ・……・・・・・・・・・・・…・・・・・・…・・・・・…・・…….........・・…:]

主lHf'rLの縦姥線11M*"ーでない. …...・H ・...・・・・・・・・・・・…………..，・H ・H ・H ・..……...・H ・-・…... 4. 

2 (1) 縦降線は合合線放ぴ第1縦降線のみ明かで，金属光i事を iiする. r町長にIH換し袋?に慰刻が

ある.金i-t岡純緑色.体長16.5-l!1.0mm，体制8.5-11.5mm.

干ンスジコガネ Anomalaholoserおeα (FAIUUはlJH)(第 I 剛~Ii， :1.) 

縦降線は合命線と共に 5木ある・H ・.....…-・・….....・H ・....…・・……....・H ・-…・・・…・・… 3. 

3(2). 縦降線は合会線と共に5本共判然し， r.:r'-t与は光i'fがない・ f本色には淡貨得色より緑色，総量買
色までの・-i監の硬化がある.体長14.5-[8.0 mm，体制8.5-11.0mm. 

・スジコ Hネ A犯mnαlntestαceipef! Mon;c:IIl'1市町(第I岡版， 1.) 

縦際線は第5本目の後学が判然していない.r:n主には扱き光涼がある. fi>:色にはスジコガ宇

と r，~綴の告書化がある.附には胸1'r板に 1tì事を吠〈ものが多い.体長 16.5-18.5mm， f本"'，¥9.5

-11.0mm. ..，・H ・..............・H ・..オホスジコ h宇 Anomαtα costatα(HOI'E)(第I例版， 2.)

4 (1). 週刊の側線111;;とより後方にある得色総膜は柏噛隔が緩い. 体1.1例主f:或は鋼緑色で大形. 体長

18.5-22.5mm， f本側10.0-13.0mm. ・

・ドウカ'字プイプイ Anomα1α cupreα(HOI'E)(第11制限， 9.)

麹制の側線中央より後方にある得色総肢は制が!弘、. 体長12.0-18.0mm， 体制6.5-10.5

mm. …-・…・・・・・・・ー・・・ ・・・・ ・…....................................・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・ ・・・・…・・・・・ ・・・・・ ・・ 5. 

5(4). 胸1't板!こ'-X'し〈似u 、~!tl}がある. 1本色は政務色で緑色光i平・がある. 体長12.5-17.0mm，体

制 6.5-9.omm. ・・・・・・

ハンノヒメコカ'宇 Anomalam1u.t制 γ仰向 (MO'J'SCIIUI.'!K¥.) (第I剛版， 6.) 

胸i'r板に.符しげ釦・望Ul}がない. ・・…・…-・・・…・…・・…一-…..............・ H ・..…-…....・ H ・ 6. 

6(5). 麹納の制緩降級は麹の舛胸部:に迭する. …….....・H ・-・・・・…・・・…・…....・H ・...……・・・・・… 7. 

週刊の側量産降級はま週の111央自民の後方にて絞る・H ・.....…・……...・H ・.....……・…・・・・・・・ 8. 

7 (6)。 体長14.5-18.0mm，体制7.5-10.5mm. ij員総は比較的大体色には燈Iヒ多<，背面i炎黄縄

色に緑色光i字を有する個体より，順次ia色化してift絡黒色に烹り，中には累銅色の光i事を有

するものもある.背面が淡色の倒f本は開爾が淡黄禍色なるも，背面のift色化に従ぃ， At爾は

側面より順次累銅色を加え， i良黒銅色戎は黒級色に至る

サクラコガネ Aη併nαfα daimianαHAnolJl(第I問販 4.)

体長12.0-15.0mm，体制7.5-9.0mm. 頭係は比事~Íl(J'J 、. 1本の1't面は淡策編色に線色光湾

を幣ぴる.股而は繍色乃五泉銅色.

-ヒメサクラコカ.:t-Anoηwla gen古~ulαtα(MOTi!CIIUI.SKY) (第I朔版 7.)

倒的. f本色11，'1-1面・股面・脚共に同一色調で，その色彩には赤銅色，銅緑色，絡色，背緑色，品It

色，黒斜t色f宇一巡の健化がある.胸背植えに光深を侠〈個体が多い・ 体長13.5-16.5mm， f本

料7.b-10.0mm.i員総は比較的小さい.…

ヒメコヵ・ネ Anomα1α rufocupreαMOTSelll1UIKY(第I剛版， 8.) 

{本色は背面と版画とで異なる.1'f面の色;凋は，淡色の1国f*にあ9 ては淡黄得色に緑色光i事を
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帯ぶるが， ì斬次i農色化し，胸背板・稜!り，剖:が線色，麹~向褐色の倒{本より，金背面1農寺島色，暗

総色の個体を経て累緑色に至る.中には銅色光i翠を帯ょこる個体も£る.腹面は， tT面のi農色

化に従って淡褐色より街色， i軒高色，~渇色となり，銅緑色の光津を帯ぶるにヨミる. 体長

12.5"，18.0 mm，体1[1幅6.5'"10.0 mm.頭i司lは比較的大きい.

ツヤコガネ An仰 Zαtα lucensBALl.ION (第I嗣版， 5.)

ii. 成識の維の交尾器による検索表

1. 否定尾器のキチン質のタト柏は先端に向って関口する.・ H ・H ・………...・ H ・・ H ・H ・.....・ H ・-・…… 2. 

交尾器のキチン質のタト輸は腹側I}t亡大きな関口を有する.・ H ・H ・.....・ H ・e………….....j...・H ・. 3. 

2(1). 端板は腹方に属曲しない.・ H ・H ・H ・H ・-……...・ H ・..…...・ H ・-・・・・キンスジコガ宇{第11圃版， 2.)

端板は腹方に 70"'80度属的する.……・…・……...・H ・-…...・H ・.... スジコガネ{第H開版， 1.) 

3(1). 端板の先端は倶q方に突術部がある.・ H ・H ・H ・H ・....・ H ・...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・....…....・ H ・...・ H ・. 4. 

端板の先端は側方に突出‘部がない・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・.，………… 5. 

4(3). 端板の先端は側方に僅かに突出し，先端は尖る.….....・ H ・..，・ H ・-・ヒメコガネ(第H嗣版， 3.) 

端板の先端は板状に伸展し，腹方に轡曲する.………....・H ・-…・ツヤコガ宇(第11圃版.4.) 

端板の先端は鞭般に伸長し，側方に張出している.. ...・H ・..…オホスジコガネ(第11岡版， 5.) 

5(3) 端板の腹面関口部の縁過には，稜線より内方に向って伸長せる面がある.….....・H ・...... 6. 

端板の腹面開口部の総過は，稜線が鋭いか或はやや平らで，内方に伸長していない.… 7. 

6(5). 端板の先端腹面は半球状を呈する.・・ H ・H ・-…..，・ H ・.....・ H ・-・ドウガネプイプイ(第11問販， 9.) 

端板の先端は薄片朕で，僅かに腹方に轡曲する.……・・…ハンノヒメコガネ(第II岡版， 8.) 

7(5). 端板は中片よりも短い.………...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・...・・サクラコガネ(第II嗣版， 6.)

端板は中片よりも長い.…....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・-… H ・H ・-…・ヒメサクラコガネ(第II闘版.7.)

iii. 成晶体の比較測定による識別

以上の9積は，維に於ては交尾器の形態によって識別容易

でるるが，色彩は同一種内に於ても甚だ礎異に官み，ツヤコガ

ネの淡色の{肉体はヒメサクラコガネに，濃総色のものはヒメコ

ガネの雑色の個体に， ヒメサクラコガネの火形のものはサクラ

コガネの淡色の小形の{肉体に各々酷1]).する等，単なる外形の特・

徴のみでは識別の頗る困難な場合がある.主主に於て筆者-はこれ

等9積の識別を容易ならしめるため WOODWORTHの}j法に

従って，言たの各部{立のiWJ定1illの比較を行った.測定筒所， iJlIJ定

方法，比較方法は次の女fIくである.

iJllJ)tfrij所

A. 胸背板の中軸上の長さ.
第 1圃成品の体躯

測定筒~R
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B. 頭部の中軸上の長さ.

c. 胸背板のi肢も申両院き部分の幅.

D. 胸背板先端の幅.

E. 頭部の最も幅債き部分の幅.

F.‘頭楯基部の幅.

G. 稜歎都心中軸上の長さ.

H. 稜朕部の幅.

I.趨鞘の長さ.

1・前胸基部より腹部末端に至る長さ.

K. 前胸基部より趨鞘の最も幅蹟き部分の中

軸上の位置に至る長さ.

Lo 趨鞘の最も崎康き部分の恥

麹刊の)惨 稜!伏;溺:の形目印1'f板を 100

(最康嗣)
の位置

(制に到す石) とせる頗，i~1\の
長さの比 大きさ

一-.竜・n.
-'rut .. 

冨Dl.

』主u・-

__.4且1.

..τhol. 

開ト

同・.

t... 

'0卜

.. 

.o~ 

t・・.
hol. 

luc. 

dd. 

皿 L

eup. 
rut. 

•• 

•• 

第2副頭部の大きさ，稜朕官官
の形liひ'麹鞘の形に就い
ての各種類比較岡

⑥…A若手 O…B群

・…C群 ρ…D群

四，t.

間 1.
b・1.
luc. 

c!at. 

然して，胸背板の中軸上の長さ (A)を100として(B)-(L)の(A)に封する比率を求め，各種

((E+F)B¥ 
類について比較すると第1去の如、くである. 又頭部と胸背紋との大きさの比l一一一一一)¥(C十D)A/' 

服部の幅と長さの比(吾)，及び遡鞘の最も申両院き部分の中軸上の位置(千)の3項目凶i示

すると第2闘の如くである.

第1表 胸背板の長さを 100とせる各部分の比較値

胸背板慢の
坦:輔官C割騎由の士三主幅D?空‘i憂網慌国目E 陸側の離骨稜扶部遡輸の前胸基腹部部

前よ胸I厳てりf麹脳E間靴部ー-1-隈湯部晴E 省のの傾 長さ
より
最 制

末端まで
ま

H I J 

スジコカ'ネ 100 65 167 104 98 69 33 53 282 293 176 232 

オホスジコガネ 100 64 167 106 98 70 27 47 272 282 169 236 

キンスジコガネ 100 73 170 102 93 62 32 51 275 283 150 229 

サクラコガネ 100 7I 188 108 104 77 36 54 291 3宮O 154 246 

ツヤコカ'ネ 100 65 171 106 107 72 33 50 281 303 143 223 

ノ、ンノヒメコガネ 100 67 178 111 104 71 34 49 281 298 140 237 

ヒメサクラコガネ 100 62 182 101 98 65 36 50 276 289 129 238 

ヒメコカ'ネ・ 100 57 171 94 91 61 37 48 260 286 123 225 

ドウヵ・ネプイプイ ]00 57 167 90 85 59 32 42 249 273 115 215 

即ち頭部の大きさを胸背放のそれと比較すると，サクラコガネの場合が最も大きく，以下

ツャ，キンスジ，ハンノヒメ，スジ，オホスジ，ヒメサクラ，ヒメ， ドウガネの順で小さくな!

る.稜服部の形J伏は，オホスジコガネが最も幅庚く，スジ，キンスジ，ツャ，サクラ，ハンノ

ヒメ， ヒメサクラ， ドウガネ， ヒメの順で縦に細長くなる.又麹鞘の最も輔の庚い部分の中軸
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¥}-ツヤ.ヒ:J.， -'、ンノヒメ，ヒメサクラ，ドウガネプイプイが故も前方にあり，上の位置は，

ドウスジの)11員で後方に移行するため，晶体を背面から見る時は，ォーホスジ，キンスジ，クラ，

叉スジは他と異なり著しく下脹れの形献を呈している.オホスジ，ガネが最も楕同形に近く，

との順序は趨鞘上の縦隆線の鮮明度ともよく一致する.即ちスジコガネでは合合線と共に 5本

キンスジオホスジコガネでは第4本日の後学がやや不明瞭で、るり，の縦隆線が顕著で、あるが，

ヒメの 4種ツヤ，ハンノヒメ，サクラ，コガネでは合合線及び、第 1縦降線のみが明かである.

で・は，縦降線の位置は明かであるが，隆起は偶林により僅かに認め得るものと，然らざるもの

第2表 各種相互間の形態の相関係般

1 ヒメ | ッャ |サクラ| J
V
 
ス

白

ン
一

キ
サメ
一
フ
ヒ
ク

ヒ メ 1.0.0.0.0. 0..9955 0..9970. 0..9859 0..ω76 0..9995 0..9868 0..9990. 0..9935 

ツ ヤ 0..9955 1.0.0.0.0. 0..ω83 0..9923 0..9983 0..9943 0..9915 0..9950 0..9957 

サク 7 0..9970. 0..998.3 1.0.0.0.0. 0..9932 0..9987 0..9958 0..9933 0..9968 0..9972 

ス .〆e 0..9859 0..9923 0..9932 1.0.0.0.0. 0..9911 0..9836 0..9987 0..9864 0..9961 

ノ、ンノヒメ 0..9976 0..9983 0..9987 0..9911 1.0.0.0.0. 0..9969 0..9926 0..9984 0..9971 

ドウカe 本 0..9995 0..9943 0..9958 0..9836 0..9969 1.0.000 0..9853 0..9986 0..9934 

オホスジ 0..9868 0..9915 0..9933 0..9987 0..9926 0..9853 1.0.ωo 0..9884 0..9963 

ヒメサクラ 0..9990. 0..9950. 0..9968 0..9864 0..9984 0..9986 0..9884 1.0.0.00 O.9953 

キンスジ 0..9935 0..9957 0..9972 0..9961 0..9971 0..9934 0..9963 0..9953 1.0.0.0.0. 

ジスホオ

ー

ネガウド
、.
スヰ/

--Lap--
‘
 

・・&島町
@
@
h
s
j
"

・‘

-e-H備
品

'"g
.. 
，、

-e圃
副
島
M
'

・
4明

e
H
E
-
-
d‘

-e

・・'".‘

-s・刷E-"
・・.‘

・・・頃‘
... H
・a.
‘

-de

・e・--・
4
司

--a"
・・・“...• 

‘
 

-・・引
ι"
・・・州・
a

・
d
『

・
n

，.同
a
@咽
aa堅
守
・

4
、

-e
・e・--・
4
喝

・・ha
n

。.4
‘

・
6

・
J
"
色
調

ava"e両
国
M

，.‘

--a刷・0
・“・・
n

F

.

‘

-a--FaR4

明・・・
4

、

-E.。P4
円.‘

.，hs
s

・-伽担色刷、‘

... 軸 .. 

t・・包・e・"・-

・亀‘

A. holo..J'lc..a 
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A・掴崎~lth‘.1.色・

A. ~“叫cula'.
O.開

..岨
A. rutoc醐同・ 。...
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A.. 11 

A. luc・..
.. .・，.，岨・

.. .噌P・・

A. CO!!，色・.. 

A. euttl'e& 

第4圃各種相互悶の形態の
相関係般の系列 (II)

第3圃各種相互間の形態の
相隣係、般の系列 (1)
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とがある. ヒメサクラでは位置もやや不明瞭で・あり， ドウカ、、ネプイプイでは縦陸線は認められ

ない.

以上記述した9種類聞の類似J性をl切かにするために，第1表l'C基ヴき各種相互間の相閥係

数(元本，t，1935)を計算すると第2表及び第 3，4闘の如くである.

もとより上記9穂相互の聞には非常に高い相闘が存在するが，然しながら第311苛iに示した

相関係数の系列により 9持.を弐の4'i洋に別ち得るものど考えられる.

A~il宇 スジコガネ，オホスジコガネ

B Wf キンスジコガネ

C ;jif サクラコガネ，ツヤコガネ，ハンノヒヌコガネ

D詐 ヒメサクラコガネ，ヒメコガネ， ドウガネプイプイ

とのwf別は前記の 3項目に於ても明かに認められる.即ちtfc2闘に就いて各組の配置紙態

を検討するに， C. D雨詳は殆んど相i昆歩、るととなく，且つ雨詳6種の配列順序はやや一定し

ている.即ちサクラコガネ(C群)とドウガネプイプイ (D詳)の2種は C・D6和の雨端にffr:置

し，ハンノヒメコガネ (C排)とヒメサクラコガネ (D~j洋)とは相隣接している場合が多い. Ai洋

はややC'j洋に近いが， C・D雨iUとあまり聞係なく滴自の位置佐占めている椋に考えられる.

B 鮮は只 1種のみで・明かでないが， A・C雨詳の中聞に位置している如くである. 上記の各開

問の形態の類似性の強弱は，第4闘に於て，スジコガネでは右下りに傾斜している系列が B，

C，D群と移るにつれて次第に右上りに嬰化する欣態によっても知る事がtt¥来る.

前に拳げた種の識別困難な三つの場合，即ち

1) ヒメコガネの紘色の個体とツヤコガネの濃色の個体.

2) ツヤコガネの淡色の個体とヒメサクラゴガネ.

3) ヒメサクラコガネの大形の個体とサクラコガネの淡色の小形の↑同体

の匝別は，サクラコガネとツヤコガネがC'，詳の種類で， ヒメコガネとヒメサクラコガネがD

群の種類であるととから，頭部の胸背放に封する比の大小を検するととにより容易に l~ti別出来

る.

b. 卵による検索

卵は一般に乳白色，楕闘形で，外見上樫かにその光?撃を異にするが， との光I撃の相違は，

卵殻表面の微細な彫刻を異にするためである.卵殻を制離してプレパラートに製作L，油浸接

物鏡を用いて検鏡する時は，彫刻jを明かに認める事が出来る.

卵殻は第V刷版の如き構浩を千{し，卵殻の厚さは3~7JI，その表面には小沈様の突起があ
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る. との突辿ItH:lfil乙より liiUI:欣， lii¥H:IZ:近い悦梓)11(，lii¥Mt欣或は腕!!kを'f..I" との庁';Hたによ

って的生i柏市U)IJせられる. f，'，J，前iliのじ・l)1~4jlrl乞hI;j.，る伸の事Ilは，椴ttゾクシンにより突l辿

ががPl)j，<=染色されるが， A ir干の卯で・ば染色され妹い. .x. c ・D嗣f，(:の突起l主摩燃により'作易に

制t推する.

早Ilの松井;火

1. 卵殺表面の J~匙は側錐形ーσある. ・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・…・・・・ー ………・…..，・H ・-…....・H ・.. 2. 

卵殺表面の突起は同十j:形である. …....一…・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・……・・……・・…・・・・・ 4. 

2 (1). 卵伎のT'1.さ6-7/1，突起は大形， ift:符~6-12-/1， l:iき5-6/1，小突匙2-4μ.

. .\ンスジコカ'ネ(第 V 陶1~1i， 3.) 

卵伎のJ'Iーさ 5-6μ，究些l.t小J~， i自ー筏!2-6μ.、・・ …-・ー・…・・ー・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・…...・H ・-- 3. 

3(2). 突起のi([~~2-6μ，おき1.品-2.5，1，1)の守経1.0-1.5μ.……・・・・スジコガ字(第V剛腕， 1.) 
づき起の直徳4-6μ，刊さ ;l-4μ，小党包l.t1.0-1.5μ. スジコカ'本i三何百似するも，突起の分

布は精娘である. ・・………・・・……・…・・・・・・・・・・・………・・オホスジコカ・ネ(第V州版， 2.)

4 (1). 闘H:形突起の .1'.1*はやi刺たで，側面と l二氏との 11司の事者線は認め費f~ぃ.形朕は約不世1・ --c:ある.

5. 

側t- I冗主突起の1:1.氏はゆるやかな凸ïtiで，側蘭とのIHJの後線l.t鈍い胸而である.ヲモ起の形~ーは

l王f1"1.. 1形. …………-・…...一 ... …・ ・・・ ー・… ・・………-・・……………-・……-・ … …" ・・・ S. 

5(4). 突起はおきがl配便より大. …・・・・・・・・・・・・・・…-…………・-……-・・・…ー:…………………・・ 6. 

突起はおきがj{[符より小 ……......…・・…・・・・・……・・………・・……-・……………….. 7. 

1;(5). 究怨は大形， I宵.筏!6-9μ，証;iさ8-11 /1，小究匙 1.5-4.0 ，1 • ~~起は験f必ずつ進国u 、紙で連結さ

れる. ・・…・・-…......・H ・・・・・・・・…-…・・・・…・・・・……・・・ー・・・… ・・ ヒメコガ才、(第V例1lJi， 8.)

づき起は小形，夜干l!2.5-4.0μ， í~百さ :1-5/1，小すき起 1-21.(. 華聞い線は認められない.

・ツヤコガネ(第V阿版， 5.) 

7 (5). 突起のI釘径5-8μ.おき 5-6μ.卵の大きさ，初期1.25mm(純徳)x 1.8~ mm(長側)，絞朔

2.08 mm  X 2.31 mm. ………・ "，・H ・......…….......・H ・".・・・・・サクソコガ宇(第 VI制服， 4.) 

突起の直後5-8μ， ï~'百さ 4-6μ. 卵の大きさ，初期)1.19 mm  X 1.63 mm，後期1.97mmX 

2.3omm. …・…・・'"・H ・-…・….....・H ・...・H ・-一……・……・ハンノヒメコガ字(第VII伺版， 6.)

(Illしサクラコグネとハンノヒメコガ本とは附似し，日正JlI)し期札、.)

1¥ (4) 突起l.t小形， I直叙!4.0-5.5μ，bEさ2.0-3.5μ，小:'j'ち起1.0-2.5μ.

・ヒメサクラコガネ(第V嗣版， 7.) 

突邑l.t大形， I酎笠7-11，1， i勾さ 6-7μ，小突起 2.5-~.5μ. ・・

・ドウカ'ネプイプイ(第 V陶Jlli， 9.) 

C. 幼患による検索

幼品も亦外向共同町似し. lil\向 Jlkにてやや踊千，静[[:の際は常に休を c~nたに胞万1<=時的す

る.踊部は下n式，同五はほぼノド球形，来的i-'Iζ滑，JIi・制色，弱い光i事がある.持tru~ ~扶く. 口
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絡はよく設迭し大胞の先端出I:~梢色，小胞の摩捺歯は 5-71f司.体首iは胸部の 3firi最も脳債く，

腹部の敷酋iやや狭まり，尾節は甚だ大.若齢期には泊化管の内容物が淡虫色に透嗣されるが，

生長するに従い順弐胸部から乳白色調を加え，老熟幼晶にるっては全身章L黄色となる.胸部に

はよく殻達した3封の胸脚があるも，腹脚を扶く.聯化常初は第3胸笛iの側背面に 1封の柄色

の卵殻破砕器を有する. (第 VI，VII同版).

幼品検索表

1. 尾節腹面の剛毛列は長<，鈎宅配置販の前方から始まる.剛毛列は前部は短赫，後部は純毛

から成る. ……・・…....・ H ・.......……-……...・ H ・-…-….....・ H ・・・・...・ H ・...・ H ・..........…... 2. 

尾節腹面の剛毛列は短<，鈎毛商E置医の中に存する.剛毛沸jは事事毛のみを有する.… 3.

2(1). 体は大形，老熟幼識の体長3l'i-47mm. 剛毛沸jは後郊の 20本内列、が練毛で，その前方は短

!純である. 前胸の周気門輸は長形0.83mm，短径0.57-0.58 mm，周朱門輸上のtl4LJ1は，

長学径に沿って約40個，短学径に滑って 32-35個.

ドウカ'ネプイプイ(第VI岡rJi，4， 8;第VlI同JtIi，8.)

老熟幼過の体長23-27mm，剛毛沸jは後・郊の 10本内外が赫毛で，前方は短赫から成る. 前

胸周気門輸の主主径0.50-0.57mm，短径0.34';"0.38 mm. 小孔数は主主主ド)移に沿って24-2o個，

短宇径に沿って20-22個.……..，ヒメコカeネ(第Vl闘限，2，7;第V1I聞販，1，11，7 ; III， 3.) 

(ヒメサクラコガネも (2)の績に属するものと推定されるが，未t，:、聯ft常初の幼識を検した

のみで，詳細は不明のた必本表から除外した.)

3(1). 剛毛列の長さは左布爾列の間隔の2倍より長い.赫毛は比較的傾<，左右交錯することがそb

ない. ………・・・・・・・・・ぃ …………-・・・・・・・・・・・ …………-・・ ・・・・・・・・……………・・・・・・・ ・・・…....… 4. 

剛毛沸lの長さは左右雨列の間隔の2傍より短い.赫毛は長<，左右交錯する.・H ・H ・-… 5. 

4 (3). 頭蓋幅3.9-4.6mm. 前胸周朱門輸の長径0.47-0.54 mm，短径0.32-0.40 mm. 小孔駿兵

学径に滑ぃ 19-25個，短.4':径に沿い 17個.……・……サクラコガネ(第VlI闘版， I.II，3.)

頭蓋幅3.2-4.3mm.前胸周朱門輸の長径0.41-0.45 mm，短悠0.30-0.31mm: 'J4L費主主主主ド

径に?恥、 15-19個，短学宇Eに?恥、 11-16鯛

ツヤコガネ(第VI闘限，1，6;第VII闘版，1・11，4; III， 2.) 

(サクラコガ宇の幼騒の方が幾分大形，毛も檎太<，硬い惑があるが，然し爾種は附似し，

識別は甚だ困難である. ハンノヒメコガネも (4)の組に属するものと考えられるが，騨化常

初の幼識より検討出来ず，詳細不明である:)

o(3). 前胸周気門輸の長経0.53-0.56mm，短径0.35-0.38mm.小孔毅長学径に沿い 19-26個，

短学径に沿い 17-18個.……・…スジコガネ{第VI聞紙，3，5;第VII闘版，1・II，1; III， 1.) 

前胸周朱門輸の晃容I!0.48-0.50 mm，短怨0.35mm.小孔婁主長半径にi骨ぃ 19-21個，短学径

に沿い 17-18個.・・…...・ H ・-………...・ H ・H ・H ・-・……オホスジコガネ(第VII岡nJi， 1. II， 2.). 

(爾種の幼識酷似し，識別殆んど不可能である.キンスジコガ本のi1J織は不明なるーも，成溢，

卵等の近似性から考えーて，ガ~í.lhは (5) の組に近いものであろうと思われる.)
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d. 輔による検索

休は惰凶形にして梢扇千，極めて微細な誠軟毛を以て覆われ，僅かにビロード様の光揮を

有する(第VI岡版，9;第 VIII住吉l版). 踊化直後は乳白色であるが，弐第に乳黄色より褐色とな

り，羽化期が近づくにつれて先や複n1!が黒.色となり，弐いで頭部，胸部，背紋，麹鞘，尾節放，

脚等は成品の色彩に着色し，淡黄色透明の踊皮を透して見るととが出来る. スジコガネ類の曲目

は常に背面が縦に裂けた幼晶の脆皮殻を被るわ. との脆皮殻の特徴により種類を極別する事が

出来る. (脆皮殻には幼識の検索表が適用される.)体の大きさは，弐去の如くでるる.

第3表 踊の大きさ

体長 (mm) 体麟 (mm)

スジコカ・ネ 1'7-21 9-12 

サクラコガネ 15-1'7 10-11 

ツヤコカ、ネ 14-15 9-10 

ヒメコカ.ネ 14-16 9-10 

ドウガネプイプイ 23-24 12-13 

2. 種の記載

1. .Atto.wala testaceipes MOTSCHULSKY スジヨガネ

Anom品1α ts8tacsipe8MOTSCHUI瓜 Y，Etud. Ent.IX， 1860， p.14; WATERHOUSE， Trans. 

Ent. SO~・ Londoh， 18'75， p. 110;新島・木下，北大演習林研報， II， 2， 1923， p. 8'7 ; 

桑山，北良試葉報， LXI， 193'7， p. 28;中島，松識， III， 1， 1948， p. 22. 

成品 趨鞘の縦隆械は合合線を合めて 5本Ilfj瞭， 1m宝は光津を扶く.頭楯は前縁中央少

しく凹み，縁法やや上反する.賠刻を特i布する.前副の貼刻は?十'i，後頭は製i刻小にして光津が

ある.胸背紋には中央に明らかな縦溝欣の凹みがあり，雨側総に近く不規則な凹腰部がある.

稜服部はH'i!l主倒形，傑かに縦回線が認められる.尾色iゆえは樹色，有j繰色光津を帯び、る.

体色には樹色より深緑色或は黒紫紘色に主る郁々の姥化がるる.淡色の{同体は全背両濃禍

色，頭部に様色部を認めるのみなるも， 1農色化に従い，頭部，胸背放が先マド濃繰色化し， '"えい

で稜服部及びその周同の趨鞘が濃繰色或は紫紘色化し，遂に全tr両i畏樵色或は濃紫椋色となる.

淡色の11司体では腹両は禍色役立するも，i農色化に従って腹部下面は黒禍色となる.雄交尾器は，

端放は先端に向いJ告に狭ばまり，先端鈍頭i!J¥を呈し， 左右の端板の間隙は背腹両共同科二度であ

1) ナガチャコガネ H叩tophyU，α piceαMOTSCIIU/.HKY 及びコクロコガネ Laehnoster叩 pi('ßαtWAT~:RHOUSJ<:)

等 Melolo悦th伽仰に属する種類では，萎縦した股皮殻を尾端に附着しているのに比較し， スジコガネ属

の各精ゃ"7メコガ宇等 R明tel-in仰に局する種類では股皮殻を被うている習性は興味ある事賓である.(第

VI闘版， 9， 10). 
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り，器休は端板の基部に於て腹方に著しく屈折する.

休長 雌 14.5-18.0mm 千均 16.7 mm 

雄 14.5-16.0mm F 15.2mm 

体悩 雌 8.5-11.0 mm // 9.9mm 

推 8.5-9.5mm // 9.1mm 

卵 乳白色，楕民i体，弱い光津がるる. 初期は平均 1.44mm (短径)x 2.08mm (長径)，

i挙期2.36mmx 2.62mm.卵殻の厚さ 5-6μ，卵殻友面の突起は小1B1錐形，出形2-6μ，詰iさ

1.5-2.5μ， 1買には僅かに凹凸がある.横断面iはやや歪んだ不規則友闘で，周囲は滑かでない.

幼品 村'j)c形の幼品で， 十分成長したものは乳黄色で‘尾節は線色を帯び、る.尾節腹面の

剛毛ダiJは士ぐい純毛から成り，左右相交わる.剛毛列のìli'~列距離は i柑列の間隔の 2 倍より短かい.

前胸の周気門輸は長経0.53-0.56mm，短筏0.35-0.38mm. 

出!日 和大形，体長 17-21mm，体幅 9-12mm.

分布 北海道，本州、1，朝鮮，アムール.

著者の今日までの調在結県によれば，本種は北海道に於ては道巾.部，謄振，日尚，北見地

方に多い.幼識は針葉樹の苗木，各種農作物の根部を喰害する.根fiJ!I原野に於ては昭和5年以

来，大体4年目持に大設生を繰返したが，現在ではツヤコガネがとれに代っている.成滋は針

葉樹の新薬を喰害するため，際振，日高地;おの針葉樹造林地は時にとの喰害により枯死すると

とカ2ある.

2. .AuollUll(t costlltα(HOPE) オホスジコガネ

Euchlorαcostata HOPE， Proz. Zool. so巴.London， VII， 1839， p. 73. 
Anomα1α costαta WATc.且HOU8E，Trans. Ent. so巴.London， 1875， p. 109 ; 新島・木ド，
北大演習林研報.II， 2， 1923， p. 38. 

Mimela (R日rαm初回初)cfJstatαOHAUS， Stett. Ent. Zeit.， LXXVI， 1915， p.90. 

成晶 体形，色彩共にスジコガネに酷似するも，趨鞘の|甘i室に強き光津を有する事によ

り匝別しf与る.

頭楠の前総中央凹入L，株主是やや上反する.頭栴，前頭共梨i刻jは幸村.後頭の賠刻は小にし

て柏釈l.胸背紋は中身との縦凹紘が明らかである.両側に弱き不規則なる凹陸部がある.雌には

胸背放に光津を扶くものが多い.技欣部は中央に僅かに縦凹*!kiJ~認められる.趨鞘の縦陸線は

合合組とjbに乃本lりjらかなれども， {!!IJ);より 2本11のは他の紘より不明瞭.

体色は，淡色の{[母体は趨鞘禍色にで，頭部，胸背紋，校駅部，趨幹iの技!IJ¥部の周囲及び雨

{別総が緑色を114するが，濃色化に従って全背而が順毛穴濃線色となり，銅線色或は鋼紫色の光津
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を帯ぷるに至る.胸部腹面及び脚は黒褐色，腹部腹面は築紫色を呈する.淡色の個体は腿節及

び臨節黄梅色にして鵬節中央に33緑色の縦紘を有する.尾節抵は淡色の11司体にるって黄禍色な

るも，色調のi農化につれて中央部より次第に黒紫色の斑紋が康がる.

雄の交足掛は，中片及び有fI放の基部短太なるも， Y，指紋は急激に狭ばまり，先端鞭Rえに伸長

し，左右に鋭く尖る.

体長 雌 16.5'-18.5mm 千均 17.6mm 

雄 15.5-18.0Iil m Q 16.6mm 

体幅 雌 9.5-11.0mm Q 1O.3mm 

雄 8.5-10.5mm Q 9.5mm 

卵 初期1.60mm X 2.32 mm，絡期2.66mm X 3.05mm.卵殻の突越は凶錐形，スジコ

ガネの突起に酷似するも，直径4-6仏両さ 3-4μにて， スジコガネよりやや大きし分布

はやや疎である.

幼晶 スジコガネの幼晶と形態，大きさ共に酷似する.尾節臨両の剛毛列，頭蓋放の幅，

J二層内面の毛の配列，ノl、胞の摩擦歯の数等によるも極別し難く，僅かに前胸の周気['，輸が長径

0.48-0.50 mm，短筏 0.35mmでスジコガネよりやや小さい.幼品による雨種の匝別は殆んど

不可能で、ある.

虫tU 不詳.

分布 北海道，本州、'1，支那中・北部.

北海道に於ては謄振，日高地方に多数棲息し， スジコガネに混じてカラマツ， トドマツ等

の新葉を喰害する. スジコガ.ネの幼晶ば品1雨l内にも棲息するが，オホスジコガネの幼晶は未だ

-r~iI前|に於ては殻見せられていない.

3. AnomαZ“holosericea (F ABRICIUS) キンスジヨガネ
MelolonthαhoωsericeαFAs悶はUS，Mant. Ins.， 1. 1787， p. 21. 
Mimel，α(P，αTαmimelα) holo8ericeαOIlAUS， Deutsche Ent. Zeitschr.， 1908， p. 635. 

Anomal日 holosericeaMROW， Ann. Mag. :Nat. Hist.， XII， 1913， p. 396 ; 新島・木ド，

北大i展望書林研報， 11， 2， 1923， p. 86. 

成品 背耐純維色，趨刊の合合紘及び第1縦降線のみ明らかにして光津があり，他は強

き賄剥を有する.頭楠の両日I縁はやや黒紫色を帯び，直線か或はやや凹入する.頑相，前頭共に和

平討に動刻がある.複fIl~~こ近く j{色モを散生する.胸背放は強き貼刻をやや不規則t乙有し，百ミ中

*J.止に沿い酷刻友き刺i き光津通うる線が認め 6れる.設RJ~部はやや牛民!形にして，基部に少数の賄

刻がある.先端ややJr}，紫色を帯ぷ.趨納は合合紘及び第 1縦降線のみIlJjらかにして光津があり，
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他の3線はも緩めて細〈認め難い.IHI宝には銀き";i必lを:統合iする.腹部は銅紫色にしてやや線色

光津を帯ぷ・胸部には特に，腹部・脚には料1に*-色長毛を生やる.尾節放は貨線色，やや銅色

光河:があり ，i炎~色長もを生す=る.責辞;の交足a器の端似は，背凶iと肱耐とのIUlに肴:しい形態の相

異なく，先端鈍頭欣.

体長

体制

雌 16.5-21.0mm 

雄1i.l-1i.8mm 

雌 8.8-1Ulmm

蜂 9.7-9.9mm 

千均 HUlmm 

// 1i.(j mm 

// 1O.2mm 

，// 9.8 mm 

卯 卵伐の!訴さ 6-i，~，卵妓夫 I白iの突越は大形にしてtll何 6-12 ，~， ，uiさ5-13μ. ~"t l: 

K近いliil錐紗，頂に弱い凹凸があり，滑かで・たい.横断耐i土不規則な凶形で、刷版iは滑かで・えにい.

2"，4μのIj、突起が出先する.

!tJJ品・制 不明.

分，{(j 梓}，(，北i脳立，本州，判官L シベリヤ.

北海道に於ては脈振， L1，自i地}jの山岳地帯に少数分{Ijする.成品はトドマツの業を食する.

4. At，ωIIUlUt fl叫lm;(f/ta. HARりL!l サクラヨガネ

Anomal，αdaim似nαHAI!OJ.D，Deutsche Ent. Zeitschr. XXI， 1877， p， 3M;新島・永一ド，

北大泌i習林研事組， TI， 2， I!I23， p. 98. 

成品 iiJl何は前総lÜ線欣或はやや弧Hk を ~f..する.胸1~紋，校航部-)1.;に 'I-I~との縦問紘は極

めて制く， 1M跡的で・ある.胸背骨正の刷ißUJに近く凹"I'~部がある.遡仰の側縁降糾は後方の轡Ilh部

に挫する.縦隣糾は位置のみ認め得れども， ~築地lま明らかで訟い.

色彩には純々の健化がある.淡色の伽i休はCl~l白i Pt糾色にして怖かに紘色光j撃を帯ぴ，阪l白i

i炎総称j色.色調の漉色化に従い，先・歩後副都，胸î~放に繰色浅は~l緑色の斑紋が生じ先に麹

紛が技欣部のIMlキlより濃緑色化し，途に金if耐濃紘色lうどいi:1:~緑色を止し，銅緑色の光搾を帯ぶ

るに五る.然しながら浪色化した例休も，副何，胸ir紋，遡・的可;の総退部l乞貨梢色帯を越すも

のが多い.版部は淡~制色を Y.するが，趨州J二に謀総色部の生寸志るに従って嗣側より:1:~鋼紫色

を力11え，遂に全胞I白iit:銅色を去し， {曜かに緑色光j撃を，月下ぷるにや;る. "己節似はi炎員二色なるも，

背雨iの浪色化につれて中央部よりi農線色の.f)E紋が闘がる.雌にはi農色化した伽l体が少なし蜂:

には淡色の fll.l休は防である.般の交J-6器は版 }jに I\Hn する.端似は中片より ~~i< .その先端は

flfiかに的;Ik'乙胞}jに時rtflする.
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体長 雌 14.5""':'18.0mm 千均 16.4 mm • 
雄 14.4-17.8mm グ 16.0mm 

体幅 雌 7.5-1O.5mm F 9.2mm 

雄- 7.5-1O.0mm F 9.0mm 

卵 初期1.25mm x 1.82 mm，絡期2.08mm X 2.31 mm.卵殻表面の突起はやや不正形

な闘桂形，直径5-8μ，治iさ5-6μ. 高さはi立傑より小.上底はやや半球形で滑らかであり，

側面との聞に稜線を認め難い.横断面は同形或は楕闘形で周囲は滑らかで、ある. 2， 3側主主給

して不規則な形献となれる突越を混在する.とれ等の聞に 1-4μの小突起が散在する.

幼品 第 3齢幼識の頭蓋の幅 3.9-4.6mm，尾節腹両の剛毛列は赫毛から成る. との糠

毛は比較的短く，左右交錯する事は少ない.剛毛ダIJの長さは左右雨列の間隔の2倍より長い.

前胸の同気f'l輸の長.w~ 0.47 -0.54 mm，短艇0.32-0.40mm. 同気門輪上の小孔童文は占~/t主任に

19-2511/Jj，短宇筏に 17{附.

ツヤコガネの幼晶に酷似するが，頑蓋及び前胸同紙門輸がやや大きしノj、孔数も僅かに多

数の場合が多い.尾節臨画Iの剛毛列は酷似してl鍾別し難い.全体にツ崎ヤィコガネより少し大形で・，

毛もやや硬い感じであるが，雨種の匝別は起だ困難で、ある.

阿1 体長 15-17mm，体幅 10-11mm.

分布 北海道，本州、1，四岡，九州、1.

北海道に於ては波品，謄振， [-:1 i吉h +勝地方に多く，幼識は官'jhfilの一大容識で‘ある.

5. Anoma加 lucωωBALLION ツヤヨガネ

Anomala luc，側 8BALLION， BrilI. M'加担.， XLIV， 187]， p. 155; 新島・木下，北大演習林

研報， II， 2，1923， p. 106; 深'l:Ii，闘関I昆識準曾報， XVI， 1， 19-14， p. ]4. 

Anomαla tokioensis新島・木ド，北大演習林研報， II， 2， 1923， p. 105. 

Anomα1α di.fficui通OIlAUR(nec WATERIIOUSE)， Deut. Ent. Zeits巴hr.，1908， p. 655;新
島・木下，北大演習林研報， IV， 1927， p. 34. 

A旬omαla.genicu1ata W ATFJUIOU日E (nec Mo・TScIlUL円KY)，Trans. Ent. Soc. London， 
1875， p. 109; 木下，札幌農林準舎報， XVII， 1925， p. 274; 桑111，北農試嚢報，

LXI， 1937， p. 25; 中島，松盛， III， ]， 1948， p. 21. 

成品 5írl何 í1Îj紘は出*!jl!lk或はやや弧)11\，紘謹はj二反する.顧問，前頭共に貼刻は特~.胸

背紋は前/j三部の中央J乙傑かに縦[I:IlおJ~が認められる.ド14側に近く僅かに凹陸部がある.校J{犬部の

中央縦凹糾は弱い.遡抑jの側縁降車JM主1¥1央のやや後J;にて絡る.縦降線の位置は明瞭なれども，

隆起は殆んど認め難い.

体色には，淡黄禍色のものよりf.J~緑色に亘るまで和々の鑓化がある.淡色の{同体は全背両
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淡比例色なるも， 1農色化に従い，先す三副都，胸-Ir収，.設服部カ:緑色化L，ーたいで遡鞘が技欣部

のml刈より緑色化L，遂に全'/r頂i濃線色乃五::1:':緑色となり，制色光搾を止するに::f:る.脱耐i主，

淡色の11川休はi先制色にして， ì農色化に従い梢色， J2補色を帝iiて :X~紫色となり， ::1:'，緑色の光滞在三

部ぷるにすミる. !G節収は趨r.tiとf{，'んどJ，iJ色調.
維の交Jf;;総のーた端は服);に附tIする y，'/JllXの先端は似欣にや11民し，11.つ胞)jに時Ilhする.

ツヤコカ事ネの淡色の{同体はヒメサクラコガネに酷似するも，副都は大，目白j背飢の光汗zがヒ

メサクラコガネより剥く，趨仰の側縁隣*)~iJ~lll 火-郊で終っている :.w撃により IA~別 11\*る.又ツ

ヤコガネのi農緑色の側休はヒメコガネの線色の11羽休と酷似するも，胸背似にlHする副都の大き

さが大なるとと，及びヒメコカ。ネに於てはi'fH反則的i及び脚がJiiJ色調であるのに1:tl.， ツヤコヵー

ネでは版刷が:n制色或は思紫制色調をはするがにより I~OJ iJ IH米る.

休k 雌 1:~.8-18.0mm -'I~均 1;').1 mm 

i$. 12.5-1H.3 mm g 14.2 mm 

f料品 雌 i.O-lO.;，) mm 1/ 8.3 mm 

貨七 u.u-8.9mm F 伊i.i・m町1

卯 ィ<JJl¥1!1.22 mm x l.iO mm，絡真IlU)() mm x 2.22 mm.卯妓ぷ凶iの突也はliiltl:!!たで也

{C;~ 2.5-.1.0 /1，正，;jさ3.0-5.0μ，IfiiさはlUNよりも大.J二氏は'1と球111¥を止し横断凶iは滑らかえよ

liil杉でるる. とのIl¥H乙1-21tの小突越を出歩る.

!tJJ描 消:l出?幼滋の蛸益幅 3.2-.t:3mm， Jf;;凶版凶iの剛'L刊は料もから成る. との料E

は比較的対かく，左"1Î交錯する ~1i-iJ~少ない. liI4U'L刊の長さは配布144刈のIHI隔の2悦より長い.

前胸の川ぷI"J輸は長悦 OAI-0Aimm， :tii.{~~ 0.30-0.31 mm，小孔童文はlぶド艇に 1δ-19 例，主~Æ

!Iミ慌に1l-1H伽1. サクラコガネの幼識に附似するもやや小形である.

的 体長 14-15mm，休中;;j9-lOmm. 

分合i 北海道，本州，凶閥，九州.

北海道に於てはヒメコカ、ネと共にその幼描が品作物及びカラマツ， トドマツ， エゾマツサ;

の市本のi艇部を紋も多〈加r汗する抑制であり，全i立に悼，口、するが，特に#HlljJ原野1<:多い.お4釧

111野のコ力、ネムシl主 II{{手1111:'.l'-Ie!'iまではスジコカ。ネの )j7ぅ:多かったが~見Nはん部分がツヤ

コカ"ネで・ある.

6. AIωma/(t lIuù.til~t ，.i((t~t (:¥101・配Illa品KY) ，、ンノヒメヨガネ

Heteropl古tffi-ultiRtr如何 MOTSt"U'U!K¥"，Etud. Ent.， X， 18(11， p. 7. 

Euchlυra muUistr古lf.aWATJ‘H iIIH'~F ， Trans. Ent. Soc. London， 1875， p. 112. 

Anomalα押wltistriatαA削ww，Ann， Mag. Nat. Hist.， VIJI， 12， 1913， p. 396;新島・木

下，北大i民有林研報， II， 2， 192:¥， p. 109; ì~'IH，東京成:k.JU争条報， II， 2， 19OO， p. 274. 
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成品 頭備繰色にして僅かに黄色を帯ぶ.頭桶，前頭共に馳刻は密.胸背放線色，側縁

に沿い黄色帯を有し，賠刻著しく強大にして全面に筏布L，不規則に相連なる.趨舶は帯禍緑

色にして，繰色或は銅線色の光揮がある.側続隆線は後方の轡曲部にiEする.縦階{fJ~の位置は

明瞭なれども隆起は認め難い.

休下は胸部は椅色，腹部は紫褐色或は思紫色，脚は腹部腹面と同色調.

維の交尾器は器体細長，端放は兎耳Rえを呈し先端千薄にして僅かに腹方に脅曲する.端i板

の腹由.開口部の内由.には，総建の技総から内方に向って付1長せる面を有し， との面iは匙扶に凹

む.

体長 雌 13.5--17.0mm 斗主:lt1 14.9 mm 

雄 12.5--13.3mm F 12.9mm 

体幅 雌 7.3--9.1 mm グ 8.1mm 

雄 6.8--7.7 mm F 7.2mm 

卵 初期1.19mm x 1.63 mm， 絡期1.97mm x 2.35 mm. 卵殻表面の突起は民l柱形，

直佳5-811，詰iさ4-6μ，治iさは直{笠より小.上底は滑らかな宇球形で‘側面との聞に稜線は認

め難い. 2-3μの小突起を混在する.サクラコガネの卵殻と酷似し，匝別し難い.

幼晶 尾節腹両の剛毛列は林毛から成る.赫毛は比較的短かく，左右相交わる事が少な

い.剛毛列の長さはlr.1ijil4列のIMJ隔の 2倍より長い. サクラコガネ及びツヤコガネの幼品に類

・似するも，瞬化賞有jの幼晶より検討出米ざるため詳細不IVl.

向日 /f二lifj.

分布 北海道，本州，九州、¥，封同，玩球.

北海道で、は道南部及び犬臨地方に多いが，加害AA況は明らかで、ない.

7. A1岬 lIWUtgeniculatct (MOTSCHULSKY) ヒメサクラヨガネ

Rhinopl似 genicu似taMOT剛]lIUr.SKY，Bull. Mosc.， XXXIX， 1866， J， p. 171. 

Anomαla geniculata OIlAll句 Stett.Ent. Zeit.， LXXVI， 1915， p. 325; 新島，木下，北

大減習#研報， II， 2， 1923， p. 104; 深UI，闘I崎昆識皐曾報， XVI， 1， 1944， p. 17. 

A旬omαlaple1trimαγgo RElTTEH， Ved】.Nat. Var. Brunn.， XLI， 1903， p. 72; 新島・

*ド，北大:i員習林砂f報， IV， 1927， p. 42. 

成晶 体の上面淡黄禍色で光津であり，やや繰色光博を帯ぷ.副部，胸背松に紘色部或

は銅色部を有するものがるる.両何の前総弧JI1¥，紘控J-.反する.目白j背紋の間1亥IJ小にして*If.，中

央に極めて細い縦凹綿を認む.遡献の縦隆*)~は{立置のみ{差点るに認め得るも極めて不明瞭.株主量

降線は後右の脅曲部に控する.尾節杭は麹耐と同色調にしてやや禄色或は銅色光津を帯ぶ.腹
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部臨凶iは剥紫色或はJた紫色を立する.

維の交尾務l主胞耐に問rlする.端放l主111片よりIぐく，た』』lj僚かに版}ji乞的形に出lる.

休形，大きさ，色彩共にツヤコガネの淡色の側体に附似するも，胸背松の光j警が強¥..胸

ï'f収に到する副都の大きさがツヤコガネより小さく，趨間側縁院総が先端の時的部にiliする ~'li

ASにより l抵別し得る.又ザクラコカ守ネの淡色の小形の{附休にR:li似するも，胸背紋に封する頭部

の大きさが小さく，サクラコガネの淡色の11M休は胞耐淡此色であるが， M色調のヒメサクラコ

カ'ネの肱削はZL梢色或は思紫色なるヰf."!;;により lバ別tH米る.

体長 雌 1:l.5-15.0mm .-/三均 14.4 mm 

総 12.3-13.，')mm F 12.9 mm 

体制 雌 8.0-9.0mm F 8.4mm 

鷲k i.4-1).2 mm F i.9mm 

卵 初期)Ul5 mm x l.ili mm，終期 2.04mm x 2.:l0 mm. 卵殻必凶iの突起はliU柱形でtll

侭 4.0-，').5/1， 尚さ 2.0-3.5μ，上院はゆるやかな球凶iで，中には賄んど千l白il乙近いものもあ

る. 側凶il主卵'設の夫前iに続出にして，突起全体の形Jt)~は整然する. 1.0-2.5μの小突也が出子i:

する.

幼品 足節目証的iの剛毛タIJは，純毛の前)jl乞版科(の長い列をイjす. ヒメコガネ及びドウガ

ネプイプイと [1;)--形式と将司えられるも， Aえだm化前イ';I}の幼描より検討出*ざるため詳制はlりjら
カドむない.

~() 1礼IJl.

分，fIj 北海道， '~州， )r.'H'!. 

北海道では道市.部，脈阪地)jf乙少数楼，官、する.被fs十三は認められない.

8. AIWlIIlllll I・IIj"OCII}n"I'(( :¥1υT吋CllじL泊三Y ヒメヨガネ

Ano押ωlaγufocupreαMOTR<:lIlJr.sKY，Etud. Ent.， IX， 1860， p. 14; WA"l"I'，HIIOUSE， Trans. 

Ent. Soc. London， 1875， p. 109 ;' A1!Row， Ann. Mag. Nat. Hist.， VIII， 12， 1913， 

p. 40:1; OIIAUS， Stett. ~'nt. Zeit.， LXXVI， 1915， p. 3鉛; 新島・水ド，北大i制f

.j;j;砂f報， II， 2， 192:1， p. 101 ; 桑111，北農球環瀬， LXI， 1937， p. 20; 洋IH，民主誌，

XIV，I)・6，1941， p. 2釘; 中応，松描， III， 1， 1948， p. 21. 

AnumnlαMotchulskyi lL¥llO!.Il， Deutsche Ent. Zeits~hr. ， XXI， 1877， p. 3ii1 ; 新品・

水F，北大i員初.j;j;研f報， II， 2， 192:)， p. 107. 

成晶 画n間前紘弧HJ" 総理U'.f又する. JiH何，前州)1;，こ貯i長Ijは術，胸'I-r似li制刻小， 141-~と

の縦円f.)~1土認め員u ぃ. ん多数。1lhlf本l士胸背紋の光iヰ1を猷:く.趨仰の縦降線は， f lt:世l土fI)jらかな

るも降起i土認め難い.
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休色は背・眼的i，見色(ij i'i~，院p共に r， tl- ・色調にして， その色彩には， ~I，J赤色，様色光津を帯

び、た釧赤色，手iotl緑色，線色，制J'色， ~I~~科j色勺;のー・述の挫化がるる.

維の交尾協は，基片，中片共に太きも，端枇は先端に向って狭搾し，先立iltは左右に短銃な

突出部を有する.

紘色の11M休はツヤコガネのi農色のifhl休に酷似するも，頭部が小さく，背・腹両・脚共に同

一色調である事により匝別し得る.

体長 雌 13.7-16.5 mm 千均 15.1 mm 

雄 13.5-16.5mm // 15.2mm 

休幅 雌 7.6-9.8mm F 8.7mm 

雄 8.0-9.8mm // 8.6mm 

卵 初期1.27mm X 1.63 mm，格期 2.22mm X 2.42 mm. 卵殻表面の突起は岡柱形で

大形，直径~ 6"-9，1，高さ 8-11，u， 上底は牛球肢で側面との聞に稜線は認められない. 側面は
必やしも卵殻に垂直ではなく，基部に比較して上方の膨大なるものもある. 1.5-4.0/1の小突

起が混在する.各突起は童!t:1flil歩、つ制めて細い赫で連結されている.

幼品 老熟幼識の体長 23-27mm，頭蓋の幅 3.40-3.95mm.尾節腹両の剛毛列は長く，

前部は1煩腕，後部の，.童文本のみ練毛からなる.前胸周気門輸は長侭0.50-0.57mm，短保0.34

-0.38mm. 小孔敷は長竿慌に 24-251阿，短宇筏に 20-221同.

胴 体長 14--16mm，休i陥9-lOmm.

分不}j 樺太，北海道，本州，四岡，九チ1'1.

北海道に於てはツヤコガネと共に会道的に最も多数棲息するが，十勝，日高，謄振に特に

多い.成品は農作物，果樹，澗葉樹を，幼品は農作物，針葉樹首木等の根部を甚だしく喰害す

る.

9. AJwmalα仰 tpJ'('U(HOl'E) fr)'Ifネプイ7'~

Euchlorαc叩reαHOPE，Proc. Z∞1. Soc. London， VU， 1839， p. 72. 

Ano骨協1α cupreαWATEIUIOUSE， Trans. Ent. Soc. 1ρndon， 1875， p. 111 ; 新島・木下，

北大演習林研報， II， 2， 1923， p. 112 ;桑~IJ，北農試棄報， LXI， 1937， p. 33 ;湯浅・

遠藤，農試糞報， III， 2， ]938. 

成品 やや大形のコガネムシなり.頭町一前総やや弧欣，縁壇上反ナる.頭栴，前頭の賄

刻ややえにして符.胸背放の黙主計lやや)(，中央に貼主計!なき細き縦保部がある.趨鞘の縦降線は

殆んE認め難い. 1Rlj縁隣娘は小央の少し後方で終り，とれにつづ、く黄柄色の膜縁はやや脂庚く

明瞭.
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休色は杢背凶i銅鉦色或は~I，tl緑色にて，版I白iは ~M;':~色に紫一光洋-を帯ぷ.背・胞耐・脚共に緑

色味を力11うるものもある.

維の交尾器は，訪日i放の先端目立万に鈎月たに的札、滑らかな球朕を!止する.端板の腹両開口部

の内耐には，縁謹の稜線から内}jに仲長した斜伯iがある.

体長 雌 18.5-22.6mm 21三均 21.4mm 

雄 19.3-20.7mm F 20.0mm 

休幅 雌 10.3-12.7mm グ 11.9 mm 

雄 10.8-12.0mm グ 11.4 mm 

卵 初期1.78mmx 2.40mm，絡期 2.8smm x 3.2s mm. 卵殻去両の突起は l~\l柱形で大

形，直経 7-1111，詰iさ6-7/1，高さは也子長より小.上院はゆるやかな球両で，殆んど千商に

近いものもある.側両は卵殻表両に飛出で，突起の形m~は整然する. 2.5-3.5 t!‘の小突超が混

在する.突起の形jjJ~1まヒメサクラコガネに類似するも，はるかにえ形.

幼品 老熟幼識の休k35-47mm，頭蓋の料 5.0-5.3mm. 大形の幼品である.尾節腹

面の剛毛列は長く，西~f部iま慌赫，後部は 20 本内外が純毛から成る. ヒメコガネの剛毛列に類

似するも，純毛の教が多い. 前胸同気門輸の長持 0.83mm，短艇0.57-0.58 mm. 小干し敢は長

牛搾に約401日1，綬午符に 32-35例.

胴 体長 23-24mm，休幅 12-13mm.

分布 北海道，本州， I凡l岡，九州、1.

本州に於ては果樹の草要害品としてj;11られているが，北海道に於ては，道南部に比較的多

いが，その被害は殆んE'問題・とするに見らない.

3. 考察

以上記述した各齢期の形態から，北海道に棲息するスジコガネ崩 9和の類紘閥係を考察ず

るに， とれ等を次の4'i洋に分ち得る棋に:::}まえられる.

A'，昨 スジコガネ，オホスジコヵーネ

Bt't キンスジコガネ

C'ii'i' サクラコガネ，ツヤコガネ，ハンノヒメコガネ

D.j待 ヒメサクラコガネ，ヒメコガネ， ドウガネプイプイ

先に成品の項で、述べた如く，成議の体躯測定結果による相関係数の系列，抗ぴ、に頭栴前総

の形欣，頭部の大きさ，稜欣郊の形欣，趨鞘の形献，縦降線の紙態等の類似秤度により上記の

4群に別ち得るが，との類別は幼晶にも趨用され，尾節腹両の剛毛列は， A群は赫毛長く、して
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11:.:11・相交わり， 且つ車*l'.:の両日列距離が左右陶.ダリのIk¥J隔の21吾より短かく c市:は赫 Eやや短か

くして左右相1交わる!Jf.少なく，.llつ配刈距離はN4列のIMJ隔の2倍より長い. D j¥宇は純一t;の前志

に短椋の長い列を有する. (B ~I併は不I~j.). 又卵に於ても，卵殻表面の突起が， A群の 2穂は民!

錐形で酷似し Bi併(1種のみ)は民!錐と民ilttの斗'/l'd形を示し c・D耐詳の突起は民l柱形で，

C 群のサクラコガネとハンノヒメコガネとは識別し難(， D詳のヒメサクラコガネとドウガネ

プイプイは，大さには相異はあるが同一形式である.

以上の如く，との群別は各期を通ヒて遁用出来る故，各群内の夫々の種は甚だ近縁な種類

であり，又各群間ではC・D雨群が類似し， A群はやや異なるがC群に近く， B群はA・C雨

群の中聞に位置している如くに考察される.

Anomala 属は前越した如く童文百租を含む~大な L併で、ある.叉ごく近縁な lJ1imela 属との境

界線も各研究者・によって一定ではなく，中には雨属を包含するさらに大きな群を考える場合も

あり (1弔問， 1950)，単なる成品の 2，3の形態的特徴のみを以てしては，その類縁閥係の究明に

困難を感歩、る場合が多い.筆者の僅か 9和の研究結果から結論するのは， もとより与'-~i・で、はる

るが，卵・幼品等を合めた各朗についての各種間の相闘闘係を検討する事により，各種聞の，

或は各群間の類縁関係の究明に何せ:かの裏付けを興え得るのではないかと考えられる.

III.生態

1. 北海道に按ける経過の概要

スジコガネ類の経過は地方により著しく異なり，本州中部に於ては 1世代を満1筒年を以

て完了するが，北海道に於ては渦3筒年，少なくとも満2筒年を要する.例をヒメコガネに取

れば，成語の殻生期間は 7月上旬より 9月上旬迄の2筒月間で，最盛期は地匝により多少の相

蓮があるが 7月下旬~内月上10である.卵は地表下敷糎の所に黙々産卵される.卵期聞は2

-:3週間. 8月中・下旬に府'化した幼品は，地表下敷糎の浅屠で，地中の腐杭質を食して生長

するが，秋季の地i毘の低-下と共に漸次深層に移行し 10月下旬-11月上旬に，第 1齢末期或

は第2齢初期の紙態で越冬に入る. U~ 2年Hには 5月上旬頃より再ぴ捕食を始め 5月下旬

に2(~2齢となり， If-い俳i休は 6月中10，~い個体では 8 月中旬より第 3齢に入る.生長するに

つれて生航物根に封する喰害が甚しくなり，針葉樹の梓:両.に11しては第2年目の夏から加害が

行われる. 11[1上旬より2(52回日の越冬に入る.第3年日は喰害最も著Lく，淡墨色或は乳白

色であった胴部は弐第に乳黄色となり，同年秋迄には全身乳黄色で・，消化管内に捕食物を官め

ない老熟幼晶となって第3回目の越さらに入る.第4年円には殆んど嬬食することなく土詩内に
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:1~化後f，'，j虫，n基11Il¥Jは 2週1m内外.6rJ上1，)より自Ifl化ずる.1週I!¥ll有外のl荷納期iを粧て，ftfまり，

第 111三11t火に第21恰まで進んだ生長の f.'.い11崎体で、は，

第 3(，1三Ie¥8 nに羽化する場合

ガネの経過もヒメコガネと大

3年目に成品とな

ツヤコガネ及びサクラコ

スジコる個体は甚だ少なく，

も見られる.

=1'~ないが，

→ ， ‘ ーー唱 ._---
持;I!.. 1 . 受 E 医 E !ま T-E「「
高骨lG 17 ! o I r I，ul" 111~151 ， 171 ， 1 ， IMI" 114-;5 i6171，171/01// 'tl"I，I，17Iy 
間 +1++ 

tillJ 11 
*-
jz 4 

+ 

丸3i1月K 品.. 
ー"__0.・・ ..-

2竪
ーーーーーーーー ー薗 E 目 "'..."""，軍曹巴冨圭三量E

4ト φH  

」 よ

童文日土自IAJに留まつ固た後地上に出現する.

ガネはいナ・れの{肉体も 4年n

ドウガに羽化する4J去である.-・ 前踊 j~
・・・ 姐嗣
甲山~喰拘

+H...A点制
...与F剣
・ー来11'ω金i>I
_..庁14ト-
H ‘ 制令"

ネプイプイは本州方面.では満

1筒年或はi繭2筒年で羽化すヒメコガネ同年経過闘第5圃

ヒメサクオホスジコガネ，ハンノヒメコガネ，るが，北海道に於ける経過はキンスジコガネ，

然しながら前記4杭と同様に浦2"，，3何年を要するものとラコガネ笥;と共に全く不明で・ある.

3J:;f 

E認
識:

卵
1) 
ι. 

推察される.

況蹴~~ 産R. 

1)，股が直侭2-3fヨ:識はよ也中をi符行して産卵する.序:卵に際しでは，

2)突出した腔が徐々に体内に引込mmの塊献をなして体外に突出する.

3)腔をとのため 1)で押しのけた土壌との間に間隙が出来る.められる.

議
議

それ古次にそこ出来た6~隙に卵を 1f1liiを附する.徒々{本内に納入しながら，

4)母晶は腔を全く体内には卵を 1foii離した楕同形の小さな土簡が洩る.

に納めて次の芹:卵のmにi待行ずる.而して土符即ち卵宝の大きさはヒメコ
卵が土壌に接して

いるのは下両のみで，他は土壌との聞に若干の空隙を有する，後越する様

に卵はその生育中に容積の増加を来たすが， との空隙は卵の増大に十分な

ガネでは長経 2.4-3.2mm，観保 2.0--2.3mmである.

第6圃

産卵 JIX況土壌の過掃flk態からもii'.程の影叉との空隙のために，飴裕を唆している.

響を受けないものと推察される.

大

産卵後2日円頃より周聞の土壊から水分を吸

槍の

スジコガネ類の卵ほ乳白色楕同形であるが，

卵b. 
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収L，合JJdt.lf(:!Jl位び、t乙容fJiを増加すーると共に，形欣はご苦Lく球J¥}(t乙近づく. 事11のとE育月九態

を視察するため， t的'{~ 8cmのぺトリシャーレに 1-分洗撤した直純0.3mm内外の海砂者三約7分

rlに盛り，容水量の約 90%に合ノkせしめ， との砂上に売卵後24時間以内の卵を:並ぺて蓋をな

し暗宝中に静置して24時間毎にその長侭及'(j:，姫筏をオクラールミクロメーターによって測定

した.又同一方法によって飼育した別の卵につき，旬t日3011blゃっ車量及び合水量を測定した.

i. 形J¥}(註ぴに袋詰・の礎化

短千葉，長筏主主ぴに容積1)の測定結果は第4去の如くである. 又縦軸に容積を，横軸に続f阜

の長僚に封ずる比を取り，卵の 24時間毎の容積及び形R}(の礎化を!司示すれば第 71，局の如くで

ある.1，判に於て右方に進むにつれて卵の形欣

は球形に近づき， J-.方に向うにつれて容積の

増加するととを示す.卵は産fJjjl首初は細長い

梅同体であるが) B ，........， 4 日の聞に煩{~~が著しく

増大Lて卵は球形に近づく.その後形献には

大なる費化なく i専ら容積を場カIIL，勝化に

近づくにつれて再びやや細長となる.卵の容

干lHまツヤコガネ，ハンノヒメコガネ，ヒメコ

ガネ及びヒメサクラコガネが殆んど同一で‘最

も小さ(，初期 1.2-1.7mms，絡期4.0-5.1

mm3，共いでサヌラコガネ 1.5-5.5mm3，ス

ジコガネ 2.2-7.7mm3，オホスジコガネ 3.2

-11.3mm3の順で大形となり， ドウカ、ネプイ

プイの卵が最も大きく，初期 ~.9mm3， 絡明

13.9 mm3である. ~彩服には荷主nによる 7剖主

あまり認められや，短符.の長-符.にjf4"する比l主

初期69-77， 最も球形に近い時l主的-!l2，

最格期拘7-90である.

崎.，0..

1
1
1
1
1
1
1
 

• 
-z
 

個

fO .. 8. 

苦jtxM0.
.。

10 

...... 

第7副卵のJf主!伏投ぴに雰積の境化

縦車両・・・学事積(mm") 構紬・・7惨状

te8.…一スジコガ本
C08.・・・・・・オホスジコガ才t
dαi.…・・・サクラコガ本
luc. ......ツヤコカ'干に
骨叫，.…...ハンノヒメコカ事宇
gen.……ヒメサクラコガ宇
ruf..・-…ヒメコカ'本
C1tp.......ドウガネプイプイ

1) 卵を姐樽椅国体と見倣し， v=互 A2B の式により容績を穿~l した. 11!し V…容積IA…短径，B…長径・
6 
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経過日鍛

第4表 卵の増大状況 1. 

Anom品latestαceかes
1947年 8月(21.0-24.00C，平均 22.70C1950年 7月(27.0-31.30C，平均 29.10C)
I _ ._ I煩綴、 I ~ •• I ._. __ I ._ ，_ i.短径 | 

短径|長径 I';' . .;;;; x 100 I容積|短伊|長径 I';f';; x 100 I容積1-=  長径 'I::f"" 'j~ "'.H.. 1.'1.:. 1. 'J..~ 1 __ ""C長俊 | 
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2. 

A. costαtα A. daimi，αηα 
1947年 8月(21.0-24.0oC，.平均宮2.70C) 1950年 7月一但7.2.......31.30C，平均29.40C)

経過日駿
短径 i長径 i議×1001 容積 短径|長筏[議x川容積
mm = % mm3 mm mm % mm3 

。 1.64 2.32 70.8 3.29 1.28 1.82 70.7 1.57 

76.3 1.81 1 1.71 2.32 73.6 3.55 1.38 1.81 

2 1.82 2.29 79.8 3.98 J.71 1.93 88.4 2.96 

3 1.90 2.30 82.6 4.36 1.90 2.10 90.3 3.95 

4 2.01 2.35 85.5 4.97 1.97 2.20 89.9 4.48 

5 2.10 2.39 87.8 5.23 2.04 2.37 90.0 4.94 

6 2.18 2.45 88.7 6.09 2.07 2.32 89.3 5.20 

7 2.27 2.54 89.4 6.89 2.09 2.34 89.1 5.34 

8 2.36 2.64 89.5 7.72 2.10 2.36 89.1 5.44 

9 2.42 2.71 89.5 8.28 卵手 化

10 2.50 2.81 88.7 9.16 

11 2.54 2.88 88.4 9.76 

12 2.59 2.94 88.0 10.29 

13 2.60 2.96 87.8 10.47 

14 2.62 2.99 87.4 10.73 

15 2.63 3.03 87.0 11.01 

16 2.66 3.05 87.2 11.27 

17 師事化
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A. luc仰 S

~経過日般
1947年8月(宮1.0-24.00C，平均 22.70C} 195ひ年8月(27.0-32.50C，平均29.20C)

短径|長径|議X100l容積|短径|長銀|議;100I容積
= = % ~ = = % ~ 。 1.22 1.70 71，8 1.34 1.29 1.72 75.0 1.50 

1 1.24 1.70 73，2 1.37 1.30 1.72 75.8 1.52 

2 1.33 1.69 78.4 1.56 1.43 1.70 83.9 1.82 

1.45 1.70 85.2 1.86 1.62 1.80 89.4 246 

4 1.54 1.75 87.9 2.16 1.78 1.95 90.4 3.17 

5 1.63 1.81 89.7 2.51 1.84 2.04 90.3 3.64 

6 1.69 1.87 904 2.78 1.89 2.10 89.9 3.92 

7 1.74 1.93 90.4 3.05 1.89 2.11 89.7 3.94 

8 1.78 1.99 90.0 3.29 1.89 2.11 89.7 3.94 

9 1.83 2.03 90.0 3.57 1.88 2.10 89.6 3.92 

10 1.89 2.09 90.3 3.92 1.90 2.11 90.1 3.98 

11 1.92 2.14 89.7 4.13 昭事化

12 1.94 2.17 89.5 4.26 

13 1.94 2.19 88.8 4.33 

14 1.96 2.20 88.8 4.41 

15 1.96 2.22 88.4 4.47 

16 勝化

4 

A.伽叫ltぬか俗的 A. geniりulαta

1950年8月(28.3-32.5
0
C，平均 30.3

0
C) 1950年8月(23.2-31.20C，平均28.5

0

C)
際通日鍛

短径|長径|皆川零積|短径 i長径|議×100l容積
mm mm  I - % mm~ mm  mm  % mm3 

。 1.19 1.63 73.1 1.22 1.35 1.76 76.6 1.68 

1 1.24 1.66 74.4 .1.32 1.38 1.77 77.7 1.76 

2 1.48 1.68 87.6 1.92 1.60 1.82 88.3 2.44 

3 1.66 1.84 90.1 2.64 1.79 1.98 90.2 3.31 

4 1.79 2.00 89.5 3.38 1.91 2.13 90.0 4.09 

5 1.92 2.18 88.2 4.22 1.97 2.21 89.2 4.51 

6 1.94 2.23 87.3 4.42 2.02 2.36 89.4 4.84 

7 1.97 2.35 87.2 4.59 2.03 2.29 88.7 4.92 

8 聯化 2.03 2.30 88.3 4.95 

9 2.04 2.29 88.8 4.99 

10 2.04 2.30 88.9 5.01 

11 2.04 2.30 88.6 5.02 

12 F際化
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O. 

A. 

， . 晶・.ーーー
3時7:|盟主(て;71守FL7;「五

。 ].27 1.63 78.0 1.38 1.22 1.64 73.2 ].28 

1 1.30 1.64 79.5 1.45 1.23 1.64 73.4 1.131 

2 V<lO 1.63 86.1 1.68 1.41 1.65 85.4 1.72 

3 1.56 1.71 91.3 2.]8 1.70 1.86 91.2 2.81 

，;4 1.69 1.82 93.1 2.72 1.88 205 91.8 3.80 

5 1.78 1.91 93.2 3.18 1.93 2.]3 90.6 4.13 

6 1.88 2.02 93.5 3.75 1.94 2.]5 90.7 4.25 

7 1:96 2.10 93.1 4.24 1.94 2.15 ω'.2 4.22 

叩 8 2.03 2.18 93.1 4.73 1.94 2.16 89.9 4.24 

9 2.08 2.24 928 5.09 1.92 2.14 89.7 4.14 

10 2.11 2.27 93.2 5.30 1.93 2.14 '[ 90.3 4.17 

11 2.14 2.30 93.0 5.49 勝化

]2 2.16 の..の33 92.6 5.70 

13 2.19 2.37 92.4 5.95 

14 の...の“'且 2.39 92.4 6.14 

15 2.22 2.42 91.8 6.24 

16 開手化

6. 

A. cupreα 

経過日駿 | 

1950年 8 月 (27.7-32.50C，平均 30.0~C)

短m一m俊 I 長mm径 月I長樫径% ||1 mm績3 一

。 1.78 2.40 74.2 3.96 

1 1.90 2.42 78.3 5.05 

2 2.23 の2.52 88.3 6.54 

、3 2.42 2.69 89.9 8.29 

4 2.59 2.89 89.7 10.17 

b 2.72 3.07 '88.7 11.86 

2.81 3.19 88.3 13.15 

286 3.26 87.7 13.91 

勝化
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ii.重量の費化

測定結果は第5去の如くである.産卵蛍有jの重量はサクラコガネ，ツヤコガネ，ハンノヒ

メコガネ， ヒメサクラコガネ及び、ヒメコカ事ネが大凡 1.5-2.0mg， スジコガネが 2.9mg， ドウ

ガネプイプイが 5.0mgであり，最絡重量はツヤコガネ，ハンノヒメコガネ， ヒメサクラコガネ

及びヒメコガネが大凡 5.0-5.2mg，サクラコガネ 6.3mg，スジコガネ 8.9mg， ドウガネプイ

プi15.8 mg で，産卵営初の 2.6~3.9 倍に増加する.

第5!1!是 卵の重量鑓化

AnomαZα 

綬日過鍛
testα;ivesIA.dα伽曲lnalA.luc側 S

mg I指数 mg I糊 mg I糊
。2.87 1100.0 I 1.90 1100.0 I 1.60 1100.0 
1 2.80 1 97.6 1 2.15 1 113.2 1 1.93 1 120.6 

2 3.34 1 116.3 1 3.10 1 163.0 1 2.60 1 162.5 

3 4.26 1148.2 1 3.951 207.91 3.00 1 187.5 

4 

8 6.46 ! 225.0 1 5.45 i 287.0 i 4.27 1 266.7 

6 7.53 . 262.5 1 5.80 1 305.5 I 4.40 1 275.0 

7 8.00 1 278:5 1 6.00 1 316.0 1 4.53 1 283.2 

8 8.26 1 287.9 1 6.20 1 326.21 4.93 1 308.2 

9 8.20 ! 285.8 I 6.30 I 331.7 I 5.20 I 325.0 

10 8品 i297.5!符'4.801 252.8吋.271266.2 

11 8.74 ; 305.0 1 

12 

13 8.87 1309.0 

14 後7.67 267.0 

器 相手化常初の幼議

iii. 合水量の縫化

IA. genicul，αtaiA・ A
悦仙台向

mg I指数Img ¥指数 ;g I指数 mg I棚
1.89100.0 1 1加 100・oI 1.33 1100.0 1 5.071100.0 

2尉 141.8!2.41 I 133.3 j 2.40 1 180.0 1 7.94 1 156.6 

3.22 1 170.4! 3.39! 188.9 1 3.33 1 250.0 1 9.601 189.5 

3.67 1194.2 i 4.32 i 239.0 i 3.87 i 2ω.0 I 11.40 I 225.0 

5.00 1 264.2' 4.72 j 261.2! 4.80 1 360.0 1 14.071 277.6 

が4却 258.515.01 I 277.6.1 4.87 1 365.0 1 14.931 294.7 

5.01 i 277.6 i 507 i 380.0 1 15.80 I 311.8 

5.01 : 277.6' 5.13 ; 385.01*12.001 237.0 

5.01 ， 277.6 : *3.73 : 280.0 

4.83 266.7 

5.01 277.6 

日.09，283.5 

長4.33，239.0 

第6表卵の含水量&.び乾燥重量

A. luce附 ，A.rufoc叩 reα
経過日穀|含水量|乾燥重!含水量[乾燥重

合水量の測定はツヤコガネ及びヒメコガネに

ついてのみ行った.測定結果は第6去の如く，合

ノk量はツヤコガネでは産事[1首初の 39.6%から瞬

化直前の 84.6%に， ヒメコガネでは 45.0%から

85.7%に増加する.乾燥重量はやや減少する傾向

が認められる.

。
1 

2 

。ミP

4 

B 

6 

7 

% Img l % Img 

39.6 0.97 45.0 0.80 

51.7 0.93 55.6 0.80 

64.1 0.93 66.7 0.78 

68.9 0.91 78.0 0.75 

76.8 0.89 81.0 0.73 

79.7 0.87 83.3 0.73 

78.8 0.86 84.7 0.72 

80.9 0.83 84.9 0.71 

8 81.1 0.80 85.5 0.7l 

9 84.6 0.80 85.7 0.71 

10 奨84.4 様0.67 者80.4 持0.67

後幼議
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C. 温度との関係

卵の議、育に封する温度の種々の影響の内，卵間期及び卵の増大#犬況に封する彰響を知るた

めに，卵を前記と同様に虞理したペトリ皿内に並べ，各温度で飼育観察した.

i.卵期間

温度と卵期間との闘係は第7去及び第8同に示す如く， 各種とも 29-300Cに於て卵期間

は戴短となる 3乙護育速度は大略 n-300Cの聞に於ては殆んど直線的鑓化を示している.直

紘?式及び貰測値との差はさたの如くである.

スジコカ*ネ v = 0.00330t -0.02695 l: (V-Vl) = -0.00027 

サクラコガネ む=0.00617t-0.08248 l: (V-Vl) = -0.∞061 
ツヤコガネ む=0.OO459t-0.04434 l: (V-Vl) = 0.00039 

ハンノヒメコガネ 申=0.006651 -0.08394 l: (v一円)= 0.00011 

ヒメサクラコカ'ネ む=0.OO614t-0.09493 l: (v一円)= -0.00016 

ヒメコ jfネ む=0.00587 t-0.07401 l: (v一向)= -0.00195 

ドウガネプイプイ (17-270C) v=0.00759t-0.10961 l: (v一円)= 0.00022 

(27-350C) Vニ0.00458t-0.02701 l:(む-Vl)= -0.00024 

Ano圃 b teatacelp~e Motschlll*，. t MOlllda cOlltata Kooe 。.1・ 0.1

y= 0.0.0.3:50包-O.0269f， 
~(v-引=-0..0.0.。肝 V

0..0.51- ψ4 

， ， 
。.。せ~世田 30. $"SuC百一日四四時開，:1'・

..1 An~且2・l ~Itlllt・n・ M・ rold AnOlll."l・，"・115BI111。伺。.，い
首鼻 ().00617t-O.008~5 ノ、 1'.0，00・59t-0..04434. 
z“ー呪】=-0..0.0061 >(.司引事。.。向田

。

" .-' 
O.伺 r ・ol--...<l--

SAneZ1v m0a・{1。・ー6酋問e日唱u団}lt=tMR。S。St-包，。目re0冊gM.ap0目the-sikF q白H4ノJ祖f 目。o • 四 回 世 田 ~O -;;ec 。Mlor……同1、 v，.O.OOS14t-O.094n 

1:.[V-'O=γ  

。.0'ト 4 。‘.0，，"

，四、，、品.』 lo lSEO  E5eO356C 5 10. 15' 20.-26 ~OC 

AnONh r ... 1'明暗H・2・叫明加h"'!r'. ...鞠・h.~"‘''''''
日?包27<t:1

。.ío~ ，ド0・∞回71;-0.・o.'74o.l "t . 0.・lt ~e~宮公式必叩
|叫ト ~I= -0.・00'時/ー ィ

一一 一/ (275と3SOCI
/ lv=Q.004-SO、一。.Ot'マ。1
A 副・・引.-0.帥@明

。・o.ト Y' 0..0 
，・.、

0・叫4一一←ムー 1_~1一一 L~__"，胃 1_..~_1-~L__.l← L._._.'_.__I 
一一 年、 ω 己乙."C' 1.0. H， 喝。 戸、

第8圃 卵の議育速度とi昆度との繍係
縦車両..))1童脊速度(1/卵期間)，検制…飼育温度(OC)

向，スジ，サクラ，ツヤ，ハンノヒメ，

ヒメサクラ， ヒメの 6種の卵は 350Cに於

ては艶死したが， ドウガネプイプイの事J3の

みは正常な護育をとげた，又ドウガネプイ

プイの卵の設育建度曲線は， 270C附近でや

やJi向を境じている.又とれサ;の直線から

計算した各種類の卵の護一育零賄は， ヒメサ

クラコガネ， ドウガネプイプイ等の如く港

南地方に棲息する種類のそれが 150C耐近

で最も尚く，ツヤコガネ，スジコガネの様

に道東地l託或は山麓に多い種頬では 80_

100C附近で最も低い現象は興味深い.



.7. 滋度と卵期間とが闘係
A鈍omαfα

A. costata IA伽伽伽α
明竿 oc I日 Ioc I 8 A問伴…。dI 8 I oc I 日 I~ 日。c I u 
19.9 25.5 22.7 17.5 劉)，5 19.5 18.0 

22.7 19.5 20.7 20.5 20.3 21.0 I 24.8 

24.9 19.5 21.1 21.5 22.7 16.5 I 30.3 

29.1 14.5 24.7 16.5 24.5 15.5 

29.2 14.5 28.9 10.5 24.7 14.5 

29.6 14.5 29.1 9.5 29.2 11.5 

30.0 13.5 29.3 9.5 29.3 11.0 

35.0 死 29.4 10.5 29.4 10.5 

30.0 11.0 30.0 11.0 

35.0 死 35.0 死

ii. 増大値の相違

ifIj越のごとく，卵はその護育中に容積及

び重量を増加するが， との増たfi在には飼育温

度の主主により， jn)一種の卵にあっても相官の

相建が見られる..t!IJちスジコガネ，ツヤコガ

ネ及びヒメコガネの 3程の卵を 22.70C 及び

29.2
0

Cで飼育した場合の 24時間毎の容積の

礎化を比較すると第9闘の如くであり 3種

共 29.2
GCの飼育に於ては 22.70Cの場合より

も，卵期1mを短縮すると共に小さな側体を生

やる.

35.0 

愈

帽

。。

20.5 21.4 26.5 19.7 21.5 

12.0 26.9 14.5 20.6 21.5 

8.5 28.5 12.5 20.6 18.5 

死 20.9 21.5 

22.6 18.5 

22.7 16.5 

24.5 15.5 

24.7 14.5 

29.0 10.5 

29.21 8.5 

29.3 11.0 

29.4 10.5 

30.0 10.0 

35.0 死

... ・..，・ '00・n・2・111m

'0 
五1トi坦 8tJc.. 

( 31) 

A. cupreα 

19.4 26.5 

23.1 15.5 

24.8 12.5 

300 9.0 

30.3 9.0 

35.0 7.5 

院.?・。

22.'I'OC 

1. 

i匝度のI会jf.止により生物体の大きさに相違

を生やる事については多くの報告があり，一

般に治i温度の下で設育した仙l休-は，低温度の

下で護育したものよりも小さな11，母体を生やる

場合が多い(第 8長).

第9圃 飼育温度の高低ーによる。Hの噌大状況の相違
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.8表 前育温度の高低による体の大きさの相簿

試

Parαmecium 

" 
ααdocerans 
Dα.phnia 

Entomostrαcα 

Colpodα 

料

Fo1'αminifera，石灰穀を作らぬ種

" 

Steηtorの核殿

Rotifersの卵

グ の諸君ぃ種

グ の強い稽

ウユ 細胞脊積及び核の大きさ

ウユ染色体の'得積

ウニ卵

娃 細胞の大きさ
カナダモ(Helo.deac側 αdensi8)の
業務粒の大きさ

話 1尿中心性細胞の容積

グ核

グ 。小核

体の大きさ | 
| 賞験

低温側 高温側:Al

> 恥 UTMAN(印刷

> 
> 
> 
> 
〉

〉

> 
< 

15
0
C > 250C 

> 

MI~'HEl.SON (1928) 

PAPANI'∞I却 (1910)
w. OsTWAW (1ω4) 
o. HARTMA.NN (1919， a) 
E. F. Aool.PH (1929) 

RnUMBLER (1911) 

" " 
" " 
v. PnOWA.ZEK (1910) 
FITESINGER (1926) 

者

> {MmsQ906L E四 ANN(1州
KOEHl.ER (1912) 

〉

9
C
<17-200>2oOC 

> 
> 
>18.0'C< 

> 3l.0'C < 
>26. O'C < 

EnDMANN (1908) 

V ERNON (1896) 

CIIAMBER只(1908)

o. HAR'l.MANN (1919， b) 

" 
(1912， c} 

" " 
" " 

d. 土壌酸性度との聞係

地中に産卵せられたコガネムシ類の卵は，前述の如く，その生長中に水分合量を増加する

が，卵はとの水分を1M凶の土壊から吸牧する故，土壌JK分の種々の4条件により卵はその生育に

各種の影響をうけている事が橡想される.特に土壌水分の離性度は，卵殻の水分透過性，卵の

議書:に封する酵素の作用等種々な生現現象に影響を布するものと考えられるが， その場合，綜

合結果として卵の増大王手及び併化率守;にやJ等かのtfl蓮を表わすととは賞然であろう. との見地

から卵を種々異った敵性度を有する基で飼育L，その影響の有無を検した.

寅験材料及び方法

賞験材料としてはヒメコガネの卵を使fIjした. 各柿の水素イオン濃度を得るためには，

McIlvaine's Standardsを使fIjした. 準備した水素イオン濃度は， pH 2.2， 2.8， 8.4， 4.0， 4.6， 

5.2， 6.2， 7.2， 7.6， 8.0の 10杭である.也保8cmのベトリシャーレに上記 Standardsを合んだ

耽附おiiを敷き，そのJ二にj主ー卵後24時/lll以内の卯を 20111il並べて長をし，暗宅内にi静置して瞬化

本を検Lた. X pH 2.2， :~.4， 4.G， (;.2， 7.2， 8.0のG悩は， 24時間i手にオクラールミクロメー

ターにより卯の長続雨慌を測定した.向飼育j臣度は 28.7-80XC，司王均 29.20Cである.
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賓験結果

i. 6隊化率 pH 4.0より 6.2迄の酸性匝主主び、に弱椴性凶に於て最出iの瞬化塁手を示し，特

に酸性医では 100%瞬化Lている. pH 3.4以下の強離性l轟娃てよ、に pH7.2以上の盤基性匝に於

ては， lijjらかに解化率の低下が認められる.

11. 卵期間 pH 2.2より 3.4迄の強暇性極に於ては，い歩、れも産卵後11日で府:化した.

pH 4.0より 6.2迄の最も瞬化率の良い匝に於ても，大部分の卵が11日で府:化したが， pH 7.2以

上の瞳基性匝に於ては過字教が 12日を一要し，中には 13日を要する個体も認められた.長IJち盤

基性に近づくにつれて卵期聞はやや延長する傾向を有する.

第9表 環境の商毒性皮と卵期間宣伝に暗雲化率との閥係

産卵後日数
醇化率pH _ 10 I 11 I 12 I 13 I 14 言「

聞手化払殿 (%) 

。“・。~ 。 7 。 。 7 3o 

2.8 。 9 。 。 9 4o 

3.4 。 12 。 O 。一12 60 

4.0 。 19 1 20 100 

4.6 。 ]8 1 1 20 100 

o.2 。 19 1 一 一 20 100 
6.2 。 17 2 。。 19 9o 
7.2 。 4 7 ‘2 。 13 6o 
7.6 。 ‘dc凶， 8 の"' 

。 12 60 
8.0 。 6 8 。 O 14 70 

'唱

手

e ・ s
pB 

.10圃環境の酸性皮と醇化率
との闘係(ヒメコガネ)

111. 増大J状況 各 pH匝に於て正常に瞬化した伽i体につき，その卵期1111中24時間企止の容

積の控化を測定した結果は第11刷の女nくである.一見すると， pH4.6及び6.2の耐酸性匿に於

ける増大率が最も尚く， 5j~買を~七匝批ぴに韓基性匝は共に劣っている械に考えられるが，統計主義

.bO 

是正

~t ，i，晶日t¥

第11圃各pH(孟に於
ける卵のま曾大状況

8.0 

。

的検定の結果は筑 10去の女nくであり，*寛政のみによっ

てはその九月に有志性を認める~lf.ÌJ>出来なかった. f{，J強醍性

隔に於ては， 3日11頃より卵伎に梢色のI切らかな横線を生

ヒて増kを停止する卵が敷例認められた.

以上の諸拙から2J5ιきし， ヒメコカ、ネの卵の護育には，

pH 4.6-6.2 の女n~弱慨性が好油なものと考察される. と

の11ftはたに渡来したナガチャコヵーネの卵の pH4.6-8.0 (内

111・'1'尚 Hl48)より少しく敵性側に偏っているが， このFZ

度の隈.tt度はー・般農耕地に設も良く見tHされる1iえで・通うり，
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卵は良くとれに油臨しているものと云えよう.

第 10表 各pH匝の卵の符績の差の検定

要因 l偏差平方和| 自由度 ! 不偏分散 お=塑L2m3
u - 625.54 

級問分散

級内分散

会分戴:

7484.84 

15012.9，7 

22497.81 

5 

24 625，54 
F(α=0.05， n]=5， n2=24)主主 2.62

1496.97 

29 人 F>Fo

ー放に各pHI瓦の卵の容積の聞には有意な差は認められない・

3.幼轟

a.生長

i. f昨化 Mk 況

瞬化に際しでは，幼品は卵殻内で大胞を開閉し，又体を前後左右に緩慢に動かす. との運

動中，幼識の第3胸節背面にある 1封の卵殻破砕器によ b卵殻に横に割目が生やると，幼識は

直ちに背部を突出し，ヨえいで‘緩慢な轄動を行いつつ腹協-及び、尾部を脆出し，最後に頭に被って

いる卵殻を脚で押して肱ぎ去る.瞬化直後の幼品は茜だf丹波で，漁った砂上で嫡イヒせしめた場

合には，附近を這い廻り砂中に教糎潜行する.議度が適賞であれば，僻化後何等食物を興えな

くとも約3日間は生存する. 6ilf化直後のえきさを各種類に就いて測定した結果は第 11表に示

す如くである.

種名

Anomαtαtestαceipes 

A.dα伽伽α
A. lucens 

A.n叫 ltistr'IJαta

A. gen必ulαtα

A. rufocupreα 

A. cupreα 

第 11表 膨化直後のま~J識の大きさ

頭扇linm_)_1 胸蝦 ¥mm_}_I-----.lI!堕血旦-}-I_体長 (mm) 性重量}
範閏|平均 j 閏|平均|範園!平均|範園|平均|平均

1.32-1.39 1，36 5.19-5.34 5.26 7.67 

1.47-1.56 I 1.51 1.62-1.80 I 1.71 1.11-1.:15 1.21 4.80-5，28 5，04 4，80 

1.26-1.41 1.34 1.40-1.71 1.51 1.08-¥.20 1.14 4.44-4.14 4，59 4.27 

1.39-1.41 1.40 1，50-1.59 1.55 0.99-1.17 1，08 4.32-4，89 4.61 4，88 

1，35-1.41 1.38 1.53-1.60 1.57 1.02-1.09 1.06 4，49-4.98 4.92 4，25 

1.33-1.39 1，36 1.39-1.63 1.47 0，97-1.14 1.06 4.17-4.98 4，66 3.73 

1.89-2.00 1.93 2.16-2.29 2.23 1.71-1.74 1.73 7.51-8.05 7.80 14.28 

ii.体躯の{tII長

幼品は 3j怖を経過するが，各l地Wlに於ける頭脳，胸脳，肱幅及び体長の測定結果は第 12去

の女fIくでるみ. 而Lて胸幅， 肱幅及び休iぐはほぼ、連続的に榊んするが， 同幅は各肱皮1手に階

段的に生長する. との頑幅の士宮大の持相には J'ニakn--'t;;，る指数曲線がほほ品・て飯まる. (但

しおは第 M齢幼晶の頭脳 aは第 1齢幼晶の頭幅，判土恒敷).
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スジコカゃネ類5種(スジコガネ， サクラコgゲネ， ツヤコガネ， ヒメコガネ， ドウヵーネプイ

プイ)の副隔の生長式及び‘賞iJllJfl也と計算fi在の比較は次の女uくである.

生長式 x = a X 1.655ト 1

dの自主は スジコカ、、ネ 1.75 mm  ヒメコカ守ネ 1.36 mm  

サクラコカーネ 1.51 mm  ドウカ?ネフゃfァーィ 1.91 mm  

ツヤコガネ 1.43mm 

第 12 幼品各期の大きさ

I ~ Iず「陪ir!13lzf詰I::i説明信種

Anomαtα 1 1.56-1.91 1.75 1.67 2.97 1.36 3.02 5.26 14.1 7.67 51.3 
2 2.69-3.01 2.91 3.42 3.01 一 15.2 一 104.2 193.6 lestαceipes 3 4.42-5.10 4.76 5.78 8.01 4.83 7.44 23.4 32.5 281.8 793.2 

1 1.47-1.58 1.51 1.71 2.83 1.21 2.40 5.04 10.2 4.80 37.3 
A. daim伽nα 2 2.18-2.83 2.53 3.45 4.25 2.85 3.85 12.8 17.5 41.0 18川5.3

3 3.86-4.62 4.23 6.41 7.52 4.81 6$3 20.3 27.7 191.6 659.7 

1 1.26-1.54 1.43 1.51 2.56 1.14 2.23 4.59 10.3 4.27 27.6 
A.lucens .d， M 2.35-2.40 2.39 2.83 3.92 2.35 3.80 11.0 17.2 28.5 152.0 

3 3.51-4.25 3.85 4.72 7.07 4.45 6.73 19.8 24.5 127.7 521.3 

1 1.33-1.60 1.36 1.47 2.35 1.06 2.10 4.66 9.6 3.73 28.3 
A. rufoc叫，preα 。“ 1.97-2.46 の25 2.58 3.67 2.20 3.25 10.6 15.6 24.9 160.1 

3 3.30-4.10 3.72 5.44 6.68 4.81 6，10 22.1 25.3 142.3 562.0 

1 1.89-1.93 1.91 2.23 1.73 7.80 14.28 
A. cupreα 2 一 一

3 5.10-5.40 5.20 一 一 一
A. mult色刷a[ 1 11.3山 1[ 1ωI 1.55 [ 

A. ge伽

1 1.08 1 

[1.06 1 

~ 
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iii.体重の境:化

北海道に櫨息する前記9種のスジコガネ類の内， !剖場に後生の多いのは主としてヒメコガ

ネ，ツヤコガネ，サクラコガネ及びスジコガネの4種であるが， その経過は本州に於ける場合

と相官異なっている.例えばヒメコガネは閥京地方に於ては 1世代を渦 1箇年を以て完了す

るが，北海道に於ては湖3箇年，少なくとも湖2箇年を主きするため，同一idi1場で同時に採集し 4

7ζ幼晶の中にも， 3 ilt代に亘る各世代の1v母体が混在する. X.!ii)一世代に属する個体であっても，

7 月下íJ]~乙産卵された個体と 8 月下旬に産卵された個体とでは，盛夏の候の 1 筒月の差によっ

て共の後の生育に多えの相違を生やる. それ故hul:l;是には常にtiP齢期より老熟期に至る各齢期

の幼晶が混在し，被害地に於て採取した幼品の羽化期を判定するのに頗る困難な場合が多い.

筆者は主として十勝原野の鹿追苗|萌に於て， 1946年以来5筒年にわたり，連績的に各季節に採

集した幼晶につき検討すると共に，室内及び~Ifl司場に於て各{同体別に飼育観察し，上記 4種の北

海道に於ける生育J欣況を明らかにする事が出来た. キミ項に於ては，幼晶の体重媛、化を指標とし

てその週年経過を考察する.

幼品は 3齢を経過するが，その護育-!lk況を検討する便宜上，幼品の生育期を失の6期にi抵

分するとととした.

1. E(5 1齢期

2. 第2齢期

3. 第3齢初期 休が竿透明で、，胴部全体にわたり消化管の内'各物が淡墨色に透ii!IlIH米

る時期.

4. 消 3齢中期i 体が不透明になり，胴部が淡乳白色，乳白色及び淡乳黄色を呈する時

期.

5. 第3齢後期 胴部は乳黄色を呈し，外観上は十分生長したAA態に建しているが，未

だ嬬食を輯けているため足首jのみ黒梢色を呈する時期.

6. 老熟期 生』瓦長i:.を完了して自玩死にJ捕晶食を{停F宇主伯子子';:.1止l

員-色でで、3立黒i:~梢色古部B を1洩嘩さない時i期p剖1]. ({II.し1-.記のÎJ， 3・4・乃の各期の境界はN_杭宇IJ然としたもの

ではない.)

a. 野外:i;!H誌の休AiJliJ完封ij比

hlil場に於て各季節に採集した幼品を，休艇の外観から..1-.記の 6期に悩別しその体系:を 1

111，!休ゃっ torsionbalancl'によって羽IJJi.:L た.出IJ~結果l土第 12， 13， 14， Hi Itriljに示す如くである.

術本調交は主として鹿i阜市闘に於て採集した幼轟について行ったが， スジコガネのみは出小牧
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i'Iivi-JJ品について調奈Lた.

野外に於ては 7-8mg以下の{同体はgj!f化直後の幼品は 4mg内外であるが，第 1出jJ別

採集計l米なかった.第 1j:蛤幼品の休一夜をヒメコガネについて検討すれば，早春には 14-15mg 

内外の111.1休が多いが， 5)jよりやや休重が増加し， 7月上旬に於ける休重が最も重く 27-28mg，

11月の越冬直中には 3;")mgの111.1休も存在した.然るに 8月下旬には初期の幼晶のみが棲息し，

，"_1・:ruI'ocn.rp，..・a

田崎

L占」ー..J

第 3紛老熟期
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'Ijなには'F..J:り 14mgである.ツヤゴガネ，サクラコカ、、ネも大北はないが，スジゴガネはややJf(ぃ.

uc 2齢lリj ヒメコカ、、ネ，ツヤコカ、、ネの:l:f!Ttでは， ~!愉期の体Æは)-..:JL20mgより 170mg

迄，サクラコカ1では 200mg迄である， ~齢期の初期の幼品は.r11，イ付ミら 7 rJ 迄と Ð J!以後

とに認められ，末期の幼品は 5 )1下旬より 7 )J上旬の I~\jに多い. サクラコガ、ネは採集頭数か少

なしスジコガネは第 2j培幼晶が採集M~来なかったため明らかでない.

.. #no.，l， d'hlll・ft.
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ゐí~ 8齢初期 ヒメコガ、ネでは 7JLツヤコガネでは 8HI'C初期の幼識が多く， 120-300 

mg，平均 187.6mgの休王立を有するが， 晩秋或は~'f<季に於て， 体がややfミ透明となる程度まで

生長した時期に.ば， 160-540mgの白い範i討に立っている.然し 250-400mgの休:置を有する

個体が最も多い.サクラコカ守ネは 250-550mg，スジコガネは 300-650mgの体重を有する.

第 3齢中期 ヒメコガネに於ては 350mg近くに生長ーした頃から 順弐皮下に脂肪を蓄

杭して休色は乳白色不透明になり，次第に帯黄色とたる.休重は 300mgから 650mg迄の賢い

範闘をr1iめるが， 400-500mgの111，¥体が最も多い. 平手季には比較的軽い{同体が多いが，蓮かに

生長して，秋季な必第 3齢中期に留まる 1~司休は稀で遣うる. ツヤコヵーネの第 3~輪中期の幼晶は大

凡2oo-460mgの体車を有し，秋季に多数認められる.

第3齢後期 全身j農乳黄色を呈し，体形は玩に十分生長した大きさを示しているが，盛

んに播食を績け，尾節は腸内容物が透観されるために黒椙色の特有な模様を呈する.体重は全

幼最期聞を通ヒてとの時期が最も京く， ヒメコガネでは 4oo-650mg， ツヤコガネ 250-G∞
mg，サクラコガネ 400-750mg，スジコガネ 550-920mgの値を示す.

第3齢老熟期 十分生長して就に捕食を停止しているため全身濃乳黄色で，尾節の黒栴

色の模様も消失し，その部分に淡黄色の液が滞留している.主に土需内に留まってあまり活動

しない.体重はやや減少しヒメコガネでは 400-600mg，ツヤコガネでは 3oo-5oomg，サ

クラコガネでは 450-700mg，スジコガネでは 700-850mgの{肉体が多い. との老

は4.5.6月，即ち柄化前の時期と秋季とにのみ多数認められる.

b. 飼育幼品の体Ii:挺イヒ

イ)飼育方法

落葉松治林地の地面に，童女抑.の!早さに堆積せる未腐熟落葉を採集し，各葉片が2-3mmの

長さに友る様に採み砕き，とれに飾別した壌土を葉:片 2，壌土1の割合(容積比)に混じ 60-

70%に含水(封飽和合水量)せしめて 5-6日開放置した後， 100cc三角コルベンに 7分自に充

たし，各コルベンに幼晶を 1頭宛放育し，室内桂び、に野外に於て飼育した.野外飼育は2年生

トドマツ苗床の苗列聞に幅 15cm，深さ 15cmの講を掘り， との中に上記の三角コルペンを並

べ，コルぺンのロから 2-3cmの空間在残してとの溝に紋の蓋をなしその上を土壌を以て地

表而と平らになる様に覆った.宝内飼育の温度は自記寒暖計により，野外飼育の温度は溝内に

装置した最高最低寒暖計ーにより讃取った. 以上の方法で飼育した幼晶を誼時取IHして torsion

balanceにより休重を測定すると共に，その都度飼糧を新しいものと取換えた. 全飼育駅間中

飼糖は十分に興えられた.又第 1帥幼掻に封しては上記落葉を乳鉢で微細に焼潰して興えた.
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1，'，1宝内飼育に於ては，乾燥を防ぐために持H数泊iJV'..}ノ1'(を各コルぺンにカ¥1えた.官111育幼品の齢JcJ]

及び、飼育具))IIHはみiC14去の女uくでるる.

干長 T U飼育場所lff千円:??|??畿で
1 直室内 I : I十 I:斗

中 王子1--6~ド了I5 I 6 

室内土l土[7lj
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Anomal，α7・ufocupreα 。
“ 

hv 
E
 

l 初

3 中
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型Hト 6 上

5 18 
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家内 10 l~ 20 11 中

Anom仔lα lucens十:
I 1 I 11 上 20 6 室内
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Anomala daimianα 2 初 t一一一一一一l一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

I3 1 ~ I主[÷;行トドト
初j 14 12 

Anomala te.~tαceipes 
3 中 | 型付l、 5 下 14 7 

i後 2 6 
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ロ)飼育結果

ヒメコガネ (第 161叫)

第 1j姶幼晶 早干1"4月上旬にun齢であった幼晶は，室内，野外共に G月下旬より 7月

上10の聞に第 21輸となり， 8 n上11J第.'31輸となった.然して第2回の越冬迄には，一部は2i33

1恰老熟期)に詑:したが，大部分l主宇L寅色或は淡乳貨色の第:1j愉後期或は後期に近いJ伏態で¥止まっ

た.

夏季8月下旬に安内に於て府・化せしめた幼轟は， 11 H上旬に 47%が第2帥初期， 千均体

1P: 32mg に建じた.un蹄に止まったMの平均ば 15mgでるった.

tr~ 2齢幼品 4月下旬， 5月下旬， 6月上旬及び7月上10の各季節に第2jめで、あった幼品

の飼育結果は，宗内飼育では， 4n下旬にm2齢中I切であった群は5月下旬より生長を附始L，
6月上旬第3齢となり 9月中旬には全1fr.]休がtj53齢老熟期1に建tた. 5月， 7月に夫々第2

1愉司?あった各併は 5月の鮮は 6FJ下10tt:， 7月のI洋は8月中旬に犬々 第.'3j:愉に進み，越冬迄

には 5月の1洋は一部が老熟期lに，他は第.'3j始後期に症したが 7月の群には老熟期に迷したも

のは認められなかった.

野外飼育に於ては， 6月上旬に第 21掃であった幼品は 7Ji中旬第:11:出?となり， 62%が越冬

迄に老熟期jに， 2.'3%が第3齢後期に， 15%が第 Bj姶中期1に悲した.

第.'31:姶幼品 野外飼育に於て 6H上101C第 3t1治初期lで・あった例休は10月中旬に， !{C 3 t:輪

中期で、あった1V.l休は8月中10に犬々第3齢老熟Wjに主主L， 6月上旬に老熟期にあった11司休l土7

月明化し 7月下旬より 8]1上旬にかけて羽化した. 以上記述した生長の様相は第 161，品lに示

ナ如くである.

ツヤコガネ，サクラコガネ及びスジコガネの飼育経過は犬々第 17，1R， 19 r:市lに示す如くで

あり，本質的にはヒメコガネとの聞に有l撞比認められない.

齢

飼育

個 E 
f本 E 

採 一-60 一 51.3 

集個 E 
体 E 310-920 514.3 793.2 

第15表 各齢期の体重 (mg)

11-35 一 28.8 

70-200 980 17U 

250-760 282.2 606.0 

29.1 

151.1 

555.2 
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iv.考察

a). 北海道に於ける経過

以上記述した採集結果位び、に飼育結果から，スジコガネ類の北梅遣に於ける経過を考察す

るに弐の如きものと考えられる.

ヒメコカ9 ネ

第 1年目 8月上旬より 9月中旬の聞に瞬化した幼晶は， ~I貯化営初の体重は 3.7mg 前後

であるが，地中の腐杭買を嬬食して生長し，その一部は体東14mg前後で越冬に入る.然し第

2齢幼晶について検討するに， 20-20mgの休煮を布する初期の{同体が 7月上旬と 9月下旬

の2固に瓦り多数認められ，又第 1齢幼轟の中には 9月中旬に If1.くも 30mg近く迄生長し℃

いる個体が存する故 9月下旬に認められる第21陥初販の群は，首年早く (7月rj1・下旬)護生

した成品により産卵された例休と考えられる.

即ち第1年日には 7月下旬に産卵された{肉体と 8月下11]-9n上旬に産卵されたf肉体

とでは，夏季の高視期間に 1筒月除の禿を有する.同時に産卵された卵に於ても，食物の有無

や土壌中の深さの相違による温度の~f:苛;の保件により，或は又各{肉体の特性によりその護育に

ある程度の相濯を生やる事は首然であろうが，主として上記の産卵時期の発により，初期に船

化じた{同体の一部は 9 月下旬に休~~n 35 mg前後で第2齢に進み， 70mg前後で越冬する. 他の

胴体は第 1齢のまま 14mg前後で越冬に入るものと考えられる.

第2年日 北海道南部では4月下旬-5月上旬より，根釧原野方両では5月下旬，..;.，6 n 
上旬より前動を開始し，第 1 齢で越冬した幼品は 35mg 前後に荏:した例休から順弐脆皮して~)

2齢に進む.第 1齢幼晶の平均休重は 7月上旬が最も重¥，又!{)2齢にあっても 35mg前後の

初期の幼晶がとの時期に多い故， 第1j掃で越冬した幼轟の過字教は 7月上旬に第2t鈴になるも

のと考えられる.

7月上旬に於ける幼轟の体重は， 第 1齢経期の 30mgから第3齢初期の 220mg迄謹輯し

て分布しているが，特に 30mg， 110 mg， 190 mgの附近に 3つの山が認められる.との内，最

も重い第3齢初期の 190mg附近の:Mは， 第 1年目玉}こに第2齢に進んだ{同休が， 第2年円の4

月下旬から捕食を再開し 5月中11)*，，)100 mg， 5月下旬約 140mgに生長し 6月中・下旬に

170mg前後で第3齢に進んだ幼過により形成されているものと考えられる.中聞の 110mg附

近の群は，第1年日未に第1齢格期に建ーした幼晶が，第2年目の泰，活動を開始すると間もな

く股皮して第2齢になった幼晶により形成されているものであり， その他の幼識はその護育程

度ーによって順弐遮れて股皮し，最後のものが6月下旬から 7月上旬にかけてー荷に第2齢に進
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むため，とれ可:の11母体により 30mg附近の litfi)~形成されるものと考えられる. とれ写の.~~ 2 

1始幼品も， 9 n '111，H与にはな33齢l乞進むため， 9)J下11)には次の 111:代に屈する~~ 21:愉初期!の幼

品が棲息するのみで，第2齢経期のものは認められない.

7 )j上1111'乙 1t'- くも首~ 31始に進んだ幼品ほ 7・8・unの正:ii且な 3筒nIlll飽食を続け，一部

は10n上旬迄に 570mg i1Ii後の第 3齢後期!の幼品に生長する.その他の幼品も生布i(物艇に顕著

な加容を行いつつ生長するが，第3齢になる時期1の程法や掃食量サ;に影響されて，第2年目の

~くには， f本草 200mg未渦で， 休は未だ小透明で司j宵化管の内容物が淡墨色に透視出来る第 3齢

初期から， 体W570mg 前後の乳黄色を旦する~~ 3齢後期まで、の， 各段階の護育W:;態にある{肉

体が認められる.

第 3年目 第 3齢後期のAA態で越冬した幼識は， 6月上・中旬までなた捕食を績け， 6月

下旬より 7月上旬にかけて踊化し 8月羽化する.

2153附中期及び初期の欣態で越さらした幼轟は， との年に最も甚だしい喰容をなし 7月上

旬より弐aに乳黄色の第3齢後期の!j):;態に入る. その後は休形，休京共にあまり礎化は認めら

れや，撮食したヱネルギーは専ら内部の成熟に用いられ， 9 n上旬より順弐消化管内に捕貨物

を留めない老熟幼品となり，土話内に留まってあまり前勤しなくなる.

第4"1三日 大部分の個休は土話内に留まってあまり活動せ歩，生長の括れた慌かの伽i休

のみが少しく揖食した後 6月上旬より 1週間内外の前踊期を経て踊化し 7月羽化する.

上記の護育過程を要約すれば，各齢期聞は， ~nl恰は最も鋭かい場合は 8 月上旬より 9 月

中旬迄の 1筒月今， 長い場合は 8月下旬より第2年日の7月上旬迄 11f，1;j月官会， 第2齢は第 1

年目の 9 月中旬より第 2 年日の 6 月中旬迄の 9 箇月間，或は第 2 年目の 7 月 J~Jl)より 9 月上旬

迄の 2Vii月間，第3齢は第2年目の6月中旬より第3年fIの 7月迄 13tr:i nr首J， 或はtfc2年n

の 8FJ より tf~4年目の 6rJ迄22向η聞である.体重は，第1齢が平均 3.7mgより 3[jmg迄，

第 21めが 30mgより 170mg迄，第3齢が 150mg上T6[j0 mg迄で、ある. 而して主として第 2

年目には体形及び体重に顕著な増大が見られ，第3年目には休色が午透明から乳黄色に鑓化す

る等の内部の成熟が見られる.

以上記述した如く，ヒメコガネにあっては 1世代を完了するのに，一部の例休は湖2何

年を要して第 3"1三日に，大部分の伽i体は渦3筒年を要して第4年目に羽化する. 1卵:代に満2

-3年の長・期間を要するため， -l¥t代順にA，B， Cの番競を附ければ，各年越多直前及びー早春に

は， A世代の老熟期及び第 3齢後期， B世代の第 3齢後期，第3齢中期及び第3齢初期1，C 111: 

代の第2齢初期及び第 11齢期の， 3世代にわたる各齢期に崩ずる幼晶が同一|雨|場-内に棲息する.
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第20圃 ヒメコカ。ネ幼過の生長曲線

第 1世絵より第3齢中期迄 縦車曲…体重(mg)

第3齢後期 横紬…年度設びに月別

第3齢老熟期
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第21凪 ツヤコガネ，サクラコガネ，スジコガ宇
B種の幼織の生長時t1線

t~J LUDWIG (1932)は，マ

メコガネ幼晶を 200及び、25
0

C

の恒温で飼育し， 20"Cで飼育

した場合には，幼晶期ItIlの長

さには iた差はないが，第2齢

期に33日を要する詳(40%)と

70日を要する詳(60%)との 2

1洋に分れ， 25
0

Cで飼育した場

合には，とれも幼品期間の長

さには大差はないが，最大重

量に達するのに要する日教が

50日の群(85.5%，平均重量:

250 mg" 65 rlの詳(10.9弘司王均 180mg)， 90 R v;i洋(3.s%，千均 140mg)の3詳に分れると

とから，アメリカに於けるマメコガネの Populationは夫々の体の大きさや生長速度の異主主ると

ころの若干の生月1的llh柿によって組立てられている~を結論している.スジコガネ類に於ても，

上記の誌な生理的品種がイバ正するか否かは明らかでないが， ヒメコガネの野外側育結果(第1o

i剖)から考察すれば LUDWIGの云う様な生理的品種の存在も稼想される.
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温度との閥係)
 
・b

北海道1世代を完了するDに渦I1箇年を以て足りるが，ヒメコガネ幼品は本州1t乙於ては，

闘京地方に於ては4月には既に幼晶の活に於ては前述の様にi繭2箇年或は満3筒年を要する.

11月のぷ迄8箇月IlJlの掃食期ItlJがあるのに反し北海道に於ては，南部では4動が開始され，

10月月下旬-5H上・中1r)，根室・釧|路方面では6月に入らなければ幼品の前動は見られや，

1年間!の幼品rl1lr]には就に夏季の棲息、情を去って越冬のために相賞の深さまで移動して治り，

又幼晶棲息j斤の土壊i昆度は第盟国に示す如くであり，の活動期|首lは5筒JH己らやにすぎない.

18_190Cに

すぎす~，特に暖かい年の 8 月に 200C より僅か上昇する程度でるる.(tfH7表¥.

ヒメコガネ幼品は，秋季は棲息屑の温度が 9，... <lrCに下降した時に越冬に

春季は 11"，130Cに上昇した時から活動をと開始する故，

根釧原野では盛夏の候も闘;京地方では6月に既に 200C以上に上昇しているが，

後越する椋に，

|1lf111ゴ

|8月下旬| 町 lゾ互J

護育限界温度をl1
0Cと{既定す入り，

ると (LUPWIG，1928， '30はマメ

コガネの護育限界温度をlO
G

C

有効積算温と護去しているよ有効
積算温度名地

閥京地方

では 1筒年で，札幌では 2筒年

度は第 16去の様に，~ 

1830日度

1868 グ

関東地方

申足札

根室では 3箇年で 1830-で，1893 グ室根

1890日度となり， 3地賄ともほ
i且皮』車ム

7Lι
一

γ
 

ぼ等しい値となる.生理撃的品・，
<> 10." 
• ~O .. 
o eo .. 

J c 
." 

種により護育期間H乙長短がるる

ととも考慮、に入れる必要がるる

帯d 広Mt!t方[前総)

2。

1世代の完了に渦1箇年か

ら満3箇年の大きな聞きを生十

る原因としては，土壊温度を第

も，

20 

一義に奉ぐべきものと将えられ

る.

。一

ε。

北海道各地と闘東地方との土壌i品皮の比較第22闘
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第 17表 候室に於ける豊作年と凶作年の地中温度(10cm)の比較(北農試，1951)

8 

19 
豊作年I21 

14.2 

7

1

a

u

o

V

 

.
A
.
Y
A

のM
M

年生・，何'凶

b.喰害

i.加害-)jJc況

スジコガネ類の幼品による被害は，畑作物に於ては大小若手，裸翼手，燕翼手，稗，甜菜，大小

豆，菜豆，亜脱L，牧草等の多数に及び，その被害程度も著しく大で，根~iI原野に於ては 6 月

中旬の童文日の聞に萎畑数十町歩が一斉に黄鑓枯死するのを見る事がある.叉林業苗|却に於ては

カラマツ， トドマツ等の苗木に封する力11害が甚だしく，常年苗は主棋を切断し，或は主幹を地

中に引き込んで・切断喰害する.2・3年生百.にあっては，車iU棋は切断捕食し，太い根は剥皮喰害

する.

北海道内の各地の古'ilftJjで、調査した幼晶の棲息、欣態は第18去の如くである. I1ll1場に故も被

害を及ぼしているのはヒメコガネ，ツヤコガネの2種であり， 金幼最重立の約 70%を占めてい

る. 十勝地方の|萌場ではサクラコガネが約 10%混じてゐり， 又ナガチャコガネは札幌・小樽

方面では荷|由!の苗床内に棲息する幼識の約 85%を占めるが， 十勝地方では防風生垣の下にの

み多数楼息、し，市!示内にはあまり侵入していない.被害は根鎖11・十勝地方に於て甚だしく，鹿

迫の落葉松市!本では，樹高 75cmの健全苗の聞に，全く枯死した極，樹高 20cmの匝， 50cmの

匝が明らかな斑紋を闘き，中標津に於てはグイマツ 4年生前の被害が著しかった.標茶に於て

は播脆!ぶに弱齢幼品の護生甚だしく，中湧別方面では主に生垣の下にスジコガネ及び、ヒメコガ

ネが多かった. 一般に山出し荷担度迄生育した苗木で、も 1m~ に第 3齢幼晶が 30頭以上棲息

する時は，その地阪の市本は全部枯死を菟れない.芽室:に於ては， 1948年に大豆却iにヒメコガ

ネ成長主の大愛生を見たが，同年秋には大豆:/:[11跡tc多敷の弱齢幼晶を認めた.
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第18表 北海道各地のコガネムシ幼識棲息朕況 (1946-'51)

一|地名時 |τ~'I舟?「?メ;でメ T王子|1;23の「tl G 

一ttjflttiltJ71J3tfltlf|で|需品LL-)
; 
爾l-;-I~I~I~I~ム|ムI~r-o~門主ナ|:::;;;;跡

主 11
千 l孟 1::一世れlt:去lt|:717也|:::;tik

オ

* 
1 j 南部
ツ

ク

~~~- .I~~!I~I二三二二二
0.0 1 0.0 

15.7 
i 一 I lJ I ト)-""<"ツ防風生垣恨際
0.0卜一一一一一---- 一一一一 一一一

21 I クルミ樹十艮際

22.11 トドマツ 3年生前床

し一

5 _1_r_，，"-"<"2_~年一生.11i床

9 I トドマツ山11¥し跡
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ii.揖食量

前越の;fffiに幼品による被害が甚だしいにもかかわらや，その力目安部位がすべて根部であり，

土壊中に於て喰害が行われるために，その掃食量は未だ明らかにされていない.筆者は給興食.

物量の多少による幼識の体重士宮力nM況の相違を， 自然M態に於ける体重増力nM況と比較観察す

るととにより，幼識の自然M態に於ける捕食量の推定をg式みた.

飼育方法

新鮮なトドマツ苗の根部を子ItLくJK.洗して土壊を流し去り，鴻紙の陪iで、践して附着した水

分を取去り，との根部から直挫凡そ 0.6mm以下の細根1)を集めて飼糧とした.

上記のトドマツ細根を一定量入れた容積 100ccの各三角コルベンに幼識を 1頭ータつ入れ，

合水量的-70%l封容水量)の海砂を充たし，前辿した野外飼育周溝内に静置した.とれを2週

間持に取出して幼品の体重を測定すると共に，飼糧及び砂を新鮮なものと取換えた.本観察に

はヒメコガネ幼識を供試した.飼育齢期及び輿えたトドマツ細艇の量は第 19去の如くである‘

飼育結果

飼育開始時の体重を 100として体重礎化の欣況を見るに，第 19去誼ぴに第23，24， 25， 26 

1剖に示す如き結果を得た.

第2齢期 (消23同)

6 nl~1 旬t乙於て 62-129mg， 平均 97.0mgの体重注布

する第2齢中期の幼晶を供試した.

a) 0.2g 2週間毎にトドマツ制根を 0.2g興えた場

合には 6週間後まで生存した幼晶は 12頭の内2頭であり，

会期間を:通ヒての体重の増加1は慌か&%にすぎや 8週間後

迄には全部接死した・

b) 0.5 g 2週11111手に 0.5gのトドマツ制根を興えた

場合には，休豆は6週間後迄に 30%の増加を示し平均 130

mgに注したが， 8週間I後には再び減少し 10週間後に全部築

費itLf<ζ・

c) 1.0 g 2週間特に 19のトドマツ前，11棋をJ}i!えた飼

育に於ては，幼晶は順調な愛育をとげ，供試品の 2ii96が4j国

ト M岨 b ruf瞬時m

I 2ad. 1ft.'.，.， 0".0町・

200: 

王国|

100 

VI VJ1 
'1111 " 

第23副給輿食物量の多少
によるがJ議の体重増加状

況の相違(ヒメコガネ)

飼育開始時のilH訟の齢期・..
第2齢中期，平均体遺97.0mg

1) 直径凡そ O.6mm以下の細様を周ひた理由は，幼地はこの程度の細棋は切断して，中心、の木賞音11も共に

眠畷明書下するが，それより太い根は剥皮日食害するのみで，水質調:を食わない事が多いためである.



第 19表 各眠の飼育係件投ぴに体重の質化
f、
g 
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齢期lzf戸時221!214r.r..別
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1 0.5 I 190-330 
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4 I 2.0 197-334 1 270.8 
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I 1.0 Iル 359l3則
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.20表 飼育並びに生存鼠般 第21表幼識飼育温度
『

経過時間(週)

2 [ 4 [ 6 [ 8 110 [12 [14 [16 118 [20 [ 22 [ 24 1 26 月|副官官
生 存 耳貢 重宝 上 一

1 12 10 9 2 。 5 中 一 21.4 
下 一 19.2 

A 2 12 12 12 7 3 。 :ミ

3 12 10 9 6 4 2 。 上 一 17.7 
6 中 17.3 20.8 
下 16.9 23.3 

1 10 3 2 2 。
2 10 7 5 5 3 3 。 J: 19.0 24.4 

7 中 20.6 25.9 

B 3 10 4 4 4 4 4 3 3 ‘2 2 ‘6・d 2 2 2 下 21.5 28.7 

4 10 9 4 4 4 4 4 4 4 4 3 1 1 1 ←七 22.0 29.7 

5 10 7 7 7 6 5 5 5 5 5 5 5 4 4 
8 中 23.5 31.6 
下 22.0 28.0 

1 10 7 5 5 3 3 2 1 1 。 ート. 19.0 25.1 

C a‘~ 10 9 8 7 6 6 6 6 5 4 4 
9 中 17.5 23.8 
下 18.8 19.9 

3 10 10 7 6 6 6 6 6 。5 5 
J二 15.0 18.2 

1 10 10 10 10 8 7 7 6 8 5 
10 中 10.9 16.5 
下 8.9 13.2 

D 2 10 9 8 6 5 5 B 5 5 4 

3 10 10 6者 3 3 3 2 2 2 ‘2 
』二 一 10.7 

11 中 10.8 
1~ 一 11.2 

骨内 2鼠踊化

間後 (7月中旬)に， 会供，ii¥揚が 6週間後(711下旬)までに体重 140-150mg前後で第 3齢に進

んだ.然しながら枕皮後の急激な体長増加期には食糧の不足を来たし， 12遡IllJ後までに全部錯

タ巳した.

第3齢初期

1・室内飼育(第241，胡)

5月下旬に 190-348mg，之l主

均281.9mgの体iJi:を有する第

3齢初期の幼識を供，iえした.

a) 0.5 g 体重は2週

間後に{壌か1.796の増加を見

/〆ご@ 

一-r・
X局

第 24嗣 同前(室内) 第 3齢初期， 281.9mg 

たのみで・その後次第に減少し， 1!f.:抗議は故初の 2週間で 7096が 8週1111後までに全幼品が錯

死した. ïE/ìi~の!4J識は消化管内容物が淡墨色Jに透11泌されるが，本飼育に於ける検夜時には，消

化管内に城主物がないために /JI';J部会休が淡い IJ，是正l色~11-. r.， g¥il. 1)性をwといた!Ik態にあった・

b) 1.0 g 体重心増JJUI土109話内外にすぎや， 12週間後までに全部雛死した・

c) lJi， 2.0， 2.5 g 2週間11:に1.5，2.0及び2.5gのトドマツ制棋を興えた各匿に於て
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は， 26週間後(11月上旬)に越冬に入るまで正常な護育をとげた・体重:の境化は， 14週間後(9月

上旬)までは 3匝の聞に大差はたいが， それ以後は 2.0及び 2.5gを興えた雨匿の幼晶がやや顕

著な体重:の減少を来たし 2.0gの匝で1頭， 2.5gの医で2頭が老熟期に達したが 1.5gの匝

では第3齢中期或は後期のJ(た態で止まり，老熟期には建Lなかった・

11. 野外飼育(第25凶 6月上旬に 227-359-mg，千均 300.4mgの体重を有する第3

齢初期の幼掻を供試した・

150 

10。

~rd. 1ft・t・1"， 800.4開8・

@ 

色 3.0g.
2.01_ 

1.04-・

VI VlI VUI IX 花月

第 25圃 同前但子夕刊 第3齢初期， 300.4mg

a) 1.0 g 2週間毎に1.0g

のトドマツ細棋を興えた場合の体重

増加は 10%にすぎや 18週後まで

に全部提死した・

b) 2.0及び3.0g 2週間毎

に2.0g及び、3.0gを興えた雨匿に於

ける体重の鑓化には，顕著な相違は

認められや， 36-40%の体重増加をなして 22週間後(11月上旬)に越冬に入った・ 然して 2g

の匝では 20週間後に， 3gの匝では 14週間後に体色が淡黄色となり， 3gの匝の4頑のみが越

冬迄に第3齢後期の欣態に建ーした.

第3齢中期 (第 261品~ÎI)

6月上旬に 405-596mg，千均494.3mgの

体重を有する第 3齢中期の幼識を供試した.飼

育は野外に於て行った.

1.0， 2.0及び3.0gの各匿に於て，飼育結果

には顕著な相違が認められや，各匿とも 2-5%

の体重を増加した後 6週間後よりやや体重を

主曲

100 

~1'4. la.・t・r・‘・・..・R・

S.・..
YI ，. ~ 

第26回同前第3齢中期， 494.3mg 

減じ 10週間後 (8月下旬)には各匝とも消化管内に嬬食物を留めない第3齢老熟期の-!lJ¥態に建

した.

考察

以上の飼育結果から各齢期の大略の撮食量を考察すれば，ヨたの如くである.

第2齢期 2週間待に 0.5g以下の嬬食量で、はt(S3齢に進む事がHIぅ~ないが， 19興えた

場合には， 7月中旬から下旬にかけて千均 140-150mg V'.)体重で第3齢に法ーした. との場合の

体重の増加欣況は， 自然-!U，態κ於ける経過及び十分食物を興えた場合の飼育結果と良く一致し
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て必り，又持3・3齢に建じた季節も正常である故， f{~ 2齢11'・後期に於ては， トドマツ細棋 19

Zと捕食するのに 2週11¥Jを裂する税皮の捕食活動を行っているものと考えられる.

第3齢初期i 脱皮後数日にしてな激に掃食量が増1J1¥するため，第2齢期より檎績じて2

週間持に 19を興えた極に於ては，枕皮後(脆皮常時の平均体主145mg) 2週間は相官の体重増

加を見るにもかかわらや，第 231，~司に示す如く体主増加l曲棋は 180mg 附近から上昇がにぷり，

4-6週間後までに全部艶死Lた.(平均体重210mg). また第3齢初期(平均体重t285 mg)より

飼育を開始した幼最に於ても 2週間毎に 19の食餌では体重の増加lは甚だしく緩慢で， 12週

間後までに全部舞死している.以上の結果から推定し，体重凡そ 180mg迄は2週間毎に 19の

掃食で生長出来るが，それ以後は不足するものと考えられる.

室内飼育に於て， 1.5， 2.0及て，，2.5gを興えた 3匿の体重鑓化の曲線の間には 8月下旬迄

は何等の相違も認められないが 9月以降tと於ては 2.0，2.5 gの雨匝が顕著な体重の減少を示

して老熟期に建ーしたのに反し， 1.5 gの直ではな必体童の増加を績けて，越各に至る迄に老熟期

に達しなかった. 野外飼育に於ては， 2g及び 3gの雨匝のみが第3齢後期に近いAA態に娃:し

た.本飼育に用いた第3齢初期の幼品は，前項(生長の項)の記述にも明らかな様に蜘化後第3

年目にあり，翌夏羽化する{肉体である.而して自然AA態にるっては，第3年目秋迄には老熟期

に，遅くも第3齢後期には達している故，本飼育に於て第3齢中期の扶態で止まっているのは，

護育がやや遅れていると考えられる. 即ち 2週間毎に 1.5gの捕食では，自然依態に於ける場

合よりもはるかに不足で、あり， 2.0gの捕食でも，野外飼育の結果から見ればやや不足及本去に感

じられるが，不自然な飼育僚件下に通うるために幾分生長が退廷する事も考えられる故，第3齢

初期円五均体重t300mg)の幼晶が正常な護育をとげるには， トドマツ細根を 2週間毎に少な〈と

も2g捕食する事が必要で、あると考えられる. なた，室内飼育と野外飼育との生長の相主主は，

飼育祖度が大きな原閃の 1っと考えられる.

第3齢中期 19， 2g及び 3gの各医に於て， 生長には何等の相違も認められや 8月

下旬から 9月上旬にかけて老熟期に入っている. 自然紙態にるっても，凡そ9月よ b老熟期に

入る故，本飼育に於ける最少嬬食量であるととろの2週間毎に 19の揖食でも十分な事を示じ

ている.

もとよりコガネムシ類幼品は，地中にるって単に生杭物根のみを食するものではなく，多

くの字転f熟杭物質や土壌有機分を揖取しているが， 11院にトドマツ細根のみを食するものとして

ヒメコガネの会幼晶期|問。掃実線、量を概算すると弐の如くで、ある.

8月上旬より下旬にかけて岡場に産卵された卯仇 周闘の土壌からがJ3mgの水分主吸収
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との:早;は~1If.化也後の幼品は}占1\寺lの '{f.-)純白を食して生u・するが，して，約 :3遡Itll後に僻化ずる.

抗2年IIKは次第に掃食量を増加tL，5-.6 HのみiC2齢IIIJ引の頃には， 2週間企止に制く少ない.

6JJぶより 7)1にかけて第3齢に入るや，な速に梯食19のトドマツおiI根を要する椋になる.

?立を増加し，体;霊 170-400mg 岨側..，・四ro.'噌 r・.lotechul・，.，.

a
，叩 の頃には最も激しく蟻食するた

との時期

は幼晶の護育耗度によってやや

2週間毎に 2-3gのトドマ

ツ制根を必要とする.

め，一)一一一一一一一一ー一、ー一一一一一一・
-・----ナ・
由邑宮

= a..曹=-==-'"・E 草書提言F 重吉議室 s
--宅~ -掴"aE 軍聖書;e!!-5嘗

亘書畢軍

轟邑吾寄

a官官軍
ー四ち

E 曹
_s 
冨昆

凡そ第2年目の 7--異なるが，

10月の問，或は第2年目の8月

から第3"1三目の8n迄の聞に相
而しで第3齢後期に近

それ以後は内部の成熟

に必要なヱネルギーを揖取する

2週間毎に 19ののみとなり，

• ... '. .・'0111‘，'，.，. "10'111."'、.. .・ 1.. "1・.. .司
1 n III N 
第27脳 ヒメコガネ幻J識各期の偏食量

2?，週間毎にトドマツ絢根 19を要する時期

グ 2g " 
グ 3g グ

... 

. 曲.

‘抽

，個

鋭陶

話する.

づくと，

倒防

捕食で一十分となり，老熟期に豆

って全くJ草食しなくなる.以上の結果を同示すれば，第 271，吋の如くである.

トドマJ:記の計・算によれば，金幼最期!聞の嬬食線、貴は約 50g(45g上り 55gまで)となる.

叉同年生の背で、も根の張り方が苗の護育欣態によっツ細根の重量は季節によってやや異なり，

直符0.6mm以下の細根50gを播取するに要する苗木童文は疋確には求め得

山出し荷では約50本を要する.

て著しく異るため，

もとより幼晶は地2年生トドマツ荷i1:、は約 200本，ないが，

又~)S杭及びさらに太い根の皮を嬬食し，中にあって，単に 0.6mm以下の細根のみではなく，

土壌有機買をも揖取するため，貰際に加害する苗木の本数は上記の計算よりはるかに少ないも

一般に 1m2に第3齢幼晶が30頭のと，官、われるが，被害地を貰地に調査した結果から見れば，

以上棲息する時は，同地匝の古木は若年前は勿論， /JJtHし首であっても全減を盈がれや， 10頭

以上の傍息により甚だしく生長を阻害される.又播種床にあっては， 2-3頭の棲息によっても

数十本の枯死市を生歩、る.

動移c. 

法

コガネムシ類の地中に於ける前進方法に就いては，先に護去したため(内問・中島I194舟1，

方進HIr 1. 
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ととにはその要献のみを略記する.

幼品は常に土壊を)ムlド'，'1に押し蝦げて作った卵形の空洞内に棲息、する.前進に際しては，

a) 前進土f向の墜を大胞で鳴り，或は左右の大胞を合して 1柄のシャベルの如くに用い，• ある粍度の土壌を崩しtl¥し，とれを胸部附近に集めて 1つの山を作る.

b) との土塊と前方の墜との間に休を滑り込ませ (幼品の向きは aの場合の逆になる)，

との土塊を頭部と胸脚とでささえながら押移し，後方(進行方向に封して)の壁に強く

押し附ける.

c) ととで再び、体を反梓させて進行方向に向きな会り，前方の墜を崩す.

ii.前進蓮度

a) 測定方法

2枚のガラス板(凡そ 27cm x 32cm)を幼晶の休幅上りやや庚い間隔で平行に保ち (7-8

mm)， 周聞を木枠で固定じ， とのガラス放の聞に充分洗縦した直便0.3mm内外の、適滋の海砂

を充填し，幼品を放した. との幼晶の位置を 1時間毎に記録し， 1手時聞の官官j卸日離を求めた.

b) 測定結果

ヒメコガネ，ツヤコガネ及びスジコガネ3種の幼晶についての測定結果は第22，23表の如

くである. 前進方法が前述の如く複雑なためその速度は湿し 1時間の最高はヒメコガネ 18

cm，ツヤコガネ 15.5cm，スジコガネ2.7cmであり，叉1時間の平均速度(賞験開始より 6時間

以内)はヒメコガネ 6.4cm，ツヤコガネ 10cm，スジコ;ゲネ1.9cmにすぎない. とれ等のfl良を

他のコガネムシ類幼轟の速度と比較すると1;j')24去の如くである.

温度の影響

ヒメコガネガj轟について， 12.5-14.90C， 18.4-19.0oC， 19.7 -20.0oCの3温度回に於ける

前進蓮度を比較するに， 12.5-14.9GCの様な低温の場合には蓮度の低下が顕著であるが， 18.4 

-19.0oC， 19.7 -20.0oCの雨視度匝の聞には明らかな相建は認められなかった.(第25表 a，b). 

護育科ー度との閥係

角iC25表 a，bの検定により， 18.4-20.0oCの範同内に於ては， i匝度の高低は速度の抵建に

顕著な影響を及ぼさないものと考えられるので， との温度範閣内で第3齢の初期，中期j，後期

及び老熟期の各期(体重t200-600 mg)に属する幼識の前進主主度を比較した・ その結果は第25

去 cの如くであり，最初の 6時間内に於ては，護育の程度ぽ'c3齢内に於ける)による前進速度

の顕脊な相違は認められない.然しながら結食欣態に沿いては，時間の経過と共に明らかな相

違が認必られ， 第3齢:初期の幼晶は 72時間後には前進運動をと行わす勺 老熟期の幼轟は柄化の



( 56 ) 

ための完全なj:符を作ってその1¥1に留まり，消 31愉1[1，後期の幼品のみが前迭を続けた.初期!

と中，後期の相港は体内貯蔵エネルギー茸の相違によるものと考えられる.又前進速度のJit績

欣態はツヤコガネ幼晶の方がヒメコガネよりもはるかに顕著で、あった. • 
第22表 ヒメコカe宇第3齢幼識の前進速度(巴m)

齢期

季 節 15月上旬

摘出向円、 I18.4-
四時、 ~I I 19.0 
-一
平均体重(mg)1 203 

初期

5月下旬 ι
民
一

vo-

期
一
上
一
↑
胤
一
問

中
一
月
一
弘
一

4

5月中旬

12.5-14.9 

519. 522 

守圭 老熟期

5月上旬

18.4-
19.0 

597 。。のa
9
H
 

A
リ

寸

I
l
l
1

凸
V

一

o
h
M

一
7
1

~一

o

w
d

一
e
E

O
U

一
aa宮町剖

期

I

o

m

 

利
一
品
「
十

月
一
小
一

R

H

A

V

-

凸

wu

1

5

 
a告

1
2
3
4
5
6
刊

5.0 
6.5 
9.5 
3.0 
5.0 
5.0 

5.67 

5.5 
14.5 
8.0 
4.5 
7.0 
12.0 

8.58 

8.0 
17.0 
12.5 
12.0 
7.0 
10.5 

11.17 

0.0 
0.0 
0.0 

"‘' ~・ 4
4.0 
2.1 

1.38 

aリ
向
"
に
u
v
oり
の
w
u
n
u

。dk
o
q
0

・A可A
凸
V

7.5 I 18.0 
16.0 I 6.0 
7.5 I 6.o 
5.5 3.5 
3.5 I 1.5 
15.5 I 4.0 

9.52 I 6.58 

2.0 
4.5 
13.0 
9.0 
9.5 
10.5 

8.08 

5.0 
1.0 
13.5 
12.5 
4.0 
5.0 

6.83 

車電

2.50 

8.0 
13.0 
7.0 
9.0 
8.5 
5.5 

8.50 

過

一
一

7
8
9
M
M
H
 

時 I:zr.均

1.4 I 5.2 I 
7.5 I 5.0 
0.5 I 3.8 
3.，2 3.3 
0.0 I 4.0 

1訓 3.30I ー

|22115訂正ご100;;1107二115;;忙 2|oor131431171010

72-74 

平均
::|07ioγ|oyol17J 二 0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 二jプ1171::

第23表 スジコガネ及びツヤコガネ幼識の前進速度

平喧 A. testaceipes A. lucens 

齢 期 第3齢中期 第3齢初期

平均体重 520.5mg 310.7 mg 

季 節 5月中旬 5月下旬

温 度 12.5-14.90C 20.0 -23.20C 

| 範園 (cm) 平均 (cm) 範闘いm) I 平
1- 6 0.0-0.8 0.3 2.0-15.5 10.0 
24-30 0.0-2.7 1.9 0.0-15.0 4.4 

締過時間
48-50 0.0-1.8 1.0 0.0-13.0 4.3 
72-77 0.0-11.5 5.4 
96-100 4.0 ・~11.0 6.3 
120-126 0.0-10.0 4.8 
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第24表

平重 名 |瓦工-it
向刷仰仲イ

2 53 
3 241 

3.初 203.0 18.4-19.0 9.5 5.67 
3. グ 311.3 19.7-20.0 14.5 171 .83 

Anomalα 3. 中 450.0 18.4-19.0 17.0 .17 
γufoc叩 reα 3.後 520.5 12.5.-14.9 7.5 2.60 

3. グ 439.5 19.7-20.0 16.0 8.88 
3.老熟 597.0 18.生-19.0 18.0 6.58 中島

A.luce冗8 20.0-23.2 16.5 10.00 

A. testαceipes 12.5-14.9 0.8 0.3 

各械がj鼠の前滋漣皮の比較

へC)度 |最ZT|平:Tl質験者
2 1 1f; l i:; |内問中島1必

Melolonthα|  
hippoc倒的niI 。aqo ¥ 13:|1♂ 

6.4 
8.2 

4.0 
4.7 

&mWF.RD'I'l，'F.GF:R 

1939 

第25表 幼識の前進速度の差の検定

a) 12.5-14.90Cと19.7-20.00Cの雨温度風間に於ける前進速度の差の検定

(ヒメコガネ 第 3齢後期)

要 関 偏差平方和 自由度 不偏分散 FFb=106.0693 =12.601 
8.4172 

級問分散 318.208 4-1=3 106.0693 F(α=0訓， nl=3，陶=30)ミ4.51
級内分散 252.515 10十1~十色十5=30 8.4172 

金分散 570.723 34-1=33 人 Fく凡

b) 18.4-19.0oCと19.7-20.0oCの隔温度鼠問に於ける前進速度の差の検定

(ヒメコガネ第3齢初期)

要 因 偏差平方和 自由度 不偏分散 F2.=15.3792 =149 
10.2917 

級問分散 30.875 4-1=3 10.2917 F(α=0.05， nl=20， n~=3) 与 8.66
級内分散 307.584 4(6-1)=20 lo.3792 

金分散 338.459 4x6-1=23 人 F>Fo

c) ヒメコカ9ネ第3齢初・中・後・老熟各期幼晶の前違法度の3阜の検定
(18.4-20.00C) 

要 因 偏差平方和 自由度 不偏分散 Fo= 17.95~ = 1.005 
17.863 

級時分散 125.67 8-1=7 17.953 F(a=0.05， nl=7， n2=40}主主 2.25 
級内分散 7l4.50 3(6-1)=40 17.863 

会分散 840.17 8x6-1=47 
人 F>Fo
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d. 棲息深度の季節的型化

コガネムシ炉、幼識の土壊~11 の挫息、深度を詳細にffi求するととは，誠描防除上民是正さなlc!i-柄で

るる.夏季，地表下敷糎の浅居で掃食，生長したがJ品は，秋季地温の低下と共同架厨に移行し

て越多に入り，翌春再び、浅厨に移動する事が多くの研究者によって報骨せられ，又夏季に激し

い日照のために上屠の地祖が著しく上品ずる時にも，下屠に移動するととが知られている.

北海道全般に棲息するヒメコガネの幼品について，札幌(石狩平野，洪積地)，沼111(宗谷，

京粘土地)， 鹿追(十勝原野，火山友地)の3地黙でその棲息、深度を調査した結果は第28同の如

くである.調査Iflil場はい歩、れもトドマツ苗!示で，札帳では地表下 22cmから，m川では地支下
n-18cmから荒粘土の基盤となっている.鹿追は軽乗客な火山次土である・

10 

20 

'0 

40 

.0 

'" 十 1芥

縦軸土壌深度(cm)
横軸土壌温度("C)技

びに幼議棲息摩

1946 ，.‘ 11 1制4ヲ

1?/V1I l"/X 30/X 

原 E子

第28圃 幼議棲息深度

(1.…6時

0-"'--・土壌温度¥2.…14時
l3.・・四時

1~.6 

ll;XII 

，.・6
・/x口

~U! 沼 )11

- 幼a分布

幼晶棲息、深度は第28闘に明らかな践に，鹿迫に於ては，夏季は地表下慣か 1cm科ーの所か

ら約25cmの深さまで分布するが， 5，...，15cmの聞のトドマツ細根の繁茂している屠に最も多く

棲息する.秋季，土居の土壌温度が下屠のそれよりも低下する頃から衣第に下屠に移り，最も

深く潜行する倒休は45cm迄謹:するが 20，...，30cmの聞に最も多くの幼品が認められ， 10月中

旬 (1948)には 15cmより浅い屠 (9，...，lrc以下)に 10月下旬 (1947)には 20cmよりj遣い唐

(7，...，8
0

C以下)に止まる幼品教が急激に減じている. 春季 4月下旬には棲息屠の地温は未だ

7_80Cにすぎや，幼晶の移動は認められない. 5月中旬の棲息欣況を見ると， 12cmより浅い

屠 (7-190C)に移動した群と 16cm以深の厨に止まっている群とに別れている. 而してその

移行黙の地温は凡そ 11-130Cを示している.

SCHWERDTFEGER (1939)によれば， M~lolontlla hipt>oc(lstani及び M.melolQnthaの幼轟は，
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lイツに於ては}1は地米 F5-りイ ンチのlIiJi'1:，冬は14-231ンブーのlIiJi'1:多数後見され， 幼織

の'F}世部への拶行は 9JJ '1' '11)から 10}j '1'
'11)のIHJで，桜.Q、婚のi品皮がlO_110Cの時i'1:hわれ，

雪之ぶの上府部への移行は 4}j '1' '10より 5}j rl，l '10のIl¥Jで，地1院が 7_10
0
Ci'1:注ーした時に行われる

という.KOSMACHEVSKH (1987)によれば VorQnezhでは多11民は地支下 16-56インチの問lで

行われ 5月前!IO期ji'1:地溢が 8.0-9.20Cκiliした時に上府部に移行し， 10 n初'1'0，7.6-9.20C 

に主主した時に再び干.肢に診るという. 又 PRTNZ(1928)は Pol¥州 llaolivie，.iの移動は地;衣下 20

cmのi脱皮が1O_120Cに迷した時に行われるi.tfを報じている

夏季l土土壌J-，屠部が下}帝都よりもr::;irJit.であるが，秋季気imの低下と;)1，ずに次第にその拡がな

くなり，北海道l乞於ては9月中 ・下旬より上勝部の}jがf山保となる(?-t¥221........1).との逆特別の地

j1Rは凡そ 18_1iOCを示す. ヒメコカ♂ネ幼品t，ほとのりiより次第に下厳に移り ，]0 n下旬，桜忠

清のI脱皮が 9_100CI亡低下するたn迄には地表下 20-30cm迄移行して越さらに入り， 主主存 11-

130Cに上昇した時i'1:jffひ、l'，fj!1!1JをD，JMiする材、に観察される.

卜跡地万は一般に杭:]:が少なく工|つ;ぷ訴がj長しいために，ゴJ;i(の凍結が著しく，新作で32

cm，幣latで 68cm，本別で82cm (1936"1'-11月-1937年 4月)の凍結を見ている (i也FlI，] 945， 

第 29[副). 然しながら都民の平均総主主tは211の 32cmが最も深いのにたいし (1894-1947の

統計 )，祭者古:棲息i~皮を調1Eした ]947-1949 I，f-の問は第26去の械に 2佑以上の積雪がある.

八鍬 ・衡藤(1944)によれば， l1i零封:と.:1:嬢}耳l事l，深度とのIHJには，

，、

D = a +'bs 但し Dは土嬢凍結の深さ，sは干1(4j:・:早1:(cm)， a， b f土升;数

. 

• 

平均最低気温周E布
(昭和四年1月，2月平均)

平均積雪開E布
(H7{和12年1月)

'ち， 

刈菌
JV
闇

布

引
位
和
記
十

凍
刊
凶

深

利

.29圃 寸勝地方P土壌凍4結 (1也Ill，194o) 
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第26表帯虜に於ける積雪賢

(札幌'ti'・l足袋象主)

年

1947 

1948 

1949 

M

M

U

M

1

2

3

4

 

0
・
1

2

1

2

3

4

5

w
i
'
A

唱

R

o
v
o
o
a
υ
O
A
M
y
l

防

d

A

V

-
A
'
b
w
d
W
4
q
o
 

0 

51 

66 

104 

83 

76 

0 

。
。
の

り

の

O

凸
ぴ

a笹
山

v

a

o

ρ

o

a佐
官

且

なる閥係があり，北海道に於ては 1月には約 60C11l， 2 nに
は約 90cm以上の積当があれば土壊の凍結は起らない事を報

じているが， 1947年 11月より 1948年3月迄の芽室に於ける

賞iWJ結果は第30闘の如くでるり， 土壌の凍結を見ていない

ために，数十糎の凍結を見る様な場合に取る幼識の行動につ

いては知る事が出来なかった.

JI: + ，i'，良 tゆ嘗剖
"。‘'・'9‘'1. _ . ..1'.1・‘8.

UI:.t.It"" f..t fI.'渇"・・・3

V

O

A

U

a

o

v

b

y且

W
4
0
0
A
υ

w
a
o
o
w
d
q
u
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第30圃 芽宅に於ける地中温度の境化(東， 1950) 

重粘土地帯の沼川に於ても相官童文のコガネムシ類の殻生を見るが，幼轟の棲息地はいす=れ

も表土がlOcm程度以上存在する場所に限られ 1-2cmより表土の存在しない地帯や， 京粘

土基盤の露出した部分には全く棲息しない.幼晶の潜行深度は一般に主主粘土の基盤に控:するま

でで格って沿り， 粘土居の中に入って土詩を作:った個体は 2-3頭より見受けられなかった・

札幌，沼川共に積雪量は多く，土壌の凍結は，晩秋の積雪前I'Z:，年により敢棋の硯右京討を見るの

みで問題とするに足らない.

e. 温度選好

コガネムシ類の幼晶が土壌中に於て上越の様な移行運動を行う要因としては， SCHWERDT-

F国 ER(1939)の指摘している如く， 土壌温度の饗化，幼晶体の生理的過程及び種の特性等が考

えられる. とれ等の内，土壌温度の礎化と幼晶棲息、深度との閥係については，各時期特に存季

及び秋季の土壌温度と幼轟棲息、深度の賓測値が多数報告せられているが，幼晶自体の温度選搾

能力，選好調度及びその季節的建化等に闘しでは何等報告せられていない様でるる.筆者はヒ

メコガネを材料としてとれ等の黙に 2，3の検討を試みた.

i.材知及び方法

賓験材料 1947， 1948年の 4月上旬及び下旬I 7月上旬I 8月下旬I 10月下旬I'Z:十勝岡



清水営林署鹿追苗l壇l及v::新得苗闘で、採集し

たヒメコガネの幼識について貫験した.

賞験方法 賓験装置は第 31闘に示

す如くでるる.雨端のみ鍛板張りの木箱A

(15cm x 15cm x 50cm)に充分洗糠した漁度

約 47%(封容水量)の海砂を満たし， との

中に幼晶を一様に分散放飼し(賓験1固に

つき 30頭以内)， B及びCにより夫々冷却

註び、に加熱し， A内の温度鑓化は gl-g7に

挿入した寒暖計により 1時間毎に測定した.

A内の温度傾斜が一定の値を示す迄に5-

6時聞を要した. 温度鑓化のえた況は第32

固に示す如くでるる.而して一定時間後に

Aを取出し一端より 5cm毎に第1匝(低

温部)より第10匝(高温部)まで各匿の幼品

数を調査した.
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曲，m

第 31圃貫験装置

A 雨端 a，bのみ銭板張りの木箱(この中に
中J薦議度の絢ゆを満たし幼識を放飼する)

B 氷に食躍を加えた寒期l
C 電気ヒータ【

D，E，F 鋸婦を充填した外壁及び蓋
G 寒暖計

gl-gr 寒暖計挿入筒所

〆

v'

J
 

温

底

仏語量時間

第32凪質験装置内のi且
度溌化の状況

約85%の幼識が 19..5"C

以下に移行し， 9.3-13.4
c
C(第2匝)に最も多く集合した・

第 3 齢中期(1JI~il.r\品数 60 頭，平均体重 352.1mg，第33f品1，2，B) 低温部に集まる傾向が

顕著で、あり 16.70C以下(第3凶以下)に 83%が移行し 50%が故低温部5.0-9.20C(第1匝)

に蛸集した.

ii. 賓験結果

a) 4月上旬

第 1齢後期(供I式品数30頭，千均体重16.2mg，第

33圃， 1) 低温部に集まる傾向が明らかで，供i式幼

品の 87%が 6.0-22.00C(第 1匝~第6匝)の聞に集合

した. 然し最も多く (60%)集合したのは 10.0-16.00C

(第3，4匝)の聞で、あった.

b) 4月下旬

第 1齢後期(供試品数20頭，千均体重 17.6mg，第 331益1，2，A)

第 3齢老熟期(供試品数30頭，平均体重.507.9mg，第33固，2，C) 就に消化管内に捕食
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物が認められや，ー体は乳黄色となった前蝋期に近い個体で、あるが，運動は未だ活畿でるる. と

の場合は第3齢中期の場合とは趣を異にし，約73%が 16.3-24.00C(第 4-第6匝)の聞に集合

した.

c. 7 月 J二七j

:i:j'c 2齢後期(供試品数180頭，平均体重113.8mg，第33同，3，A・B) 低温部に集まる傾向

が顕著で、あり，温度傾斜17.2-50.20Cの賞験に於ては 67%が最低温部17.2-20.20C(第1匝)に

蛸集し，温度傾斜 4.2-41.00Cの賓験に於ては 4.2-7.50C(第1・2国)に 82%の幼晶の集合が見

2 

.0 
4 

B 

-一一ーー・4 司一一ー一一

。。

5 

。
G 

。c 

1. 4月上旬 第1齢後期

2. 4月下旬 A 第1齢後期

B第3齢中期

C 第 3齢老熟期

3. '1月上旬 A，B第2齢後期
C 同上

第7眠に給餌

D，E第3齢初期
F 第3齢後期

4. 8月下旬 A 第3齢中期

B第3隊後期
110 。-5.10月下旬 A，B第3齢中期

F: 

ι主す;
~ 1. 9 !'l .・ 6 A '1 b・'"ι ー

トニ」ー~QO"IIi.___~_ 、々l

.33圃 illlj定器内の幼識@集合軟況

C，D第3齢老熟期

縦軸 f左幼識頭数
i右温度(OC)

横車曲 師別

一貫験開始時の温度

グ の幼品分布

_c一貫験終了時の滋皮

. グ のilJ品分布
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られた.

第3齢初期(供試品数 180頭，千均体重 176.2mg，第33固，3，D・E) 低温部に集まる傾向

は第2齢幼識と同様で、あり， 17.2-50.20Cの温度傾斜内では 80%が23.80C以下(第3匝以下)

に， 54%が 20.20C以下(第 1匝)に集合した. 4.2-41.00Cの温度傾斜内では83%が 11.00C以

下(第4匝以下)に， 37%が6.5
0

C以下(第1匝)に集合した.

第3齢後期(供試品童文10頭，平均体重535.8mg，第33岡，3，F) 体は淡黄色を呈した個体

でるる. 供試議僅か10頭であるが低温部に集まる傾向は明らかで， 40%が11.5
0

C以下(第1

匝)に集合し 220C以上には幼識が認、められなかった.

治:ji且部に給餌した場合(第2齢後期，供試轟敢90頭，乎均体重71.3mg，第331剖，3，C) 前.

記諸寅験に於て，幼識はいす=れも低温部に移行する故，高温部に食餌の存在する場合にも同様

の行動を示すか否かを知るために，との賞験を行った.食餌としては新鮮なトドマツ細根を用

い，とれを第7匝(加熱壁より 15-20cmの間)に給した.給餌匝の温度は28-290Cを呈した.

幼晶の集合朕態には2個の山が認められ，給餌匝及びその附近に 48%，低温部(170C以下，第

1・2医)に 38%が集合した.

d) 8 月下旬

第3齢中期(供i式識童文50頭，平均体重t241.5 mg，第33岡，4，A) 34%が1O.1-15.20C(第

2匪)に， 68%が 20.40C以下(第1-第3匝)に集合した.

第3齢後期(供試晶童文10頭， 21~均体重 509.1 mg，第 33岡， 4，B) 体は淡黄色を」乏した個

体でるる.供試品僅か 10頭についての結果であるが， 80%が21.l
0

C以下(第3医以下)に集合

した.

e) 10 月下旬

第3齢中期(供試晶童文60頭，平均体重 293.4mg，第33闘， δ，A・B) との時期に於ける幼

掲の集合は非常に純であり t 1.3-41.40Cの温度傾斜に於ては供試晶の 50%が10.0-11.7
0

C(第

5直)の 5cmの・聞に崎集し， 67%が 10.0-14.4"C(第5・6匝)の聞に見出された.温度傾斜1.00

-15.irCの場合に於ても 11.3-12.50C(第6・7直)に 47%の幼晶が集合した.

2(c 3齢老熟期(供試議童文60頭，千均体重440.1mg，第33圃， 5，C・D) 休は黄色で消化管

内に捕食物を認めない老熟幼品である. 集合AA態は第3齢中期の場合と同様で， 37%が 11.70

-14.4GC(抗6医)K，73%が1O.0-17.30C(第5-第7匝)のi聞に集合した. 以上各季節に於け

る各齢期の結果を要約すれば第27表に示す如くでるる.
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季節

1・米

1・末 20 17.6 19.1 24 5.0-38.0 19.5以下 85.0 9.3-13.4 35.0 

4月ド旬 3・中 60 352.1 19.0 20 5.0-39.0 16.7以下 83.3 9.2以下 50.0 

3-老 30 507.9 18.2 20 5.0-40.5 16.3-24.0 73.4 16.3-24.0 73.4 

2・末 90 117.0 19.5 20 17.2-50.2 23.0以下 80.0 20.2以下 66.7 

2-末 90 110.5 18.5 20 4.2-41.0 8.8以下 83.3 7.5以下 82.3 

7月上旬 3・初 90 177.0 19.5 20 17.0-49.1 23.8以下 79.9 20.2以下 54.3 

3・初 90 175.4 18.0 20 4.0-42.5 11.0以下 83.4 6.5以下 36.7 

3・後 10 535.8 27.7 20 7.5-38.6 22.0以下 100.0 11.5以下 40.0 

3・中 50 241.5 25.4 8 5.3-44.4 20.4以下 68.0 10.1-15.2 34.0 
8月下旬

3-後 21.1以下 21.l以下10 509.1 25.1 8 8.0-44.6 80.0 80.0 

3・中 30 324.3 10.7 8 1.3-41.4 10.0-14.4 66.7 10.0-11.7 50.0 

3・中 30 262.5 12.0 8 1.0-15.3 6，4-12.5 79.9 11.3-12.5 46.6 
10月下旬

3・老 30 441.7 lu.7 8 1.3-41.4 10.0-17.3 73.3 11.7-14.4 36.7 

3-老 30 438.4 12.0 8 1.0-15.3 11.3-13.3 63.3 1l.3-12.0 30.0 

7)Ll:lO I 2米 I90 I '71.5. I 26.3 I 7 I 5… 
iii. 考察

以上記述した賞験成績に基づき， ヒメコガネ幼晶の端度選好ーにつき検討すると，弐の如く

である.

夏季 1年を通ヒ一般に比較的低i旺部に集まる傾向を有するととが1切らかで、ある.即ち

金供1式轟(給餌貰輸を除く)690頭の内， 20CC 以上の匝に留まった111.1休は慌か 6.~% にすぎない.

然しながら特に 7月上旬の賞験に於ては， fiJjO或1会7JjOC以下の低i監部に多数の1141体が開集

L，とれ苛;の1lAl休は低i慌のために感魔を消失し，休は弾力性を夫なっていた.幼晶がとの献な

f旦i置を選好するとは考えられや，むしろ賓験開始首初に比校的低温を求めてとの匿に集まった

幼品が，極度が刻々低下するために動作が次第に綬慢になり，f1j.び冶ii毘部へ移行する以前にと

の磁のi院皮が出動混度範同以下に低下してしまったためであろう.然しながらとの椋な低温部

に弱まる傾向は 8月下旬以後の寅験では減少する事貨から，夏季に於ては，適温以下の温度

を;敏感に感受してとの地匝から遁れる能力が，他の季節より微弱でるると見るととが出来ょう.
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秋季 8月下旬以後の貰験に於ては， 最低温部(第 1極)に留まる個体が減少して 10
0

;";

150Cの聞に多数集合し，越冬直前の 10月下旬に於ては， 1O-12
0

Cの狭い範囲に過午教の幼識

の集合が見られた.即ち秋季には相営高度の温度濯搾能力を有するものと考察される.然しな

がら 10月下旬に幼品が多数集合Lた地匝の温度は 10.0""1.J.5
0

Cでるって， 賓験開始時の温度

11-12"C を中心とした狭い範囲である故，幼品が 10.0- 14.50C の範囲を選好してとのI~に集ま

ったものが，或は賓験中の温度鑓化正雄って，賓験貰施中に温度越化の少1t.かったとの極に集I

まったものか明らかでない. 然し 8月下旬の賞験に於ても，賞験開始時の温度が 25-26
0

Cの

高溢であるにも拘わらや，やはり1O.1-15.2"Cの如き， 10月下旬の貰験と大差のない温度地面

に集合している事責から， 秋季に於て幼晶が選好する温度は1O-15"Cの出jであると思考され

る.

以上の如く，夏季には低温に封して鈍感な幼品が，晩秋に近づくにつれて低温に封して敏

感になる現象は，越冬期に近づくにつれて，幼晶体に生理的鑓化が起った結果に基づ‘くもので・

あろう.土壌温度は，夏季のttlJは上屠の方が尚温であるが，秋季の抵湿の低下と共にとの闘係

は反騨し， 北海道に於ては第22闘に明らかな様にノた体9n下旬から上厨の方が低温となる.
低温に封して鋭敏になった幼晶は，特に朝夕の低温を避けて漸失下厨に移るが， との頃の温度

は未だ千均14-160Cを示している故，た必盛んに捕食を韻け 10月末に至って越冬に入るも

のと考えられる.

春季 上記のru搾能力は， 翌春4月上'I'o，地温がな沿 2_40Cの低温を示し，幼品が未

だ活動を開始する以前までは保持されているが(第28困及び第33岡， 1参照)， 4月下旬の貰験

に見る如く，春季，嬬食を開始じた幼識にあっては，再び低温に堂、Iして鈍感になる様に観察さ

れる.

宮崎化期 コガネムシ類が師化に|探して，夏季の棲息屠と越冬閣のそれとの中間部に集ま

る傾向のるるととが多数報告されているが 4月下'I'iJの寛験で、HJjらかな如く，第3齢中期の個

体は低温部に留まるに拘わらや，師化期に近い個体は 16.3-24.0~C の温度匝に集まる. との様

に踊化問に近い1rAj休はi鼠度に封する感受性カ子治1いので， 日中と夜間との温度礎化の激しい土居

部を避けて中居に集まるのではないかと考えられる. 叉との時期Hr.於ける選好温度は秋季に於

けるlO-15"Cよりも約5_100C高いJ;lJ.が観察された.

食餌の存(J:する場合 7月上旬の賓験に於て，第2齢幼晶が， j量餌の存在1.-ない場合に

は低j毘部に集まる傾向が相首顕著で‘あるにも拘わら歩 30T附近の地面に食餌のイ手在する場合

には，幼品の集合Jlk態に 21同の山の認められた主主は，賓験開始時に給餌師より高沼部にあった



(“〉

幼識がいやれも給餌匝に移ってととに留ま t，給餌匝よ b低温部にるった幼晶が前記諸賞験と

同様にさらに低温な方に移行した結果であると考えられ，食餌の存在により温度選好性が撹乱

されたものと推定される.

4. 前蝿及び蝿

a.経過

老熟幼品 (3年目の幼晶の一部及び4年目の幼晶の全部)は土関内でサc第に休の弾力性を夫

い，外部より刺戟を加えても腹部を動かすのみで，頭部，口器，脚等を動かし得なくなる. と

の時を以て前蝋期の始めとすれば， とれ等の老熟幼識は 6月上旬より 7月上旬の聞に 1週

IUJ内外の前納期‘を経て!I!i1i化ずる.

前

鋤

士曲

b. 空気濃度との関係

l苅蝋期より削期を経て~~化に至るまで，晶体は地表下十数糎の土語内に静止している荷

。d
， 
100 

同

国 語 20 tG・

踊期は不良環境に封する抵抗性が甚だ弱<.土嵩を破壊

した場合には師化出来十，時に柄化し得た個体も幼識の

殻を被ったままの奇形とたり 1頭も羽化出ういない.土

謁を破壊した場合には，土塊が直接晶体に接聞し，或は

晶体を墜迫する事等が難死に至る最大の原因ではあろう

が，空気漁度の均衡が首Lされる事も大きな影響を有する

ものと考えられる.

ヒメコガネの前!I@位びに拘fJに就き，種々異なった空

気漁度中(訴さ度の調節には ZWOLFERの方法を用う)に於

ける体重の鑓化を測定した結果は第 34闘に示す如くで

ある. 府i化及び洞化の可能な範聞は空気揚度100%，或

。1 ム目よ ら ... は晶体が撮った基盤に直接接している場合(空気満度は

第34園 前蛸及び輔の各議度に於

ける体重鐙化(賓験開始時の

体重を 100とす)

1.空朱濃度 ]00%，漁った基
盤に接した個体，正常に馴
化誼びに刻化

2. 空気滋度 100%，漁った主主
盤に接しない個体.正常に
蝋化技びに羽化

3. 2.と同様の{条件，脱皮出来
ない個体

4.空気滋度 70-80払蜂死

勿論 100%)のみで， 70-80%の空気滋度中に於ては 1

個体も踊化及てx羽化出来十，晶体の乾燥欣況の時間的経

過曲線は，前納期に於ては，恰も漁ったi@紙を乾燥せし

める場合の如くでるり，水分の逸散に封してイロI等の調節

作H1も認められない.削期lに於ては概弱ながら調節作用

が認められ，経過曲線はほぼ直線を葺いている.探して

前明朗に於ては， 前踊初期の 85%まで体重が減少した
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A型 1積の調節作月j

の王見われ

B型 A型よりは弱い
調節作用

C型非常に微弱な誹i
節作用

D型何等かの物質代
謝に原因するもの

E型調節作用の形跡
を言認めないもの

(甲識の成識は別)

場合には，踊化の際に幼晶殻を肱する事

が出来す勺 60%迄減少した場合には舞死

毎

時

閉

'

魯

払

d'

した.

小泉(1934)は昆晶体からの水分護散

それに封する晶体自身の調節作用とと，

の闘係を研究し，体重の減少を時間的経

/¥/、ノ'¥水分護散過に従って固示する事により，

に劃する調節作用の程度を第 35闘に示

生壬4且時間ナ様tt.5種類I'C分類した.筆者の観察に

.35園水分議散の時
間的経過{小泉，1934)

コガネムシ類の前踊期はC型に，よれば，

A. da1-.1.n・

れ
/; 

I〆ヘ~ヘ‘ヘ1

/ 

A.1¥1O.鴨.

ρ、
点、

J ‘ 
q ‘ 
H ・
11 
A‘ h 

/' /， -， ， 
o.oo~ー~司
同個

蛸期は B型に属する.
， 
..・a・
岨岨a1anto創.....・・.11温度と護育謹度C. 

。.1馴隔の護育強度と温度との闘係は第36

。・帽|

ツヤ

サクラコガネ共に約 300Cの温

ヒメコガネ，国民示す如くでるる.

コガネ，

o. s。
度に於て最も護育が早<， i-8日で羽化

輸の霊童育速度とi昆度との関係第36嗣
それより高温では護育が阻害せするが，

野外に於ては約3週間を要する.350Cでは 100%の籍死を見た.られ，

第 36固から考察す低温部に於ける飼育結果が扶けているために正確定記事はいえないが，

又温度の上ヒメコガネのそれが最も高い.ツヤコガネの輔の護育限界温度が最も低<， るに，

即ちヒメコヵーネヒメコガネの軒!の護育蓮度がツヤヨガネのそれよりも tlLくなる.昇につれて，

300C附近ではヒツヤコガネの柄は護育出来るが，の隔が護育出来たい 100C附近の低温でも，

メコガネの隔の方が早く踊期聞を完了するものと考えられる.

ヒ十勝地方では.5月中旬にはツヤコガネの老熟幼晶の約 13%が前直前期に入っているが，

叉北海道各地のツヤコガネ及びヒメメコカ、、ネの老熟幼晶は未だ1m援に的勤し得るJ伏態にある.

一般にツヤコガネの方コガネの成品の護生時期は，第34表情d.附去参照)に示す如くであり，

との様な相違を生やる原悶は，前主主に越べた椋にツヤコガネの老熟が童文日早く鼓生している.

ヒメコガネの老熟f4J品には :Ht三!1の幼最も混じて幼品は蜘化後40¥1三nの幼品であるのに封L-，

ツヤコカ。ネの老熟幼議，

前納及び何iの護育限界混度がヒメコガネのそれよりも低視である事が大きな原悶と考えられる.

ツヤコノカ守ネより少し遅れて桶化する事も考えられるが，いるために，
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第28表 蛸の霊童育速度

温度

("C) 

Anm問 Zαrufocupreα A.luc側 8 A.da伽仰側
自前期間 | 謹書抽出 |血鴎期間 | 盛吉柚串 | 踊期間 | 蕗吉抽出
(日 民同理品 | 日 民同四局 日 民同理局

17.2 23.8 0.042 24.5 0.041 25.7 0.039 

18.7 25.0 0.040 

19.6 20.5 0.049 

21.5' 16.9 0.059 

25.0 10.3 0.097 10.3 0.097 9.8 0.102 

30.0 7.6 0.132 8.2 0.122 7.9 0.127 

35.0 死 予E 死

5. 成轟

本邦に於けるコガネムシ類の成識の食性，産卵習性，鵡光性等に闘しでは岐に多くの研究が

ある(茨城農試 1933b， '35 b， '38 c， '38 e， '39 a， '39 b ;紳谷， 1933 a， b， '34， '37 a;勝又， 1929; 

川口， 1934;桑名・田中， 1927;桑山・山田・森， 1939 b;松井， 1948;村山， 1934;津， 1931 a， b， 

'35 ;津・寺LLI・大野， 1933;津・Hl村， 1949;酒井・鮫品， 1936;佐藤， 1935;清水・大野， 19却;

会一

一一

D 

第37圃誘殺燈

A ガラス板 B電球(60W)

C 漏斗(直径60cm) D 鍵

高井， 1939;柳原， 1935). 而して成品の諸性質には北海道

としての特性を認める事は出来ない.

分吋i主主びに護生消長噌;に闘しては，新品・木下(1923，

1927)，桑山 (1937)，内向 (1943)によってその概況が報告せ

σ 

まd文正{川和a.t;"吋

且 ι 富井 ~U品tl..' j:圃A

第 38副 北海道の気候極分立主びに誘殺燈設置個所

(符競は第29表に同じ)



臣官.

第却袋 北海道の気候区分権投ぴに誘殺燈設置個所作札幌管区気象蚕， 1949.) 

11 ~2t'~~1 嘘pfh1lF官[叫| 誘殺燈設置鋼所 度年集採分

腎にl夏季初秋l1. 繭中島山苗苗圏鴎 松前郡市高島町 1950 
南‘ オ昂 部 S 8-9 -2--4 

に豪雨あり 2.大 亀岡郡七飯村学大中 ~I， 1950 

晩少春な季いに | 南 部 .T8 21-22 
-3--5 

8内タト
沿岸 Jml -4--6 

春1:'季に、
3.小樽苗圃 小樽市幸町 1949-'50 

ない

日本海保l1 4k 
7内タト -6--8 4. 北大演習林資験苗圃 札幌市北8俗間11丁目 1948-'50 

部 .Tn 6-7 120内外 1-5--8 早タ春な季いに

|後志火灰山減 .Tv 5~・6 一7--9I春季に 積雪が多い| 5.民狩苗圃 虻図書官民狩村 1950 タない

噴火湾沿岸 pv 
21-22 -5内タト

早タ春な季いに

7-8 
6. 北大内演苗習林圃苦小牧汲出所 苫小牧z市p取外高村丘字 1949-'50 

際援・日高沿岸 PW -5--8 
7.振 沙流郡振内 1949-'50 

ー沿岸 Pmi 18-20 -7--10 
初夏に霧

8.大樹首圏 足量尾署官大樹村学上大樹 1949-'50 が多ぃ

太平洋側十勝 6内タト
9. 新農業得t丘物苗苗理研関圃究所芽室分室 河西川郡都芽新室得村元上新佐幌生 1948 

平野 Pm2 20-21 -10-ー11きを季にタい 10. 上 得町 194.8 
11. 鹿 河東郡鹿追村 1948-'50 

初夏にi農 12. 上中標尾津幌事苗業圃所 標厚津岸郡郡厚中燦岸津町字村上尾幌 1949-'50 
沿岸 Pel 17-191 -5--8 第が多い 13. 1949-'50 

根室 3-6 

平野 hョ
初夏に霧
が多ぃ

20内外
14.美幌苗圃岡 網走郡美幌町字烏6競里線 1949-'50 

オホーツ
南 部 08 5-7 

海氷が多い 15. 中湧別苗 紋別郡下湧別村 1949-'50 
ク海側 tこ すよU、

北 部 On 4-5 20-21 16.沼川苗圃 宗谷那稚内田T字沼川 1949-'50 

17 主北金近大大審山支ヌ演積菌菌i盟習回棒鴎岡鯵母1演γ習重林看滋守問所所 空上雨中H知川川ー崎郡郡郡精郡雨東製常名寄宮加盤薦廷橋町村内回村村字村守L守恒二脅Z合Y威山

1949-'50 

雪北部がに積
18. 1949-'50 

盆地部 h 5-6 20-22 -8--11 
早さb春な季いに

多ぃ
19. 1949-'50 

内陸 20. 竪 1949 
21. 子府 1949-'50 

山岳部 12 4-5 20内タト -11以下 積雪が多いI 22 咲留麟底 上川郡朝日村似峡

r， 

s 
¥J  
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られているが，草者はとの貼を一層l切らかにするため，第:nl品lの校友訪殺燈を第29表及び可5

38岡に示す女1I¥，北海道内22箇所に設置し， 7 n上旬より 9Jj Ip11Jに至る 2箇n午の惜j貼燈

し，誘殺燈下部の曜に落下している昆品全部を毎朝採集して筆者宛送附を受け， との標本によ

り調査した.調在期間ほ 1948年より 1950年迄でるり，各年の調査直域は弐の如くである.

1948年度 札幌及び寸・勝;地方のみで、調査した.

1949年度 道市地万を除いた各地匝に於て調査した.誘殺燈設置筒所は 13箇所である.

との内，苫小牧，振内，金山，大樹，上尾幌，中標持及び中湧別の7箇所は採集開始期が成品

殻生開始期よりも握れたために，叉映留に於て採集した標本は，最盛期約2週間分を輸送途中

紛失したために，共に確賓な童文を知り得なかったが， その概況は知り得るものと;1ラえられる.

1950年度 会期間，全道的に調奈する事が出来た.

以上3筒年聞の採集結果を地匝別抗びに種類別に表示すると第 30去の如くである. 付hJ附

表参照).

.JlU・種類別平時鯨頭敏(年次平均)

いlb3-iz--;(引1~干ヒコノ l ヒメ lJJ45:123121i司計
副局|削|10|10|mo…。 75.0 0.0 1206.0 0.0 53.0 1.0 1090.5 

大中 111 75.0 I 0.0 I 0.0 i 738.0 I 351.0 I 13.0 309.0 22.0 6.0 0.0 68.0 9.0 1591句。
札幌必0000030l248007 475.0 0.7 0.3 0.0 7.3 1.0 778.0 

苫小牧 39.0 I 80.0 I 1.0 I 0.5 I 790.5 I 5.0 232.0 16.0 15.5 36.0 30.0 49.0 1294.5 

振内 379.0I 5.0 I 3.5 I 434.0 I 575.0 I 133.5 翁7.5 0.0 36.5 1.0 30.9 0.5 1862.4 

大 総 5.5 0.0 0.5 84.5 1502.5 8.0 1$00.0 0.0 15.5 0.5 32‘O 0.0 3449.0 

芽 言霊 0.0 0.0 0.0 11270.0 3124.0 7.0 19693.0 0.0 1.0 0.0 99.0 0.0 24194.0 

新 f事 1.0 0.0 0.0 323.0 170.0 210 1385.0 0.0 4.0 1.0 2.0 0.0 1907.0 

鹿 111 0.0 0.0 0.0 443.71 863・7 2.0 1719.0 0.0 1.7 0.3 451.3 0.0 3481.7 

上尾腕 10.5 0.0 0.0 0.0 509.0 0.0 106.0 0.0 0.5 17.0 0.0 0.0 643.0 

中摂津 31.5 0.0 0.0 0.0 5375.5 0.0 388.5 0.0 18.0 0.0 0.0 0.0 5813.5 

美 腕 2.0 0.0 0.0 21.0 2958.0 93.0 1541.0 0.0 4.0 0.5 15.0 0.0 4634.5 

中湧別 26.5 0.0 0.0 0.0 176.0 38.0 139.5 0.0 13.0 0.0 0.0 0.0 393.0 

金 111 16.0 290.0 0.5 36.5 0.0 2.5 0.0 0.0 0.0 559.5 

近 文 42.5 91.0 49.5 140.0 0.0 6.5 0.0 148.5 0.5 517.5 

名 寄 49.0 I 0.0 i 0.0 12.0 132.0 126.0 66.0 0.0 8.5 0.0 32.0 O~O 425.5 

上音威子府 0.5 0.0 1.0 11.5 167.0 202.5 592.5 0.0 69.5 4.0 0.0 0.0 1048.5 

政 脅 12.5 0.0 0.0 1.0 141.0 0.0 25.0 0.0 8.0 0.0 0.0 0.0 187.5 

1
1ω削0ω附0

μ 戸J恥|川a州 0 侃引16 引3鎚飢削叫3幻叩叫11川1川I1 回判I53叫8回叫2ペl附州I0 川0.1仙1111.8刈0川I0.1叫1川I1附0∞馴0ω 0 
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第31表字句別捕獲総君主
(λ ジコガネ属のみ)

1948年度(満月 21/W，19/咽)

月日 i札幌i新f司艇[芽室
一雨戸内(大尚治時I~~I伽l判明l

VI25-29 I 
30-~][4 

v1f 5-9 
10-14 1 1 51 491 68 

15-191241 91 111 69 

20-24 j 182! 1271 392; 1140 

25-29 1219130111460! 1375 

30-珊3i 50 134711693 i脇町
nn 4-8 1 281246[1321110517 
9-13 1 2415481 936: 2930 

14-18 1 15! 268 1 490! 1685 

19-23 1 11 531 2091 442 

29-K2 

K 3-7 
8-12 

13-17 

18-22 

23-27 I 

5 

V!25-29 

30-~][4 

~][ 5-9 

10-14 

15-19 

20--24 

25-29 

30-咽3，m 4-8 
9-13 

14-18 

19-23 

24-28 

29-K2 

]( 3-7 

8-12 

13-17 

18-22 

23-27 

28--X2 

5 

57 

161 

139 

78 

判梼
6511301173 

196 

40 i 644 i469 716 
15 2391491 69 

88 

21 441 87 58 

3 50 

4 

4 

‘“ ' 
80 

294 94 1351 48 I 90 

454 2111 165 44 90 211 2 1 56 

262 341 89 26 91 5 :57 2 

168 941 52 16 122 

93 2421 433 20 151 21 栄養 26 

135 18511801 33 156 

15 901 792 30 79 71 1 10 

48，3038 13 74 

2911276 8 43 2249 1 
101 84 7 9 

13 1 

2 

2 

2 

28-X2I I 器採集開始が成議後生開始よりも遅れた事を示す.
一一 梢この間の標本紛失

3 

39 

8 

52 

136 

277 

187 

84 

16 

39 

1 

日 I~~; I ~~I J~.I-I副長円) ~fM Idf;f副よI~~Iよ~Iム~一一 i判例需
一一一一一一一一

V!25-29 
30-~][4 1 6 11 3 1 

VJ[ 5-9 20 91 4 15 112 2 2 23 5 9 

10-14 27 55 58 18 63 234 4の4 7 19 99 1 38 39 

15-19 145 399 161 121 449 428 69 1446 2739 125 6 133 B 128 68 

20-24 316 460 358 142 499 1002 516 69 1597 154 36 142 15 125 188 

25-29 150 164 75 96 147 708 401 49 793 103 7 47 10 61 272 

30-珊3 91 162 77 102 101 1063 66 829 48 30 19 36 53 344 

~m 4-8 195 171 195 168 324 958 31 706 18 60 35 31 18 155 

9-13 87 35 48 97 113 550 。ミ》 234 37 27 5 11 53 

14-18 14 3() 21 53 73 254 7 53 65 36 2 8 101 

19-23 19 16 4 44 174 12 46 44 6 17 

24-28 2 1 124 1 1 2 2 

29-](2 3 159 2 1 8 

]( 3-7 1 1 3 

8-12 1 

13-17 1 

18-22 1 

23-27 

28-X2 
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a. 費生消長

成品の護生消長はM~ 31， :32， 3:l， 34 去及び第 :39， 40 凶に示す如くである.後生の批も !~lい

のは函館附近，石狩及び上JIl:地方で， i n上旬に [11• くも成惑の認められる事があるが，殻生初

期I(全飛来童文の 5% が飛来し経る時期)は 7 月中旬前午，最盛期は 7 月下旬~8 月上;[U，護生格

殿l(95%が飛来し絡る時期)は 8rJ中10後牛で、ある.最もlli，いのは根室地方及び内陸山岳部で，

7河下旬前午から護生， 8 n中1U最盛，護生絡期は 9J:j上11J後牛で・ある.太平洋側の各地を比

較すると，大中01，ii小牧，振内，大樹，上尾幌，中標津の)1頃で南西部から北東部に向って護

I司

南端部

日本海側中部

際振・ Hi%

第34表 ヒメコガネ・ツヤコガネ爾種の褒生期間(月・匂)

| Aゆ仇 A 加仰

飛献来初朔 l 最盛期 i 飛来鰍終期 | 飛琳来初期 I :最最盛期 | 
|門-I 小
一一一一一一一一一斗I7-下 ~8小.土上~ I 8-中 7-中 |一一一一一一一
7・中 7・中

7・下 ~8・中 7・ド 8-上

飛来事冬期

8・J:.

17;:上 8・上~8・中

小下-8・土

8・下 8・F

8・中

第35表 雌 議 率 (%) 

A.r防|空n陛鹿空 A.lncens A.伽伽4仰 α
期間

新得 近 新得 鹿 t阜 新得 鹿追

VII10~14 0.0 0.0 0.0 31.4 33.3 0.0 

15-19 33.3 0.0 0.0 20.0 100.0 0.0 

20-24 42.6 30.7 87.1 77.3 68.2 68.4 

25~29 49.0 38.2 73.1 83.3 72.9 77.7 

30~\1Il 3 49.8 61.0 94.1 93.4 77.5 82.6 

¥1Il 4-8 66.4 53.5 72.5 97.0 60.9 78:3 

9~13 64.2 69.0 95.0 97.0 61.2 100.0 

14~18 66.0 49.6 90.0 100.0 55.6 84.6 

19-23 56.7 52.2 100.0 100.0 100.0 88.9 

会期間も 62.5 53.4 81.4 88.6 54.3 80.5 
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内陸盆地では，生がj出れている.オホ{ツク海市部はRr*i方耐とややせ;しい設生消長を示す.

イ問夏季に故も r~)(盛な中央部が故も Itl く護生し， 1'1寄，上昔l或r-府と北上するにつれて逃れる.

端部の幅島に於ける護生期が函館附近よりが:J!1~旬遅れる原因は明らかで、ない.

各種類別に費生消長を比較すると，地域的~最も護生の早い大中山に於ては， スジコカ。ネ

ノ、ンノヒメコカ「ネ，ヒメコカゃネ，斗l}-クラコカ「ネ，それに績いてツヤコガネ，が最初に出現し，

~:"i IJ~牧，札幌附近

十勝，根室地方では

ドウガネプイプイの順で、約午11]十つ誕生が遅れている.ヒメサクラコガネ，

中練習F

••••••• 
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.•••••••••. 
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.•••.•• 
曇帳
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ではツヤコガネが最初に護生するが，種類間の来はあまり顕著で、はなく，
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.40圃 霊童生消長 (1950年度)
ツヤコカ・ネ ノ、ンノヒメコガネ

サクラコガネ ドウガネプイプイ

スジコガ宇

"flr 

"flIr YII 
後生消長 (1948，'49， '50年度)
ヒメコガネ

'111 

第39圃
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第41圃 成品飛来jl~'長

(1時間毎)

図畑町h
e・¥1111・n・ロ A・三世相.

~. A・F・ItOOQpr"・-

o .宇・4
."8乳
母ι ・M民

各種一弾に護生する.

性比はみiC35去に示す虫uくでるり， 護生初期には

維が多く飛来するが，最盛期に入る頃から雌が多くな

る.

日週性は第41固の如くであり， 日浪の1時間後

から 1-2時間の間に最も多く飛期する. 2， 3の報告

では日出前にも盛んに飛期するごとく報ぜられている

が，年j者・の翻察でサ主認められなかった.

IV. 分 布

誘殺燈による成品の採集結果及び各被害地に於け

る幼轟採集結果に基づいて，北海道に於けるコガネム

シ類の分布について;Jラ察する.1，材木項に於ては，スジ

コガネ届の各和の他K，ヒメピロ{ドコガネ (Sericaorientalis MOTSCHULSKY， 185i)， ナガチヤ

1875)， シロスジコヵーネ

コガネ(Hettophyllaticea MOTSCHULSKY， 1857)，コクロコガネ(Lachnosterna世icea(WATERIIOUSE)

(Granida albolincata 1¥101'-

SCHULSKY， 1861)，ヒメス

ジコガネ (Mimelaflavila-

bris WATERHOUSE， 1875)， 

マメコガネ (Potilliajapo-

nica NEWMAN， 1838)等

に闘しても若干欄れると

ととした.

a. 護生量

i. 地直別捕獲線、童文

成議捕獲総数を地直

別に比較すれば，第42闘

に明らかな如く，太平洋

側の謄振， 円高，十勝，

制
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第42園 地区別総捕獲鍛(1948-'50平均)並びに元村(1932)
の方法によるコガネムシ鮮の比較勢作 IV，c.参照)
A 幅島 E振内 I 中標津 M 近丈
B 大中山 F 大樹 J美幌 N 名寄
C札幌 G 鹿in K 中湧別 O上音膝J-府
p背小牧 H 上尾腕 L 金山 P峡留
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釧路，棋宝及ぴオホーツク海側南部の各地匝の火山次地幣に於ける捕獲量が最も多い.共いで

道南端部の渡島;方面が多く，最も少ないのは内陣部であるが， ととに於ても一様に相蛍敷の捕

獲が見られた.

U. 租類制捕獲欣況

誘殺燈に飛来するコガネムシ類を， その捕獲量の順に表記すれば第 36表の如くである.

北海道全般に棲息し，且つ最も費生量の多いのはヒメコヵーネ，ツヤコカ。ネの 2種でる札 との

2種で捕獲線、教の 8i%を占める.他の種類ぽ遥かに少なく， a'~ 3 f立のサクラコガネに於ても僅

か i%I'C満たない.しかしながら第3位以下の各種ほ，分布地域がある程度極限されているの

で，分布の中心地附近に於ては相常的iい護生喜容を示しているととはj主意すべきである.北海道

全般及び各地匝に於ける積類別捕

獲互容は第43闘の如くである.

.36表各種捕獲量の順位

種 類

1 Anom伽ゆ仰向αI~~'~~
2 A. lucen8 : 33.11 

3 A. da合n似，nα 6.57 

4 A. testaceipes 1.87 

5 Hept叩hyllap伽 α 1.80 

6 Anomαtα 制旬lti祖tγiatα 1.53 

7 A. cupreα 0.77 

8 A. costatα 0.23 

9 Mimela sαvuabris 0.11 
10 Lαchnosteγnαpiceα 0.11 

11 Anomalαgenicul，αtα 0.07 

12 A. holosericeα 0.01 

b. 種の分布

ヒメコガネ: 北海道全般に

棲息する.その教も甚だ多く，コ

ガネムシ類全捕獲量:の 54%を占

める.最も費生の多い地匝はト勝

原野で，会道のヒメコガネの約80

%がとの地直で捕獲された.又十

勝原野のコガネムシ類U約69%
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.43聞 各採集地に於ける種類別捕獲寧
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がヒメコカゃネである.共に多い地区は勇梯原野，日本海側中部平野及び、内陸盆地北部である.

分布の ~I~心1) (第48岡)は 1.勝原型判じ西部の新作の京北右瓜幕附近である.

ツヤコ Jゲネ: 線、捕獲量の 33%がツヤコガネであって全道的に棲息するが，太平洋治;i~: ， 

特に東部方面に於ける費生が著しく， 根室原野に於ける捕獲量は全道のツヤコガネの 39%に

営り，根室原野のコガネムシの 91%がツヤコガネである. つぎに多い地面は十勝原野，オホ

ーツク海側南部及び謄振・日高地方で， とれ等太平洋岸火山友地帯に於て全道のツ-y.コガネの

90%が捕獲された.分布の中心は雌阿寒吊の西南西，足寄川上流， I'".足寄附近である.

上記2積が北海道全般に亘って最も護生の多い開類であり， との 2積で1 ガネムシ類線、捕

獲量の台i%を占めている.

サクラコガネ: 総捕獲量の 6.6%がサクラコガネである. 北海道市端部のコガネムシ類

の約 33%がサクラコ力会ネで，同地面種類別捕獲率の第lf立を占めている. 然しながら殻生量

は太平洋側の脈振， 日前i及び十勝原野の方が多く， 全道のサクラコガネの 79%がとれ等の地

国で捕獲された.根宅原野には;mしないものと足、われる.分:1Jjのrt'心は，謄振・円高泊;i!:の鵡

川の南約 8kmの地黙で遣うる.

スジコガネ: 線、捕獲量の1.9%を占め，路振，日正，:j地方に最も多く，北見地方にも多数

見られる. 7-8年生落葉松1本に 200頭前後の成品の朗集している現象がしばしば見受けられ

る.分布の中心は勇梯原野の上幌内附近である.

ハンノヒメコガネ: 道南部及び天堕地方に多く，特に天臨地方では第2f立を占めている.

然しながらその被害欣況に闘しでは明らかで、ない.分布の中心は東別の北京都.JlOkmのよ也酷で

ある.

ドウガネプイプイ: 杢道的に少数分布するが，道市端部には比較的多く(約 8%)， 第 4

fftを占めている.分布の中心は謄振沿岸IJ正憂附近で、ある.

オホスジコガネ: 謄振・日高地方に多く，スジコガネ成過に多数混じて針葉樹の新葉を

力自害している.分布の中心は勇梯原野の早来東北方 5kmの附近である.

ヒメサクラコガネ: 北海道南西の午品部に産し，棲息数も極めて少ない.分布の中心は

l) こζに云う分布の中.C、とは，カ王手に於ける重，む決定と同ーの方法により算定した瓢である. ltPち 1千

百(北海道)の各黙(各採集地)に作用する重力(捕獲頭数)の合力の作用黙である.而してこの中心は，その種の

分布の密なる地域に近<，粗なる地域に主主〈位置する故，各種について夫々その中JC'、を求めるならば，該調査

特に於ける該調査風域内の種の分布状態を比較的容易に大観する事が出来るものと考えられる.旬，本調査に

於ては新得・鹿追・芽室の3地黙はど〈隣接しており，霊童生型も同様であるので， ζの3地黙の平均値を十勝

地方向北部の値として使用した・(荒叉.1948:北海道農業の研究;農作中.C、の意義，性質並びにこれが調査方

法).
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室蘭市の東南方 8kmの附近である.

キンスジコガネ: 道南部，謄振，日出i及び十勝等の山岳地方にのみ少数棲息、L，分布の

中心は夕張の紅葉山の南方 5kmの附近である.

1ltJスジコガネ届以外の種類で誘殺燈に飛来した2，3の種類について述べる.

ヒメスジコガネ: 謄振，日尚，根室及び天臨地方の山地に少数棲息する.被害闘係は明

らかで・友い.

ナガチャコガネ: 本種の趨光性はスジコガネ属の如く顕著でないために，量的比較は出

来ないが， 日本海側，内陸部及び十勝目立野に多数認められ，特に針葉樹の防風生垣の根際に多

し、.

ヒメビロードコガネ: 繭品，大中山等の道南部に於て相賞多数の飛来を見た.他の地極

では全く飛来しないが，:ill!腕畑には相官の護生を見ている.

誘設燈には飛来しないが，マメコガネが全道的に護生し，又道南及び太平洋沿岸にはシロ

スジコガネの設生が認められる.
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第44圃 種の分布の中心、
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第 45闘 相関係費主法
による種の分布

地域の比較

スジコガネ類9種の分布地域は前越した如くであるが， との類似性を相闘係童文法により比

較すると第 45闘の.tmくでるる. 艮[Jち，スジコガネとキンスジコガネが類似の分布域を有する

以外は，各和夫々特有の分布をなしている事が解る.敢えて類似を求めるならば，ハンノヒメ
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コガネとドウガネプイプイがスジコガネ・キンスジコガネの分布域に近く，サクラコ Jゲネ・ヒ

メコガネがやや類似し，ツヤコガネがとれに近い.オホスジコガネとヒメサクラコガネとが幾

分銅似している.

c. 各地直にがけるコガネムシ群の組成

各地直のコガネムシ詳の組成の類似性を相関係教法により比較すると， 第 46圃の如くで

ある. との系列により明らかな如く，北海

道の各地面はそのコガネムシ詳の組成によ

り，編島，苫小牧，振内，上尾幌，、中標津，

美幌，中湧別，金山，名寄，峡留(太千洋

岸，オホーツク海岸及び内陸の 1部)から

成る 1群と，札幌，大樹，芽室，新得，鹿

追及び上音威子府(十勝原野，日本海側平野

及び内陸の 1部)から成る 1群とに2大別

出米る.然してこの相違は主として前者に

於てはツヤコガネが，後者ではヒメコガネ

が優占種で、ある事によって生やる.退文は

ナガチャコガネが優占種で;~うるが， ヒメコ

ガネの多い群に近く，大中山はサクラコガ

ネが優占種で，他の地匝とやや異なってい

る.

元村(1932)は，群衆を形づくっている

生物の各種類の個体教の聞には

log y 十 ax= b 

{f1.L y…{同体敢 x...その順位.46圃 相蹄係穀法による各地阪の
コガネムシ群の比較

なる閥係がある事を見mし， 且つ logYを

縦軸に取った場合 aの大小!!PちlU線の傾きの大小は，その群緊の組成が単純で、あるか，複雑

であるかを示す係童文である事をUJjらかにした・ 北海道各地極のコガネムシ誹(誘殺燈に飛来し

たもの)の車fI.成を元付の方法に従って作凶し， とれを出糾の傾斜の緩急に従って配列すると第

4i凶の如くでるる.叉， j:也l品L!-.1乙幽示すれば第42岡0如くでるる.即ち北海道南端部及び内

陸盆地の中央部に於けるコガネムシ相が最も複雑で・あり，根宅，釧路，十勝各原野が最も単純



である!'!~を示している.

北海道に於てコガネムシ類の

棲息、を制限している要因は多数あ

ろうが，その主要因として夏季の

温度不足，生育可能期聞の短かい

事及び、冬季の土壌のJ紳古等を事げ

る事が出来ょう.闘京地方に於て

は満 1 箇年を以て 1 世代~完了す

る種類が，北海道に於ては満2箇

年或は渦・3箇年を要する事賞は，

単に有効積算温度の鮪のみからも

ある程度の説明を興え得る事は，

岐に幼品の項に於て述べた如くで

ある.而して護育限界温度がある

特定た温度以上の種類は，北海道

に於ては晩秋迄に越冬の態勢に入

る事が出来歩、に淘汰される事-が考

'えられる. 第 48闘に明らかな様

に，南端部及び~r̂ J陸盆地中央部は

く79) 

，.。個

孟帽。
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第47凪 元村(1932)の方法による各地l瓦

のコガネムシ群の比較

夏季の気温が北海道内で最も高い地帯である事は，該地匝のコガネムシ相が最も複雑で、ある事

の原因の 1っと考えられる.又第48，49闘に明らかな様に，北海道太平洋沿岸は冬季の積雲が

少なく，1lつ寒気がj践しい震に，地表下敷十糎の深居まで凍結する.八鍬・粛藤(1944)によれ

篇48圃 1月及び7月の平均朱温(札幌管嵐気象蚕， 1949) 
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ば，北海道各地の土壌凍結の欣態は第50国の如くでるる. 根室，錫l路，十勝及び網走方面の

コガネムシ相が，殆んEツヤコガネとヒメコガネの2種から成る単純な相である原因は， との

地方の土壌の凍結が他種の侵入を阻一止しているのによるととが大きいものと考えられる.更に

根銀11原野と(-勝原野とを比較すれば，前者は殆んどツヤコカ"ネのみから成り，後者よりもさら

に単純な組成であるが， とれば夏季の著しい低温の影響による賦が大きいものと考えられる.

-1. . ...・・ a・・ ・・・ .・・ ...。 且。o ~. ・・・ 100 180 ・・ .・・ z・・ ・・・ 2・・ a・・・・3
第49圃 北海道各地の気候闘(札幌管区気象蚕， 1949の表により作闘)

縦軸気温('C) 様車曲降水量(mm)
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即ちヒメコガネの設育限界温度がツヤコガネよりも高温であるた占うに(卵・幼品・削の頃参照)，

ヒメコカ、、ネの棲息、が制限されているためであろう.叉十勝原野のみに於ても大樹，新得，鹿埠，

芽室の4地賠を比較すると， 土壊凍結の深度(第29固参照)に比例Lてコガネムシ相は翠純に

なっている.

採集矯積年教が僅か3筒年である事及び各誌殺燈設置箇所の周囲の扶況の相違，電監の強

弱等のために採集保件にある程度の差が兎かれや， 又 1949年度の採集開始期が各地面同一で、

ないため，捕獲量立を以て直ちに地直別の護生量を比較する事は出ラいないが，大体の傾向は察知l

L得るものと考えられる.叉コガネムシの種類による趨光性の相違が明らかでないため，種類

別捕獲量立を以て直ちに種類別の護生量を云kするのは早計であるが，現地調査の結果や幼晶の

項に於て記述した各地の棲息MJ¥況等から考察し， との捕獲結果は凡そ費生量に比例しているも

のと考えて差支えない様である.但しナガチャコガネは設生量に比較して捕獲量立がはるかに少

主主い. とれはその趨光性によるととは既に述べたととろである.

d.考察

以上成品，幼品雨方面から行った接息地の調弦結果を要約すれは‘第37去の如くでるり，故

も費生の多いのはヒメコガネ，ツヤコガネの2種で，全道各地に棲息しているが，特に十勝原

野，根fOiI原野に多い・.道南部及び日前i・十勝地方ではサクラコガネが相官童文とれに混じ又除

振・日前i地方のカラマツ・トドマツ等の主主林地に於ては， スジコガネ，オホスジコカ事ネの容が

甚だしい. 日本海側，内陸部及び、十勝地方ではナガチャコガネの護生も顕著で、あり，とれ等6

種が北海道の農林業に最も深い闘係のある種類である.

第 37表 主要な 6種の棲息地及び被害地

種類 [ 主な棲息地 ( 幼過による被害地 | 成品による被害地

北海道全般の千野 農耕地・果樹園及び

A rufocupr側 l
A. lucens 

A. dαim似na

農耕地及び林業前岡 開業樹林

南部及び十勝地方の平野 (針葉樹)

A. testαceipes 
目隠J{~. H高地方のrll麓 針葉樹造林地

A.cωtαtα 針葉樹林?

Heptop.ルjふん川村山凶;み仏両i峨叩

1二日己のタ卜に，ハンノヒメコガネ， ドウカ♂ネプイプイ， ヒメサクラコガネ，キンスジコガネ，

ヒメスジコカ。ネ，コクロコガネ，マメコガネ， ヒメピロ戸ドコガネ， シロスジコガネ等の護生

が見られるが， それ唱えの加害は果樹闘に封するマメコガネ，及び亜麻に封するヒメぜロ{ドコ
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ガネの害以外はあまり問題とするに足らない.

ヨたに地域的に検討するに，北海道全般に豆りコガネムシ類の護生を見ない所はないが，特

に勇榔，十勝， 1iJ11路，根室等;の太平洋側の各平野及び網走原野に於ける叢生が甚だしい.第38

去に示す様に， とれ等の原野はイイ珠，樽古I.I，十勝，雌阿寒，摩)司及び、跡佐登各統の火山友地帯

でるり，とれ等軒:霧な土壌に覆われた原野一帯に棲息するコガネムシ類が，近年開拓の進捗に

作い漸く右機物の施用の増加して来tc.'l:UI地・苗|酬に来襲産卵する.北海道東部地方の椋に，気

候冷涼にして地味も亦不良で、あり，且つ夏季に濃霧の来襲を見る等，農作物の生育上に多くの

器保{午を離している地域に， さらにとの多数棲息するコガネムシ類の容が相乗される時はその

害は恐るべきものがあり，同地方開拓上の一大障害となっている.又林業苗|聞に於ても，一般

に火山次地帯の市lilijに被害の多い事ほ事責であるが，全道各地の苗聞にその護生を認め，沼川

の様な重粘土地帯に於ても，地表面に十数種の腐航土居の存在する場合には，そとに幼晶が棲

息する.

第38表 農牧遁地の土壌分布状態(北農試， 1936) 

藤支核地
農牧遁地

(町)

普通土壌地

(町)

泥炭地

(町)

火山灰地

町 %、....J 、.，

波 島 98096 72202 2418 23476 23.9 

櫓 Ul 77551 55064 2475 20012 25.8 
南i'時

路 振 120582 344 1289 118944 98.6 

日 高 131244 29342 2052 99850 76.1 

十 勝 417514 100127 4504 312883 74.9 

南東 錫11 路 293518 20211 31334 241973 82.4 

根 室 221470 35458 8197 177815 80.3 

後 志 124441 75590 2ゆ1 48650 39.1 

石 5守 ]21134 44847 29457 46830 38.7 

北岡 留 蹴 126423 109415 17008 一

空 知 193814 150045 28116 15653 8.1 

上 )11 241283 229378 9819 2086 0.9 

綱 走 268146 173920 9410 84816 31.6 
北東

耳ez1p2 谷 108942 95749 13193 一 一

しかしてとれ等コガネムシ類は，生態の項に於て述べた如く，その生慌の約8割を占める

34t:;i月i訟を土壌I↓lに於て生活するために， 明治の初問よりその被害を院博されながらも， 今

な沿適切な防除法のíí{Jf立を見ない~J\態である. もとより民大な原野一帯に按息しているコガネ

ムシ類を，・全面的に防除する事は不可能で、あり，またその必要もないで・あろうが，側めて集約
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的に作業せられている畑地及び林業苗岡に於ては， その防除は必歩、しも不可能で・はないものと

考えられる. しかしながら耕作の時期を鑓更して該晶の加容を菟れんとする試みは，幼晶の棲

息期間が浦3fiii年に及ぶ故，何等の効果も期待出来ない.輪作による方法も，該品の好食する

作物が非常に針査である事と，幼晶の生長期が長い剃るら，一志E農家同きても，又小面積を極

度に利mしている苗闘に於ても，その経替は非常に難かしいものと考えられる.耕転時に幼品
を捕殺する方法は，一見陪賓の様に考えられるが，一般の民耕に於ては表土は 7-8cmより耕

やされ十，北海道に於ける存耕時には未だとれ以下の深府に留まる幼識が多い事及び捕殺の努

力の勲等から考えて，必やしも良法とはえい得ない.生物接的防除も，従来から棲息している

とれ等書轟に封しては，その天敵の利用にも自ら限度ーがある.残る唯一の方法は化事的防除で

あり，従来幾多の薬剤が試みられたが，土壌中に怯息、するという特殊な僚件のために，唯枇酸

鉛に僅かの希望を繋ぎ得るのみであった. しかしながら近年有機農業薬剤の進歩に伴い，特に

DD (Dichloropropan-dichloropropylene)の出現によって漸く光明を見出し得た様で、ある・ 即ち

幼品の移動能力は僅少で'aうって，大護生時と難も夜盗品や飛睦の如き大移動を行う事はない故，

晩秋或は早春に DDによる土壌慎蒸を行って該地匿の幼過を全滅せしめるならば，その後は成

品費生初期に BHC(Benzen-hexa-chloride)の、適首量を地表面に散布して産卵を防止する事によ

り，相蛍の効果を拳げ得るものと考えられる.二1:詩内で洞化した成品が地上に出現するために

は，必や一度地表面を通らねばならや，又産卵のために潜行する場合にも暫時地表面を初旬ず

る故，薬剤を地表面に散布する場合が最も接慣の機合が多いで'aうろう. また成識は出現後産卵

までに数日の期間があり，また産卵も主主号たに亘って行う故，即効性の薬剤jで、なくとも成識を産

卵開始前に舞す事が出来ょう. もとより本法がゴガネムシ類防除の唯一の方法ではなく，また

童施にあたっては多くの解決すべき貼があろうが， との方法を最も効果的に且つ経済的に農業

経皆及び苗/111¥経替に織込む事が今後の大きな問題と考えられる.



( 84 ) 

附表 各地匝に於ける成掻誘殺頭数表(種別誼ぴl乙宇句別)

ii iilj 
~語5 ち.~ 

;iii iiiigi 
自|至

て て て て~て~ て E号 同ミ発合計

踊島 1950 (I/W -31/咽)1)

(13Z 0)2〉 25-29 
30-4 
5-9 

V]( 
10-14 1 。~ 23 1 4 5 36 
15-19 6 25 87 5 2 20 14 1 123 283 (29) 
20-24 38 54 111 42 18 53 21 71 408 
25-29 20 16 43 28 9 34 45 195 
30-3 27 8 28 8 5 15 2 30 123 
4-8 28 21 59 28 16 43 7 35 237 

(E2E 7) 
9-13 9 6 17 11 19 25 2 18 107 
14-]8 1 1 2 1 2 7 1 6 21 
19-23 1 1 2 4 3 8 2 7 28 
24-28 1 1 3 5 
29-2 2 2 
3~ 7 
8-12 

K 13-17 
18-22 
23-27 
28-2 
z 3-7 

i1~5下 1 1 1 [136137.41叫 a
u
 

A
りのHM'a 

w
d
 

i 邸 1 113451雌

大中山 1950 (25/VI -12/]{) 

VI 
(30 

E 

~5-29 1 1 
30-4 1 4 ‘2 2 9 
5-9 1 19 10 1 ‘.， ・ 33 
10-14 6 8 34 7 2 1 14 72 
15-19 37 106 188 1 4 63 38 1 182 6~0 
20-24 24 254 67 6 1 108 11 1 ]04 576 
25-29 ‘2 100 14 3 43 。'" 1 1 75 241 
30-3 6“ B 95 12 ‘2 4 45 2 1 74 237 
4-8 1 122 12 1 7 27 1 1 39 211 
9-13 1 17 3 3 10 1 1 15 51 
14-18 23 2 2 3 14 44 
19-23 13 1 ‘2 13 29 
24-28 1 1 
29，...， 2 2 2 
3-7 1 2 3 
8-12 
13-17 
18-22 
23-27 
28....... 2 
3-7 

vu: 
Ul9 

国
(27) 

一竺一一己J__J 738 1恒\~1-=-L竺\~J__J竺己竺[~竺
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;igiil;: i isiiii-i 1R15EF崎F三 長
札幌 1948 (15/~][ -28/珊)

百 25-29 
30-4 
5-9 

(2四1) 
10-14 
15-19 1 10 13 1 25 
20-24 11 171 182 
25-29 1 22 196 1 220 
30-3 1 49 50 
4-8 1 27 28 

(四19) 
9-]3 3 21 24 
]4-18 2 13 15 
19-23 1 1 
24-28 

一 29-2 
3-7 
8-12 

E 13-17 
18-22 
23-27 
28-2 

X 3-7 

計 121 A
U
 

R
U
 ~ー

1 21 

札幌 1949 (1/唖-lO/K)

VI 25-29 
30-4 
5-9 5 1 6 

(W 10) 

10-14 54 2 5 62 
15-19 1 133 21 5 ]66 
20-24 7 106 26 139 
25-29 5 1 50 22 1 79 
30-3 16 12 25 53 
4-8 18 6 41 65 

(四9) 
9-13 13 41 40 57 
14-18 1 39 40 
19-23 1 14 15 
24-28 
29-2 2 2 
3-7 

(K 7) 
8-12 
]3-17 
18-22 
23-27 
28-2 

X 3-7 

合計 oa 
wa 旬。

-
F
 oa 

oa m
 

oa --4 
組
後。0
9
0
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V旬別 ;iEIiiI持3E ;; iq E 昔吋i 主同将~ ... jijl 
自|至

札幌 11150 (30/VI -12/](.) 

(百30) 25-29 
30-4 6 3 
5-9 1 64 26 2 

(V2I9I ) 
10-14 50 8 
15-19 33 102 26 3 

18 3 84 2 250 1 
25- 3 1 7 64 
30-3 1 1 8 1 68 1 
4-8 2 4 1 188 

(四27) 

9-13 46 2 
14""'18 1 20 
19-23 1 3 
24-28 
29-2 3 
3-7 
8-12 

E 13-17 
18-22 
23-27 
28-2 

玄 3-7 

1 

58
1 

1 81 31 1 71泊21 2 1 21 7021 1 1 

9 
93 
58 
164 
358 
75 
77 
195 
48 
21 
4 

3 

8
 

A
V
 

唱
且
可
A

苫小牧 1949 (5冷iJ¥l-30/1{)

百 25-29 
30-4 
5-9 

四
10-14 

(10) 15-19 
20-24 
25-29 
30-3 
4-8 4 9 106 11 7 1 138 

L(9E ) 
9-13 10 31 1 286 B 36 4 15 2 390 
14-18 36 56 1 479 1 8 48 15 19 2 665 
19-23 13 16 182 3 3 19 3 4 243 
24-28 7 3 105 8 21 4 9 1 158 
29-2 4 35 5 4 48 
3-7 2 1 3 

(E 7) 

8-12 
13-17 
18-22 
23-27 
28-2 

X 3"" 7 

|叫 1判 11 1 111951 91叫141j 261 581 61 1 1附
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一

計
一
合

唱
ち
寝
泊
玄
。sa・5崎

両
国
阻
む
悼
円
相

一
S
N
h
L
G判
明

O
S
4
u
e
凶

↑

S
由

U
H
a

一

S
N旬
、
同

4hHDhwa也
ML1

一
旬
℃
占
6
3
p
e
R

SNhwA忠
信
旬
同

6
9
h
a
s
u
 

S
N
e
言。、宮、判、

e
g
h同事
u
o
h
s
-
h

S『
S
H
h
h
-
s刊
1

6
H
S
お
む
明
言
白

S
N
S
S
O
N
-
判、

S
E
S山
FHhhwSも

S
M
S
N
E白
Nh匂

S
白
血
唱

-hhEWON-4

同

}
N
e
g
o
£，て月別目指

(2V01 ) 25-29 2 2 
50-4 23 23 
5-9 4 24 28 

VlI 
10-14 8 6 1 3 ・ 10 28 

(29) 15-19 1 70 4 19 4 23 8 129 
20-24 2 3 1 80 36 1 6 13 9 151 
25-29 1 7 36 1 47 1 3 7 103 
30-3 4 51 46 1 9 巴J・ 105 
4-8 17 63 2 74 1 1 10 8 176 

{P2E 7) 
9-13 11 40 2 41 1 1 1 2 99 
14-18 3 20 2 27 1 1 54 
19-23 14 1 2 26 1 1 45 
24-28 1 1 
29-2 
3-7 
8-12 

E 1:1-17 
18-22 
23-27 
28-2 

豆 3-7 

(25/VI ..... 2/]0 1950 苫小牧

944 内

ooa 
n
O
 

9
0
 

唱且aO 
0
0
 
9υ 計k-ロ

1949 (4/111l-2/]O 

4 2 1 174 
34 7 329 
52 9 1 470 
59 8 491 
30 4 327 
7 2 87 

8
0
5
1
1
2
 

1
 

76 
62事
139 
216 
197 
42 

内

-
a
o
I
P
B
o
a
-

d
笠

a
o
a
o
a告
の

a
τ
a

振

1 

1 

7 

44 
150 
202 
162 
66 
23 

25-29 
30-4 
5-9 
10-14 
15-19 
20-24 
25-29 
30-:: 
4-8 
9-13 
14-18 
19-23 
24-28 
29-2 
3-7 
8-12 
13-17 
]8-22 
23-27 
28-2 
3-7 

百

¥'][ 
(10) 

E 
(7) 

四
(9) 

Q
O
 

句

a
Q
0
 ・i

自
明
日
置。υ一川市r;;l何

da峰三ao 
言十

X 

k-
口
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一 守一一一占 F守一、

三15 て3E芯1 6hdt、sd E g ・Sw u • ;i1jiljz 月別 I字句別 合計
自|至

宅司

振内 1950 (27/VI "" 181咽}

(31E 0) 25-29 
50-4 
5-9 1 2 3 5 3 1 1 4 20 

(四29) 

10....14 28 8 16 7 4 5 68 
15-19 33 31 208 115 25 61 4 37 1 487 
20-24 29 2 170 146 60 80 12 1 10 510 
25-29 4 31 33 40 9ミ33巴) 6 3 150 
30-3 10 38 13 26 11 3 101 
4-8 17 1 1 98 51 50 97 9 324 

(L2E 7) 
9-13 7 34 26 13 31 2 113 
14-18 3 13 23 8 26 73 
19-23 
24-28 
29-2 
3-7 
8-12 

E 13-17 
18-22 
23-27 
28-2 

X 3-7 

l吋 11 71叫 4判2匂 1 1叫 411 21 591 1 1 118紛

大樹 1949 (IMm ....12IK) 

一一一-1 30.... 4 
5.... 9 

(W 10) 

10....14 
15....19 
20-24 
25....29 
30.... 3 
4.... 8 

(19E ) 
9-13 11 72 113 5 201 
14....18 43 286 1 385 1 25 741 
19-23 4 38 1 25 1 69 
24....28 1 4 48 35 1 89 
29.... 2 34 24 58 
3.... 7 3 27 20 50 

(E 7) 

8....12 2 2 4 
13-17 
18-22 
23-27 
28.... 2 

玄 3.... 7 

1 1 1 1 
67
1州 21 i伺21 11 1~1 ohM 

噌

ioa 
唱且

ー
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月別 I自rp旬|5iF0• 
ii;; ijlj 主義

一
合計

大樹 1950 (28/VI -2/](:> 

(31E 0) 25-29 
30-4 
5-9 

w: 10-14 1 3 190 38 2 3 237 

(29) 15-19 1 1 287 3 1::3 3 4 432 
20-24 1 8 487 5 500 4 4 1006 
25-主9 5 1 11 371 318 2 

160 1 714 
30-3 1 16 478 1 563 4 1073 
4-8 14 323 4 612 5 2 960 

(P2E 7) 
9-13 12 178 1 354 8 4 554 
14-18 1 19 61 171 2 254 
19-23 7 58 106 3 174 
24-28 3 32 89 124 
29-2 11 33 114 158 
3-7 
8-12 

E 13-17 
18-22 
33-27 

xlぉ~2|X I 3-7 

合計 1 10 1 i引 a
o
 

o
o
 

β
n
U
 

F
O
 

1110212498 rム| A
U
 

Q
O
 

Q
u
 
ov 
nu 

勾

a

鹿i.!l 1948 (10/~][ -221咽)

百 25-29 
30-4 
5-9 

E 110~14 
I 15-19 

(21) I 2O":24 
25-29 
30-3 
4-8 
9-13 
14-18 
19-23 
24-28 
29-2 
3句 7
8-12 
13-17 
18-22 
23-27 
28-2 
3-7 

可

i
'
i

噌且

2
1
5
1
3
7
6
4
5
 

・A
可

i
司

i
o
u
"
d
z
H
唱
且

ρ
0

o
h
M
Q
O
唱

A
o
o
a
o
a告
唱

i

-
i
 

O
O
W
4
凸

U
A
U
K
O

W
4
9
0
9
a
の
必

に目。 627 
48 
421 
1480 
1698 
1321 
936 
490 
209 

O
A
M
'
i
 

a
o
A
U
O
w
u

。。司且
w
d
w
d
w
d
W
4

9
0
胃
且
唱

A
O習
の
h
M
q
o
eり
の
り
の
AM

唱

A
O
a
9
υ

の
a
'
i

唱

-

"

d

の
a
o
o
w
d
q
o
o
o
"
4

5
5
7
0
1
3
1
 

q
u
τ
-
s
o
h
M
可

A国
(19) 

E 

X 

|叫加 1 31 |必~:J__3J_\竺1__11竺?と
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;;ii ミ号霊宝5 喜量 主込書寺院し一回芸
鹿渇 1949 (15/v.n: -27/¥哩)

百 25-29 
30-4 
5-9 

V!I 10-14 
(10) 15-19 2 75 3 225 305 
20-24 38 211 43 1 1 135 429 
25-29 66 289 99 160 614 

一 30-3 54 149 59 12 274 
4-8 34 112 22 168 

tm 9) 
9-13 47 30 I 15 1 93 
14-18 33 66 36 135 
19-23 6 7 2 15 
24-28 
29-2 
3-7 

{E 7) 

8-12 
13-17 
18-22 
23-27 
28-2 

X 3-7 

合計
1 
280
1叫 1279-1-2-1可叫 9

0
 

0
0
 

A
U
 

O
B
 

鹿 追 1950 (l/VII -31/V!I)梼

(~).I 描M却
30-4 3 3 
5-9 62 50 119 231 

Y2E9) 10~14 15-19 
20-24 62 155 299 28 544 
25-29 25 188 3 185 3 404 
30-3 
4-8 

(T2E 7) 
9-13 
14-18 
19-23 
24-28 
29-2 
3-7 
8-12 

E 13-17 
18-22 
23-27 

X 3-7 

合計 1
1
 

6
3
色va 

A
U
 

a告"
4
 

0
0
 |叫 。。

伊白
唱

A oa 
e

。
官
主
唱

A

普 10~j19/VlI標本に息害多し. 1/W1以後の標本検定不能.
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。[自特l別主lJてi;iてii奇iEて襲E撃て 喜さil てigi|襲著i 号警書l|i湾EE三3問5|i3 f E 53 
新得 J 948 (10/VII -23/咽)

羽 25.-29 
30-4 
5-9 

U 
10-14 2 3 ・ 5 

(21) 15-19 2 -R3 ， 4 1 10 
20-24 38 17 1 i 70 1 1 1 129 
25-29 103 38 9i 150 1 301 
30-3 1 93 36 21'l 347 
4-8 22 31 192 246 

~m 
9-13 51 27 3 465 2 548 
14-18 10 13 3 242 263 (19) 
19-23 2 2 1 48 53 
24-28 
29-2 
3-7 
8-12 

E 13-17 
18-22 
23-27 
28-2 

X 3-7 

I 1 I 
唱

A
OAH 

A
U
 

W
4
 

唱

Aqo 
oa 
oυ のA

M--
s
ι
1
 

V
8
 
0δ od
 
--A 

wa 
A
U
 

n
w
u
 

噌

i

要f ~民 1948 (10/Vn: -10/1{) 

百 25-29 
30-4 
5-9 

~][ 
10-14 67 1 34 102 

(21) 15-19 31 38 8 77 
20-24 42 198 900 21 1161 
25-29 113 311 951 33 1408 
30-3 319 939 4 4595 3 5860 
4-8 425 1173 3 8915 10517 

(四19) 

9-13 202 240 2488 2930 
14-18 87 132 1466 1685 
19-23 75 31 336 442 
24-28 3 2 2 7 
29-2 
3-7 4 1 5 
8-12 

E 13-17 
18-22 
23-27 
28-2 

X 3-7 

合計 W

，
 

，ι佳Z 0““ 
削.目。ο

A
U
 

w
4
 

の“
aM 
噌

A い円 |ω| a仏
zov 

唱且S品
z
o
a
 



( 92 ) 

lmi;iijiiiii;;i iて? 邑
上尾幌 1949 (25/~I -8/]{) 

E12M9  
一一 30-4 

5-9 

(四10) 
10-14 
15-19 
20-24 
25-29 1 205 5 3 214 
30-3 1 32 1 34 
4-8 2 84 8 4 9H 

(四9) 
9-13 3 214 25 6 248 
14-18 8 137 40 3 188 
19-23 1 52 37 2 92 
24-28 1 28 19 6 54 
29-2 20 9 6 35 
3-7 4 6 10 

(E 7) 

8-12 
13-17 
18-22 
23-27 
28-2 

X 3-7 

1 

16
1 
1 11 no 

W
4
 

"
d
 

A
リ定。

唱

A
1 30 1 

qo 
w
d
 

o
g
 

上尾幌 1950 (25/VI -10/l{) 

」型百L 25-29 
30-4 
5-9 

(2YE 9) 
10-14 
15-19 6s 1 69 
20-24 64 5 1 70 
25-29 1 36 12 1 50 
30-3 47 19 2 68 
4-8 2 21 8 31 

(L2E 7) 
9-13 1 2 3 
14-18 1 5 1 7 
19-23 1 3 8 12 
24-28 1 1 
29-2 2 2 
3-7 1 1 
8-12 

E 13-17 
18-22 
23-27 
28-2 

X 3-7 

1 51 i加| 組
宝

唱
且

o
h
M
 

ao 
a-z 
'
A
 

Q
O
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月別 I ;.自牛一旬|一別至一一
i; ;: 

合計

中様津 1949 (27/VI -15/]D 

百 25-29 
30-4 
5-9 

VIf 10-14 
(10) 15-19 
20-24 
25-29 1 163 1 165 

一一 30-3 5 77 7 89 
4-8 11 32 9 52 
9-13 3 401 29 433 
14-18 11 1734 54 2 1801 
19-23 764 28 792 
24-28 2909 128 1 1 3039 
29-2 1 1215 60 1276 
3-7 69 15 84 

{E 7) 
8-12 11 2 13 
13-17 
18-22 
23-27 

一 28-2 
X 3..... 7 

「泊 1 1

7吋 133313111 1 
川
崎"' 

中標津 1950 (lO/VI -31/咽)後

VI 
25-29 (30) 
30-4 
5-9 

(V2I 9) 
10-14 2 2 
15-19 9 1355 66 16 1446 
20-24 16 1333 234 14 1597 
25-29 6 661 123 3 793 
30-3 
4-8 

(E21711 } 
9-13 
14-18 
19-23 25 21 46 
24-28 
29-2 
3-7 
8-12 

E 13-17 
18-22 
23-27 
28-2 

豆 3-7 

合計 ! 31 I 

務 1-18j閣議{結故障.

ao 
wa
・
9
0
 

。
@ l倒 1 331 
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胸 imlFEii;i3p2pii3i3i1pi pjziF是i;iiii丙
美腕 1950 (1/班-14/Kザ

(百30) 25-29 
30-4 
5-9 1 1 2 

ilI 
10-14 7 7 

(29) 15-19 
1 3 12337 39 359 13 2752 

20-24 
25-29 
30-3 1 8 329 27 462 2 2 831 

4-8 7 202 ]7 479 1 706 

(L2E 7) 
9-13 2 64 7 160 1 234 

14-18 1 9 2 41 53 
19-23 9 1 34 44 
24-28 1 1 

29-2 1 1 

3-7 3 3 
8-12 

E 13-17 
]8-22 
23-27 
28-2 

玄 3-7 

1 21 
Q
U
 

A
w
v
 

oo 
'hυ nu 
oa 

y

ー
のA
M |削 141 |判 川

崎ao 
a-z 

様 20-28/V]f停電

中湧別 1949 (24/VlI -30/K) 

VI 25-29 
30-4 
呂-9 

(V1I 0} 
10-14 
15-]9 
20-24 
25-29 6 37 1 44 
30-3 1 15 2 5 3 26 
4-8 9 1 6 ]6 

(国9) 
日-13 6 1 13 20 
14-18 11 2 19 1 33 
19-23 14 1 14 30 
24-28 4 9 13 
29-2 3 1 4 8 
3-7 3 4 7 

E 8-12 
1 1 

13-17 1 1 ‘“ ' (7) 
18-22 ‘d凶' -“ 1・
23-27 
28.~ 2 ‘2 2 

X 3-7 

1 71 l川 81 F
O
 

W
4

・
w
d
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吋?zF世 FeFiiJ ;;3Esバii ト;幹s事E事告長E i b 
中湧別 1950 (25/VI -20/~m) 

E 

25-29 
30-4 4 5 2 
5-9 2 
10-14 11 6 1 1 
15-19 11 76 2 31 B 
20-24 16 77 19 37 5 
25-29 12 46 18 26 1 
30-3 5 13 10 18 2 
4-8 3 2 13 
9-I3 1 6 5 20 5 
14-18 1 7 1 54 2 
19-23 
24-28 
29-2 
3-7 
8-12 
13-17 
18-22 
23-27 
28-2 
3-7 

11 
2 
19 
125 
154 
103 
48 
18 
37 
65 

VII 
(30) I 

VlI 
(29) 

¥111 
(27) 

X 

[ 46[ oo 
ao 

必。“ [202T副

金山 1949 (20m -7/Jl..) 

百
30-4 
5-9 

'v1I 
10-14 
15-19 (10) 
20-24 5 41 1 5 42 94 
25-29 32 2 55 1 90 
30-3 41 1 5 42 2 91 
4-8 30 1 3 83 4 1 122 

(L9E ) 
9-13 57 2 ・ 86 6 151 
14-18 62 4 3 84 3 156 
19-23 19 11 4 42 2 1 79 
24-28 27 6 2 39 74 
29--2 7 4 1 1 23 7 43 
3-7 9 9 

{E 7) 
8-12 
13-17 
18"""22 
23-27 
28-2 

X 3-7 

[ 2判 68[ 21 27[州 o
a
 

zo 
oa 

ou 

A
リou 
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邑

ii 号司5 昌3 s iョi ii 
合計

自|至
一一一 一

金山 1950 (25/VI -25/]{) 

(31Z 0) 25-29 
30-4 
5-9 

vn: 10-14 15-19 ‘2 4 6 (29) 
20-24 12 17 6 1 36 
2â"'29 2 4 1 7 
30-3 13 1 9 6 1 30 
4-8 18 企‘l 3 23 1 12 1 60 

(L2E 7) 
9-13 6 13 8 27 
14-18 12 1 1 15 7 36 
19-23 1 3 2 6 
24-28 2 a‘l 
29-2 
3-7 
8-12 

E 13-17 
18-22 
~3"'27 
28-2 

X 

1 
65
1 41 唱-

S
宝
Q
O
 

K
U
 。。。。

必
喰 210 

注文 1949 (l/VII -15/]{) 

百 25-29 
30-4 2 ‘2・
5-9 4 33 37 

vn: 10-14 1 1 17 19 

(10) 15-19 4 3 3 1 5 4 10 30 
20-24 57 11 34 10 20 3 10 145 
25-29 ‘dω ' 5 4 3 7 7 28 
30-3 1 1 3 ‘2 7 
4-8 1 3 1 13 18 

3(912 ) 
9-13 1 1 2 
14-18 1 2 6 1 10 
19-23 3 2 2 7 
24-28 2 1 3 
29-2 1 1 2 
3-7 

(E 7) 
8-12 
13-17 
18，...，，22 
23-27 
28-2 

X 3-7 

1 
65
1 1 31 1到~I__I竺L三二己_111ーと竺
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事lii事lpijtliE j 財。|特別 合計
自|至

近文 1950 (25/VI -15/]0 

(81Z 0) 25-29 
30-4 1 1 1 13 1 1 18 
5-9 3 18 2 5 IJ:2 1 136 

(Y2E 9} 
10-14 2 59 9 29 49 4 152 
15-19 9 18 38 8 60 29 17 179 
20-24 4 24 27 32 53 ‘2 11 6 159 
25-29 2 1 11 32 1 ‘2 4 53 
30-3 ‘“ ，) 1 4 11 1 19 
4-8 3 1 7 23 1 35 

(2四7) 
9-13 5 5 
14-18 ‘4日l 2 
19-23 
24-28 
29-2 
3-7 
8-]2 

E 13-17 
18-22 
~3-27 
28-2 

X 3-7 

l
13
1 

a告wd
 'I 

S
'
 

噌

Aa
晶

z
v
h
o
 1

221 
1 5/ 

Q
O
 

K
M
 

"
4
 

。oq0
 ・iau 

可
A
aw

“
 

名寄 1949 (16/~][ -30/瓦)

百 25-29 
30-4 
5-9 

¥][ 
10-14 
15-19 9 ・‘3 54 8 5 14 93 

(l()~ 
20-24 17 1 53 8 11 19 109 
~5-29 26 15 9 5 1 9 65 
30-3 1 1 2 
4-8 8 1 7 8 2 26 

(L9E ) 
9-13 ‘2・ 1 6 15 1 1 26 
14-16 1 1 4 15 5 1 27 
19-23 1 1 6 2 10 
24-28 A‘l 2 
29-2 1 1 
3-7 

(E 7) 
8-12 
]3-17 
18-22 
23-27 
28-2 
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要約

北海道に於て農耕地，林業市|胡及び、森林に大害を及ぽしている AnomalaCスジコガネ属)9紐

に就いて，分類準的位び、に生態・撃的研~r-を行い，下記の如き結果を得た.

1.分類

従来，北海道からはスジコガネ類10粧が記載されたが， 本研究によって下記の9種に整

理するととが出来た.而してとの 9種は，成品のみならす=卵，幼晶及び、踊を比較検討して共の

4群に分ける事が出来る.

A ~itp 

卵 卵殻表面の突起は闘錐形.

幼晶 尾節腹両の剛毛列の長さは，雨列の間隔の2悟より短かい.剛毛は長くして左右

相交わる.

成品 麹舶の縦際事~j~は併合線と共Ir: 5*明瞭.休の最も幅庚い部分は，麹鞘の中央部よ

りも後方にある.頭部は比較的大きい.

Anomala testaceites MQTSCHULSKY， 18fiO. スジコカ'ネ

Ano11lala costata (HOPE'， 1839. オホスジコガネ

B 群

卯 卵殻表両の突起はi同杭に近いi司錐形.

幼品不rljj.

成品 趨申Yiの縦降線は合合総と共に 2本明瞭.休の最も幅蹟い部分は，趨秤!の中央部附

近にある.頭部は比較的大きい.

Anoma/a holosericea (F AsRICIUS)， 1787. キンスジコカーネ

C 群

卵 卵殻表両の突起は民l枝形或は恨棒111¥.

幼品 尾色((1腹面の剛毛列の長ーさは，雨列の間隔の2供より長い.剛毛はやや版かく，殆

んど相交わらない.

成品 趨鞘の縦降線は不明瞭.休の最も幅E買い部分は，麹枠iの中央部附近にある.頭部

は比較的大きい.

Anomala daillliana HAROLD， 1内77. サクラコ :Jlネ

dno/11{lla lucens BALLTON， 1871. ツヤコガネ
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=-AllolI/ala r;eniwlatil WATERIIOUSE (nec MOTSCllULSKV)， 1875. 

ニ A~的F胤la difficilis 011AUS (nec WATEIU-lυUSE)， 1908. 

':= Anomala tokioet.山新品・木下， 1923. 

Anomala multistriata (MOTSCHULSKV)， 1861. ハンノヒメコカ?ネ

D 群

卵 卵殻表面iの突起はliil住形或は視枠欣.

幼晶 尾節腹面の剛毛列は，前方に続料の長い列を有する.

成品 麹鞘の縦降線は不明瞭.休の最も幅庚い部分は，麹鞘の中央部附近にある、頭部

は比較的小さい.

Anomala geniculata (MOTSCHULSKV)， 186fi. ヒメサクラコカ、ネ

=-Anomalapleurimargo REIl寸ER，1903. 

Anomala rufocuprea MOTSCHULSKV， 18f;0. ヒメコカア不

=-Anomala il10tschulskyi HAROLD， 1877. 

Anomala cuprea (HOPE)， 1839. ドウガ、ネフ事イプ>1

1I.生 態

1. 生活史

北海道に序:するスジコガネ類の生活史を略記すれば弐の如くである.

成品は7月上旬より 9n上11]に亘って出現するが， その最盛期は7月下旬-8月中11jで・あ

る. 卵は地表下敷糎の所に賄々と産卵される. 2-3週間を経て府'化した幼轟は，地中の'M杭

i'fを食Lて健かに生長し 10月下旬-11月上旬に，第 11輪末期或はt(c2齢初期の欣態で、地表

下 20-40cmの深唐に移って越冬する.翌存4月下旬-5月上旬頃より再び活動を開始し 2 

回の耽皮を粧てlOH下旬迄に第3齢中期或拾後期の紙態に建して再び越さらに入る. 第3年f1

に至って，生長の早い 1部の{同休は8nに羽化するが，大部分の幼晶はさらに捕食を績け 9
月上・中旬頃から老熟幼晶となり三度ぴ、越冬する.幼品の喰害の著しいのは第2年日後宇及び

第 3年目である.第 4年日には殆んど嬬食せや 6月下旬直面化 7月中・下旬羽化する.成品

の存命は4週間内外である.第3年目に羽化する{阿休は，ヒメコガネには相官認められるが，

ツヤコガネでは透かに少なく，サクラコガネ，スジコガネ等は杢部4年目に羽化する様である.

2. .ljs 

卯は産下された常初は長楕~il形であるが，生育期間中に水分を吸牧して，瞬化直前には，

容積及ぴ重量は初期の 3--4悟に，合水量は約2倍に建し，球形に費る. 飼育器内の温度がえ
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時 1i-30Tの1mでは，温度と護育主主度との悌i係は殆んE直;線的である. 一般に高温で飼育じ

た個体は低温で飼育した{同体より小さい pH4.0--6.2の隈性度を示す飼育僚件が卵の設育に

は好適で、ある.

3. 幼品

頭隔は各脱皮毎に増たずる.との増大は指敢曲線で大略示す事がfH来る. ヒメコガネ 1世

代の有効積算温度は 1830-1890日度(護育限界i毘度を1l0Cと仮定)と推定される. 1生活環を

完了するのに，本州中部では満1筒年，北海道では浦2筒年或は満3筒年を要する事賓は，上

記の有効積算温度によって凡そ設明する事が出来る.

幼晶の線、嬬食量は， トドマツ細根(直筏約 0.6mm以下)のみを給餌した場合には約 50gを

要した.とれを苗木敢に換算すれば，上記の細根を 50g集めるのには 2年生トドマツ苗では

約200本，山出し苗では約四本を要する.荷|市|に於てほ 1m2に10頭以上棲息する場合には

その匝の苗木は著しく生長を阻害され， 30頭以上の場合には山出し苗でも全減する.

幼轟は夏季には主として地表下 3-15cmの聞の， 苗木や作物の根の良〈護連:している厨

に棲息するが 9月中・下旬頃から，上屠の地温が低下するにつれて弐第に深く潜行し 10月

下旬-11月上旬頃に越冬に入る.十勝地方に於ては 20--45cm の深さで越冬する.翌1~，棲息、

個所のi毘度が 11_130Cに上昇した頃 (4H下旬-5月上旬)から再び活動を開始する.

幼晶の土壌中に於ける季節的移動は，幼晶の温度選好に大きな関係を有するものと考えら

れる.即ち夏季の貰験に於ては，有害なiMi温部から遁れる能力は明らかに認められたが，低温

部からは遁れる事が出来なかった. しかしながら 8月下旬頃より弐第に低温に封しても敏感に

なって選好する視度範囲が明らかになり， 10月下旬の賓験では 10-130Cの閉そ選好した. と

の選搾能力l主翌若手4月上旬の賓験で、はな沿認められたが 4月下旬の既に抽食を開始した幼轟

では微弱になる様に親祭された.手伝季，前明朗に近い老熟幼晶は明らかな温度濯探能力を有し，

1o_240Cの聞を選好した.

4. !l!ln 

前柄及び町l雨期共に乾燥に封ずる抵抗性が甚だ微弱で、あり，空気漁度100%の場合にのみ

E常に蒔n化説ぴに羽化出来る.自!日期聞は 300Cの↑:Hi毘器内では 7-8日間であるが，野外に於て

は;rJ3週間を要ナる.

5. 成品

成品は 7月上旬より 9月上旬に至る期1mに費生する. その護生最盛期は北海道の南部及び、

中央盆地では7月下旬より 8]1上旬迄で，北部及び束部地嵐では 8月中旬である.成品は日浪
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1時間後頃から飛朔を開始し，約1-2時間が最も荊動的である.

m.分布

ヒメコガネ抗ぴにツヤコヵーネの2紐は北海道全般に債〈分布し誘殺燈による捕獲教の 54

96がヒメコヵーネ， 33%がツヤコガネによって Iliめられていた. 他の各種の主なる分街地域は

弐の如くである..l!IJちサクラコガネは渡島，日高及び卜勝地方;スジコガネは謄振， n高，上
川及て見、北見地方; ハンノヒメコガネは天醸，渡島及び日高地方; ドウガネプイプイは液品地

方;オホスジコガネは謄振及び目前i地万; ヒメサクラコガネは渡島及び謄振地方; キンスジ

コガネは日高地方; ヒメスジコヵーネ Mimelaflavilabris W ATERHOUSE， 18i5.は謄振及び鎖l路地

方; マメコガネ Potilliajatonica NEWMAN， 1838.は全道; ヒメピロードコカ可 Sericaorientalis 

MοTS配CHUL凶S1<.王αY，1臼85訂i.はi渡度品地方; ナガチヤコカ岳ネ Heゆttゆoゆρμ州113げ3'仇 Pμ抑iたceωaMOT目、宅百別s配4に口C口H町UL凶SK王Y，1鴎85訂i.は

石狩， J上土川及び十勝i地也方; コクロコガネ Lμaclln附oωst抑e昨昨err円71阿2ωatμiωcαea川(WATERHOUSE:， 1悶8i5.は渡島地方;

シロスジコガネ Granidaalbolineata MOTSCHULSKY， 1861.は渡島及び除振地方に分布する.

北海道に於けるコガネムシ類の費生は，一般に時振，日高，十勝， {OII路，根窒及び、網走地

方の火山次地帯に於て激甚で、ある.南部及び内陸盆地の椋に，夏季は比較的高視で¥日.つ冬季に

も殆んE土壌の凍結を見ない地方には 10相内外のコガネムシ類が梼息するが， 東部及び北部

の様に夏季の気視が冷涼で，冬季には敷ト糎の深さまで、土壌が凍結する地方に於ては，慌か3

-4稀より見出されない. 雨地帯の聞のとの相違は，夏季の温度と冬季の土壊凍結の深さとに

影響される貼が大きいものと考えられる.
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Resume 

So far as the writer is aware， nine species 9f the genus Anomala belonging to the fami1y 
Scarabaeidae have been recognized in Hokkaido. S:>me of them are very serious pests against 

various plants il1 the farm， seedling nursery al1d forest. The purpose of this report is to present 
a taxonomic revision and the result of the ecological investigations of these beetles. 

1. TAXONOMY 

Having exam ined many rcprcsentatives of the nine specics， n ot only adults but also eggs， 
larvae and pupae， the writer 'ha骨.，"ometo the conclusion that these species should be arrangcd 
in the following four groups:ー

Group A. 

Egg: Tubcrcles of the surfaceconical. Larva: Pali long， arranged in a row of about20 
on each side; length of a row 2 times as long as distance between two rows; preseptular setae 

absent. Adult: Elytra with distinct five longitudinal carinae; the widest part of body situated 

behind the middle of elytra ;head comparatively' large. The following two species fall in this 

group: 

Group B. 

Anornala' testact'ipes MOTSCHULSKY， 1860. 
d即 mala.:ostata (HOl'E)， 1839. 

上

Egg: Tubercles conical， but nearly columnar. Larva: Unknow:n. Adult: Elytra with 
t¥VO distinct longitudinal carinac; the widest part of body situated at the middle of elytra; 

head comparativcly large. This group is represented by a single species: 

Anοrnala h9losericea (F AmえIClUS)，1787. 

Group C. 

Egg: Tubercles columnar or clavate. Larva: Pali shorter than those of Group A， arranged 
in a row about 18 -24 on each side; length of a row about 3 times as long as distance between 

two rows; preseptular setae absent. Adult: Longitudinal carinae of elytra indistinct; the widest 

partof body situated at the middle of elytra; head comparatively large・ Thefollowing three 

species belong to this group: 

Group D. 

Anoll国ladaimialla HAROLD， 1877. 
Anomala lucens BALLlON， 1871. 
=Anomalageniculata WATERHOUSE (nec MOTSCHULSKY)， 1875. 
= Anomala difficilis OHAUS (nec、，vATERHOUSE)，1908. 
=Anomala tokioensis NITJIMA et KINOSHITA， 1923. 

Anomala n凶ltistriaia(MOTSCHULSKY)， 1861.・

Egg: Tubcrcles columnar or clavate.' Larva: Pali as long as thosc of Group C; 

preseptular setae presel1t. Adult: Longitudinal carinae of elytra indistinct; the widest part of 

body situated at the middle of elytra; head comparatively small. The following three species 

are included in this group: 

AlIolllala仰 uculata(MOTぉClIlJLSKY)，18G6. 
=Allolllala pleurilllargo REITTER， 1903. 

AlIol/lala rufocuprea MげIちCHULSKY，1860. 
=Allo1llala AゐtschulskyiHAROLD， 1877. 

Allolllala CIIPrca (1101'1分， 183リ.
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11. ECOWGY 
Life History. 

Before stating ecological observations the author would present briefly the life history of 

the An仰 lalabeetles occurring in Hokkaido as follows: 

The adult beetles emerge from the soil Iate ill J uly or early in August， and feed on the 
leaves of various trees. The eggs are deposited in the "ground at a depth of about 5 -10 cm. 

The Iarvae hatch in 2 -3 weeks， and live in the soil for two or three years. During thefjrst 
year of the larval Iife Iittle damage is dOhe t6 CrOps and seedling trees， but later the larvae 
feed near the surface of the soil on the roots of crops and young trees， especially of coniferous 
trees， descending to a greater depth. during the winter. In the third year some of the larvae， 
of which the development is very rapid， pupate at the middle of July， and the aduits e~erge 
from the pupae in August. In the fourth year the rest of the larvae take little food in spriitg. 

The pupation is completed during the later part of June， and the adults emerge in the greatest 
number early in August. In Anomala rufocuprea and A. lucens the adults emerge partly in the 

third. year， while in A. daillliana and A. testaceipes the adults all emerge in the fourth year. 

Theegg stage. 

When laid the eggs are relatively small and elliptical. Absorbing water they increase in 

weight and in volume by 3 to 4 times and become nearly spherical at the end of the stage. 
The water content of the body changes also from 40 -: 45% to 85 -86%. The temperature-

velocity curve of development of eggs approximates within 1io to 30oC. (tf;mperature in the 

breeding cage) to a straight line. In general the ，mature eggs developεd in higher temperature 

conditions are smaller in size than those in lower temperature conditions. The suitable acidity 

for the breeding of eggs is about pH 4.0 to pH 6.2. 

The larval stage. 

The rate of the increase in width of dle head of the larvae through the developmental 

period is represented by an exponential curve. 

To complete its life-cycle， Anοmala rufocuprea needs 2 or 3 years in Hokkaido， while it 
needs orily one ，year in Honshu. The difference of the growth period between the two localities 
is aαounted for by the difference of the environmentillゃtemperature，for it may be estimated 
that the thermal constant of this species is about 1830 to 1890 day-degrees. 
In the .laboratory when the larvae are flld only on small fir roots (Abies 1I1ayriana l¥tIIY ABE 

et KUDO) with the diameter shorter. than about 0.6 mm.， they consumed 50 g.、ofthe roots 
befor 
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The pupal stage. 

The prepupae and pupae are very $e，nsitive to desiccation. They may be ablc to complete 

their development normally onJy when they are placed in 100 per cent. atmospheric humidity. 
The shortest length of the pupal life is 7.6 days in Anomala rufocutrea， 8.2 days ln A. lucens and 
7.9 days in A. daimiana at a constant ternperature of 30"C. In the field， however， the pupal 
period is about 3 weeks in Hokkaido. 

The adult stage. 

Theadult beetles are seen from about the middle of J uly until early Aug¥lst in the south 
and central regions of Hokkaido， while they appear during the miqdle of Aug~t in the north 
and east regions. They become active an h~ur after sunset and fly about most， actively for one 

or two hours. 

III. DISTRIBUTION 

Anomala rufocutrea MOTSCHULSKY and Anomala lucens BALLION are the p'rincipal species 

occurring all over Hokkaido. Anomala daimiana HAROLD is distributed chiefly in Oshima， 
Hidaka and Tokachi provinces; Anomala testaceites MOTSCHULSKY in Iburi， Hidaka， Kamikawa 
and Kitami provinces; Anomala multistristo" (MOTSCHULSKY) in Teshio， Oshima an4 Hidaka 
provinces; Anomalaωtrea (HOPE) in Oshima province; Anon切lacostata (HOPE) in Iburi and Hidaka 

provinces; An仰 lalageniαdata (MOTSCHULSKY) in Oshima and，lburi provinces; Anomala hο10的・lcea

(FARRICIUS) in Hidat ptovince; Mimela flavilabris ，司1ATERHOUSE in Iburi and Kushiro provin-
ces; Potillia jatonica NEWMAN all over Hokkaido; Serica orientalis MOTSCIUJLSKY in Oshima 

province; Hettothylla ticea MOTSCHULSKY， in Ishikari， Kamikawa andつl、okachiprovinces; 
Laclmosterna ticea (¥司1ATERHOUSE) in Oshima， Iburi and Hidaka provinces and Granida alboliul'ata 
MOTSCHULSKY in Oshima and Iburi provinces. 

In general the beetl:es are exceedingly abundant and destructive in the volcanic ash soil areas 

of Iburi， Hidaka， Tokachi， Kushiro， Nemuro and Abashiri provinces. 
It is a well-known fact that many species are found in the south and centMl parts of 

Hokkaido， while on1r three or four speciesぽcurin the north and east parts. This phenomenon 
may be caused by the difference oetween the two regions in respect to the temperature in 

summer and also in the thickness of the freezillg soil layer in winter. lndeed， it is warmer in 
summer in the south and central parts than in the north and east parts; and the freezing soil 

layer is thinner in the former than in the latter. 
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第 VIIr 圃版
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第 IX 圃版

ムJJA訟によるp[r汗

t. 21，毛色トドマツ 健会根及ぴ被害恨

2. ~lf.'主力 7'? ツ被害被

3. :JJf'F.トド 7 ツ健令機

4. '/ 被害保

5. 4年'1'.トドマツ 被害悦

6. トドマツ応体!友被害剤:

7. カラマツ!永符!末被害部 u抗告・健令7Ii，中~級官:lIil
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